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第１３節　　　総合的な学習の時間

第１　本資料の活用について

１　作成の基本的な考え方
⑴ 　小学校学習指導要領、小学校学習指導要領解説（総合的な学習の時間編）及び埼玉県小学校教

育課程編成要領の趣旨及び内容を踏まえ、学習指導・評価計画を作成する際の参考となるよう指
導計画の作成から学習評価の考え方、実際までを系統的かつ具体的に取り上げて作成した。

⑵ 　教育課程を軸に学校教育の改善・充実の好循環を生み出すことをねらい、「学校教育目標の実
現をねらった教育課程の編成、適切な実施・評価、必要に応じた改善」の一連のサイクル（カリ
キュラム・マネジメント）を具体的に示している。

２　取り上げた内容
　第１　本資料の活用について
　第２　総合的な学習の時間における学習指導と評価
　　　１　育成を目指す資質・能力の三つの柱について
　　　２ 　「探究的な見方・考え方」を働かせる指導のポイントに

ついて
　　　３ 　総合的な学習の時間における「粘り強い取組を行おうと

する側面」と「自らの学習を調整しようとする側面」の指
導と評価について

　　　４　観点別学習状況の評価の観点について
　　　５　評価の進め方について
　　　６ 　情報に関する学習を行う際のプログラミング教育の必要

性について
　第３　単元の指導と評価の計画及び改善
　　　１　単元計画の作成と評価及び改善の考え方　　
　　　２　総合的な学習の時間における「主体的・対話的で深い学び」の視点
　　　３　単元計画作成に当たっての基本的な考え方　　４　単元の指導と評価の計画例
　第４　本時の学習指導（学習指導案）と評価及び改善
　　　１　本時の学習指導と評価及び改善の考え方　　　２　学習指導案の事例
３　本資料の活用に当たって配慮すること
⑴　児童の主体性を重視し、「主体的・対話的で深い学び」の実現を図ること
　 　総合的な学習の時間における指導の基本は、児童の発想を大切にし、主体的・創造的な学習活

動を展開することである。これは、教師が積極的に関わらないということではなく、児童の取組
が停滞していたり、迷ったりしている場面で、適切な指導をして変容していく姿を見守ることで
ある。その際、学習過程を工夫したり、他者と協働して取り組む学習活動を意図的に取り入れた
りするなど、「主体的・対話的で深い学び」の視点で不断の授業改善を図るようにする。

⑵ 　評価に当たっては、各学校が設定する評価規準に照らして、児童一人一人の成長している点や
育成された資質・能力を積極的に評価すること

　 　総合的な学習の時間は、各学校において、自ら設定する目標や内容を適切に設定して評価す 
る。評価に当たっては、評価方法や評価内容を工夫し、児童一人一人の成長している点や育成さ
れた資質・能力を積極的に評価する。また、児童の具体的な学習状況の評価の方法については、
信頼される評価の方法であること、多面的な評価の方法であること、学習状況の過程を評価する
方法であることが重要である。

４　学力・学習状況調査の活用
⑴ 　全国学力・学習状況調査の結果から、総合的な学習の時間で、自分で課題を立てて情報を集め

整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいる児童ほど各教科の正答率が高
い傾向にあることが明らかになっている。そこで、総合的な学習の時間においては、比較する、
分類する、関連付けるなどの「考えるための技法」（思考ツール等）を活用したり、意図的に理
由や根拠を明確にして説明したりする場面などを取り入れるようにすることが肝要である。

⑵ 　総合的な学習の時間においては、各教科等で身に付けた資質・能力を活用・発揮しながら、教
科等横断的に解決に向けて取り組んでいくようにする。また、学習の基盤となる問題発見・解決
能力等を問題解決的な学習を通して確実に身に付けさせることが求められる。

指導計画作成の留意事項
　編成要領（編 P188）で示され
た「指導計画作成に当たっての留
意すべき事項」との関連について
も本資料で示していく。
⑴　「特別な配慮を必要とするな

ど課題を抱えた児童への指導」
の視点

⑵　「主体的・対話的で深い学び」
の視点

⑶　「教科等横断的」な視点
⑷　「社会に開かれた教育課程」
　の視点
⑸　「道徳教育の充実」の視点
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第２　総合的な学習の時間における学習指導と評価

１　育成を目指す資質・能力の三つの柱について
　 　総合的な学習の時間で育成を目指す資質・能力は、「よりよく課題を解決し、自己の生き方を

考えていくための資質・能力」と規定するとともに、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力
等」「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱で整理している。

　　また、探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力については次の点に配慮する。
⑴ 　知識及び技能については、他教科等及び総合的な学習の時間で習得する知識及び技能が、相互

に関連付けられ社会の中で生きて働くものとして育成されるようにすること。
⑵ 　思考力、判断力、表現力等については、課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現

などの探究的な学習の過程において発揮され、未知の状況において活用できるものとして身に付
けられるようにすること。

⑶ 　学びに向かう力、人間性等については、自分自身に関すること及び他者や社会との関わりに関
することの両方の視点を踏まえること。

２　「探究的な見方・考え方」を働かせる指導のポイントについて
　 　「探究的な見方・考え方」とは、各教科等における見方・考え方を総合的に活用するとともに、

広範な事象を多様な角度から捉え、実社会や実生活の課題を探究し、自己の生き方を問い続ける
という総合的な学習の時間に特有の物事を捉える視点や考え方である。この「探究的な見方・考
え方」を働かせるためには、以下の点に留意する。

⑴　学習過程を探究的にすること
　 　課題設定では、体験活動などを通して児童が自ら課題意識をもち連続発展できるようにする。

情報の収集では、課題意識や設定した課題を基に追体験などを行い、課題の解決に必要な情報を
収集する。整理・分析では、収集した情報を分類したり、細分化したりして因果関係を導き出し
分析する。まとめ・表現では、情報の整理・分析を行った後、それを他者に伝えたり、自分自身
の考えとしてまとめたりする。こうした学習過程が繰り返し展開されることが大切である。

⑵　他者と協働して主体的に取り組む学習活動にすること
　 　多様な情報を活用して協働的に学ぶために、体験を通して得た情報を出し合い情報交換しなが

ら考え話し合う。異なる視点から考え協働的に学ぶために、収集した情報を比較したり分類した
り関係付けたりして考えていく。力を合わせたり交流したりして協働的に学ぶために、友達と協
力したり地域の人や専門家などと交流したりする。主体的かつ協働的に学ぶために、自らの学習
活動を振り返りその価値を確認し合う。こうした学習活動を充実させることが大切である。

３�　総合的な学習の時間における「粘り強い取組を行おうとする側面」と「自らの学習を調整しよ
うとする側面」の指導と評価について

　 　総合的な学習の時間においても、主体的に学習に取り組む態度の評価については、「知識及び
技能」を獲得したり、「思考力、判断力、表現力等」を身に付けたりすることに向けた粘り強い
取組を行おうとする側面と、自らの学習を調整しようとする側面という二つの側面から評価する
ことが求められる。

　 　この二つの側面は、総合的な学習の時間を含めた実際の教科等の学びの中では別々ではなく、
相互に関わり合いながら立ち現れるものと考えられる。

４　観点別学習状況の評価の観点について
　 　総合的な学習の時間においては、学習指導要領が定める目標を踏まえて各学校が目標や内容を

設定するという総合的な学習の時間の特質から、各学校が観点を設定するという枠組みが維持さ
れているが、資質・能力の三つの柱で再整理した新学習指導要領の下での指導と評価の一体化を
推進するため、評価の観点については、これらの資質・能力に関わる「知識・技能」「思考・判
断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の三観点で整理されている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

趣
旨

探究的な学習の過程におい
て，課題の解決に必要な知
識や技能を身に付け，課題
に関わる概念を形成し，探
究的な学習のよさを理解し
ている。

実社会や実生活の中から問
いを見いだし，自分で課題
を立て，情報を集め，整理・
分析して，まとめ・表現し
ている。

探究的な学習に主体的・協働
的に取り組もうとしていると
ともに，互いのよさを生かし
ながら，積極的に社会に参画
しようとしている。
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　 　次に、各学校で定める内容のまとまりは、目標を実現するにふさわしい探究課題と探究課題の
解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力の二つによって構成される。（編 P189参照）

　 　各学校においては、「内容のまとまりごとの評価規準」に沿って、単元の評価規準を作成しな
ければならない。作成の基本的な手順は、次のとおりである。
＜単元の評価規準の作成手順について＞
⑴　各学校において定めた目標と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。（Ａ小学校の例）

Ａ
小
学
校
の
目
標

探究的な見方・考え方を働かせ、地域の人、もの、ことに関わる総合的な学習の時間を通して、
目的や根拠を明らかにしながら課題を解決し、自己の生き方を考えることができるようにす
るために、以下の資質・能力を育成する。
⑴　地域の人、もの、ことにか

かわる探究的な学習の過程に
おいて、課題の解決に必要な
知識及び技能を身に付けると
ともに、地域の特徴やよさが
分かり、それらが人々の努力
や工夫によって支えられてい
ることを理解する。

⑵　地域の人、もの、こと
の中から問いを見いだ
し、その解決に向けて見
通しをもって調べ、集め
た情報を整理・分析し、
根拠を明らかにしてまと
め・表現する力を身に付
ける。

⑶　地域の人、もの、ことに
ついての探究的な学習に主
体的・協働的に取り組むと
ともに、互いのよさを生か
しながら、持続可能な社会
を実現するための行動の仕
方を考え、自ら社会に参画
しようとする態度を養う。

「評価の観点及びその趣旨」については、目標の文末（波線）を次のようにする。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

趣旨 ＊＊＊理解している。 ＊＊＊身に付けている。 ＊＊参画しようとしている。

　ポイントは、学校において定めた目標のうち、「知識・技能」の文末を「～について理解して
いる。」「～を身に付けている。」などとする。同様に、「思考・判断・表現」の文末を「～してい
る。」「主体的に学習に取り組む態度」の文末を「～しようとしている。」などとして設定するこ
とが考えられる。

⑵ 　各学校において定めた内容の記述（探究課題ごとに作成した「探究課題の解決を通して育成を
目指す具体的な資質・能力」）が、観点ごとにどのように整理されているかを確認する。

　　Ａ小学校第４学年「地域の自然環境と環境問題に向き合う人々」は、次のようになっている。
目標を実現するにふ
さわしい探究課題

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

地域の自然環境と環
境 問 題 に 向 き 合 う
人々

・ 地域の自然環境やそ
の自然環境を守ろう
としている人々の工
夫や努力について理
解する。

・ 生物はその周辺の環
境と関わって生きて
い る こ と を 理 解 す
る。

・ 地域の自然や環境を
保全するためのアイ
ディアや具体的な取
組があることが分か
る。

・ 地域の自然環境について、
地域への関わりを通して
感じた関心を基に課題を
つくり、解決の見通しを
もつことができる。

・ 手段を選択して情報を収
集することができる。

・ 課題解決に向けて、観点
に合わせて情報を整理し
考えることができる。

・ 相手や目的に応じて、分
かりやすく表現すること
ができる。

・ 課題解決に向け、自分のよ
さに気付き、探究活動に進
んで取り組もうとする。

・ 自分と違う意見や考えのよ
さを生かしながら協働して
学び合おうとする。

・ 地域との関わりの中で、自
分でできることを見つけよ
うとする。

⑶　「観点ごとのポイント」を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。
　 　作成する際のポイントは、「知識・技能」では、前述の⑵に示した資質・能力を「知識・技

能」では、文末を「理解している。」などとすることにより、評価規準を作成することが可能で
ある。同様に、「思考・判断・表現」においても文末を「している。」、「主体的に学習に取り組む
態度」においても文末を「しようとしている。」などとすることが可能である。

⑷ 　単元の目標に示された資質・能力を踏まえ、目指すべき学習状況としての児童の姿を想定し、
単元の評価規準を作成する。

　 　学習活動（探究の過程）や配当時間に応じて重点的に評価する場面を位置付けていく。また、
複数の過程を対象とした評価規準が設定される場合もある。
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　 　次に、各学校で定める内容のまとまりは、目標を実現するにふさわしい探究課題と探究課題の
解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力の二つによって構成される。（編 P189参照）

　 　各学校においては、「内容のまとまりごとの評価規準」に沿って、単元の評価規準を作成しな
ければならない。作成の基本的な手順は、次のとおりである。
＜単元の評価規準の作成手順について＞
⑴　各学校において定めた目標と「評価の観点及びその趣旨」を確認する。（Ａ小学校の例）

Ａ
小
学
校
の
目
標

探究的な見方・考え方を働かせ、地域の人、もの、ことに関わる総合的な学習の時間を通して、
目的や根拠を明らかにしながら課題を解決し、自己の生き方を考えることができるようにす
るために、以下の資質・能力を育成する。
⑴　地域の人、もの、ことにか

かわる探究的な学習の過程に
おいて、課題の解決に必要な
知識及び技能を身に付けると
ともに、地域の特徴やよさが
分かり、それらが人々の努力
や工夫によって支えられてい
ることを理解する。

⑵　地域の人、もの、こと
の中から問いを見いだ
し、その解決に向けて見
通しをもって調べ、集め
た情報を整理・分析し、
根拠を明らかにしてまと
め・表現する力を身に付
ける。

⑶　地域の人、もの、ことに
ついての探究的な学習に主
体的・協働的に取り組むと
ともに、互いのよさを生か
しながら、持続可能な社会
を実現するための行動の仕
方を考え、自ら社会に参画
しようとする態度を養う。

「評価の観点及びその趣旨」については、目標の文末（波線）を次のようにする。

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

趣旨 ＊＊＊理解している。 ＊＊＊身に付けている。 ＊＊参画しようとしている。

　ポイントは、学校において定めた目標のうち、「知識・技能」の文末を「～について理解して
いる。」「～を身に付けている。」などとする。同様に、「思考・判断・表現」の文末を「～してい
る。」「主体的に学習に取り組む態度」の文末を「～しようとしている。」などとして設定するこ
とが考えられる。

⑵ 　各学校において定めた内容の記述（探究課題ごとに作成した「探究課題の解決を通して育成を
目指す具体的な資質・能力」）が、観点ごとにどのように整理されているかを確認する。

　　Ａ小学校第４学年「地域の自然環境と環境問題に向き合う人々」は、次のようになっている。
目標を実現するにふ
さわしい探究課題

探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

地域の自然環境と環
境 問 題 に 向 き 合 う
人々

・ 地域の自然環境やそ
の自然環境を守ろう
としている人々の工
夫や努力について理
解する。

・ 生物はその周辺の環
境と関わって生きて
い る こ と を 理 解 す
る。

・ 地域の自然や環境を
保全するためのアイ
ディアや具体的な取
組があることが分か
る。

・ 地域の自然環境について、
地域への関わりを通して
感じた関心を基に課題を
つくり、解決の見通しを
もつことができる。

・ 手段を選択して情報を収
集することができる。

・ 課題解決に向けて、観点
に合わせて情報を整理し
考えることができる。

・ 相手や目的に応じて、分
かりやすく表現すること
ができる。

・ 課題解決に向け、自分のよ
さに気付き、探究活動に進
んで取り組もうとする。

・ 自分と違う意見や考えのよ
さを生かしながら協働して
学び合おうとする。

・ 地域との関わりの中で、自
分でできることを見つけよ
うとする。

⑶　「観点ごとのポイント」を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。
　 　作成する際のポイントは、「知識・技能」では、前述の⑵に示した資質・能力を「知識・技

能」では、文末を「理解している。」などとすることにより、評価規準を作成することが可能で
ある。同様に、「思考・判断・表現」においても文末を「している。」、「主体的に学習に取り組む
態度」においても文末を「しようとしている。」などとすることが可能である。

⑷ 　単元の目標に示された資質・能力を踏まえ、目指すべき学習状況としての児童の姿を想定し、
単元の評価規準を作成する。

　 　学習活動（探究の過程）や配当時間に応じて重点的に評価する場面を位置付けていく。また、
複数の過程を対象とした評価規準が設定される場合もある。
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総
合
的
な

学
習
の
時
間

　Ａ小学校第４学年の単元の目標及び評価規準は、次のようになっている。
単元の目標

自分たちが生活している地域の自然環境の美しさを追究する活動を通して、自然の美しさや
自然環境を守ろうとしている人々の思いに気付き、地域の一員として、自分たちにできること
を考えるとともに、学んだことを自らの生活や行動に生かそうとする。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
・ 地域の自然環境は、動植

物が多く生息し、豊かな
自然環境が維持されてい
ることに気付いている。

・ 地域の自然環境やその自
然環境を守ろうとしてい
る人々の工夫や努力につ
いて理解している。

・ 地域に生息している生物
や自然環境の保全に取り
組んでいる人々を調査し
たり、収集した情報を基
に図や文章でまとめたり
する方法が分かっている。

・ 地域の自然環境について、地域への
関わりを通して、感じたことを基に
課題を設定し、解決の見通しをもっ
て自分にできることを考えている。

・ 課題を解決するために必要な自然環
境や環境保全に関する情報について、
手段を選択して収集している。

・ 地域の自然環境や環境保全について、
実際に観察したり、図鑑で調べたり
した情報を基に、友達の考えと比較
したり、グラフに整理して分析した
りしている。

・ 地域の自然環境や環境保全について
調べたり、まとめたりしたことを相
手や目的に応じた方法で表現してい
る。

・ 課題解決に向け、進んで
地域の方に関わり、自然
環境を守るために、自分
にできることを考えて
いる。

・ 自分と違う意見や考えの
よさを生かしながら、友
だちや地域の人と協働
して学び合おうとして
いる。

・ 課題解決の状況を振り返
り、あきらめずに環境保
全に向けて取り組もう
としている。

　※　個人内評価の扱いについて
　　 　観点別学習状況の評価になじまず個人内評価の対象となるものについては、児童が学習した

ことの意義や価値を実感できるように、日々の教育活動等の中で児童生徒に伝えることが重要
である。特に「学びに向かう力、人間性等」のうち「感性や思いやり」など児童一人一人のよ
い点や可能性、進歩の状況などを積極的に評価し児童生徒に伝えることが重要である。

５　評価の進め方について
　 　観点別学習状況の評価を実施するに当たり、まずは年間の指導と評価の計画を確認することが

重要である。その上で、学習指導要領の目標や内容、「内容のまとまりごとの評価規準」の考え
方等を踏まえ、次のように進めることが考えられる。

⑴　単元の目標及び評価規準を作成する。
　 　学校において定める内容（「探究課題」及び「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資

質・能力」）をよりどころとして、中核となる学習活動をもとに、どのような学習を通して、どの
ような資質・能力を育成することを目指すのかを明確にして単元の目標及び評価規準を作成する。

⑵　指導と評価の計画を作成する。
　 　具体的な活動に沿って、評価場面や評価方法等を計画する。評価の資料（児童の反応や作品

等）を基に、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価するかを考えたり、「努力を要する」状況
（Ｃ）への手立て等を考えたりする。

⑶　授業を行う。
　　⑵を踏まえて評価を行い、児童の学習改善や教師の指導改善につなげる。
⑷　総括する。
　 　活動や学習の過程、作品や成果物、発表や討論などに見られる学習の状況や成果などについて、

児童のよい点、学習に対する意欲や態度、進歩の状況などを踏まえて、評価結果を総括する。
６　情報に関する学習を行う際のプログラミング教育の必要性について
　 　総合的な学習の時間は、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、

自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成することを目指している。したがって、情報
に関する課題について探究的に学習する過程において、プログラミングを体験しながら論理的思
考力を身に付けるための学習活動を行う場合には、プログラミングを体験することだけにとどま
らず、自分たちの暮らしとプログラミングとの関係を考え、プログラミングを体験しながらその
よさや課題に気付き、現在や将来の自分の生活や生き方とつなげて考えることができるようにす
ることが必要となる。
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第３　単元の指導と評価の計画及び改善

１　単元計画の作成と評価及び改善の考え方
⑴ 　単元の指導計画の作成に当たっては、年間や単元など、内容や時間のまとまりを見通して、そ

の中で育む資質・能力の育成に向けて、児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにす
る。その際、児童や学校、地域の実態等に応じて、児童が探究的な見方・考え方を働かせ、教科
等の枠を超えた横断的・総合的な学習や児童の興味・関心等に基づく学習を行うなど、創意工夫
を生かした教育活動の充実を図るように留意する。

⑵ 　単元の評価計画の作成に当たっては、各学校で定めた総合的な学習の時間の目標及び内容に基
づいて、育成を目指す資質・能力が身に付いているのかを継続的に評価する。特に、総合的な学
習の時間においては、学習内容や時間のまとまりを見通しながら評価場面や評価方法を工夫する
ことに留意する。

⑶ 　単元の指導計画の評価結果を基に、児童一人一人が、どのように成長しているか、資質・能力
が確かに育成されているかどうかを捉え、児童のよい点や進捗の状況などを積極的に評価するこ
とにより、児童自身が学習したことの意義や価値を実感できるように改善を図る。

２　総合的な学習の時間における「主体的・対話的で深い学び」の視点
⑴　「主体的な学び」の視点
　 　「主体的な学び」とは、学習に積極的に取り組ませるだけなく、学習後に自らの学びの成果や

過程を振り返ることを通して、次の学びに主体的に取り組む態度を育む学びである。総合的な学
習の時間において、探究的な学習を発展的に繰り返していく過程の中で、児童が主体的に学んで
いく上では、課題設定と振り返りが重要となる。

⑵　「対話的な学び」の視点
　 　「対話的な学び」とは、他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める

ような学びである。探究的な学習の過程を質的に高めていくためには、異なる多様な他者と力を
合わせて課題の解決に向かうことが欠かせない。なお、「対話的な学び」は、学校内において他
の児童と活動を共にするということだけでなく、一人でじっくりと自己の中で対話すること、先
人の考えなどと文献で対話すること、離れた場所を ICT 機器などでつないで対話するなど、様々
な対話の姿が考えられる。

⑶　「深い学び」の視点
　 　「深い学び」については、探究的な学習の過程を一層重視し、これまで以上に学習過程の質的

向上を目指すことが求められる。なお、総合的な学習の時間における探究的な学習の過程が充実
することにより、各教科等で育成された資質・能力は繰り返し活用・発揮される。そのことに
よって、生きて働く知識及び技能として習得され、未知の状況にも対応できる思考力、判断力、
表現力等が育成され、学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力、人間性等の涵養につ
ながるのである。

３　単元計画作成に当たっての基本的な考え方
　 　総合的な学習の時間の学習活動については、探究的な学習であることを重要な要件の一つとし

ている。したがって、総合的な学習の時間では、児童にとって意味のある課題の解決や学習のま
とまりとなるように単元を計画することが重要である。このことを踏まえて、単元計画を作成す
るに当たっては、次の事項に留意する。

⑴　児童の関心や疑問を生かした単元の構想をすること
　 　総合的な学習の時間では、児童の関心や疑問が単元の源であり、単元計画を作成する際の出発

点でもある。そこで、児童の関心や疑問に対して、総合的な学習の時間において価値のある学習
に結び付く見込みのあるものを、教師が教育的な意図で選択して取り上げるようにする。

⑵　意図した学習を効果的に生み出す単元の構成をすること
　 　児童の関心や疑問を源とする児童主体の活動の中で、いかに教師が意図する学習を効果的に生

み出し、資質・能力を育成することができるかに留意する。単元を構成するに当たっては、学習
の展開における児童の意識や活動の向かう方向を的確に予測するとともに、十分な教材研究を行
うことが大切である。

⑶　教師の指導性を発揮すること
　 　総合的な学習の時間では、いかに周到な単元計画を作成しても、教師が想定した以上の児童ら

しい発想や追究の姿が見られることがある。そこで、児童の探究の様子や意識の流れ等を常に捉
え、当初作成した年間指導計画や単元計画を見直し、修正をしていくことも必要になる。また、
児童が収集した情報を把握し、有効な思考ツールを用意して整理・分析するようにさせたり、板
書等で考えを整理させたりするなど教師の指導性を発揮することが肝要である。

４　単元の指導と評価の計画例　

⑴　単元の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等
　 　児童が興味・関心をもつことができるように、身近な公共施設である公園を学習対象とする。

公園を学習対象とすることで、探究的に繰り返し公園に関わることができるように設定する。ま
た、探究的な学習の過程を充実することができるように、各教科等の学習を生かしたり、考える
技法を活用したりする活動を意図的・計画的に単元の中に設定するように工夫する。

⑵　単元の学習評価に当たっての工夫、配慮事項等
　 　単元のまとまりで評価するために、「関わった公園は、どんな公園であるか（概念形成）」につ

いて、定期的に考えるようにする。また、毎時間、ノートに振り返りを行い、「何を学んだか」
「これから何をしていきたいのか」等、授業を通して分かったことやこれからの学習の見通しを
書くように促していく。児童個人やクラスの学習状況を把握することで、指導の方向性を確認し
たり修正したりできるように工夫する。
○　単元の目標　
　 　地域の公園を調べたり、管理事務所の人や利用している人に取材したりする活動を通して、公

園の特色や公園に関わる人々の思いに気付き、公園の役割や特色を生かした活用方法について考
えるとともに、学んだことを身近な人たちに伝えたり、自らの生活に生かそうとしたりする。
○　単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
①　地域の公園のよさや課

題、公園に関わる人々
の思いを理解している。

②　課題を追究していく中
で、地域の公園の特色
や公園に関わる人々の
思いについて自分なり
に概念を構築している。

③　公園探検の計画を立て
たり、インタビューや
アンケート調査をした
りして収集した情報を
図や文章でまとめる方
法が分かっている。

①　地域の公園について、疑問や
好奇心から課題をつくり、解
決に向けて自分にできること
を考えている。

②　公園の特色を知るために、手
段を選択して情報を収集して
いる。

③　公園の特色を明確にするため
に、収集した情報を観点ごと
に関連付けたり、分類したり、
公園を比較して共通点や相違
点を見付けたりしながら自分
の考えを整理・分析している。

④　身近な人々に地域の公園の特
色を知ってもらえるように、
自分の考えを工夫して表現し
ている。

①　活動を通して、これからの
公園の活用の仕方や関わり
方を考え、自らの生活に生
かしていこうとしている。

②　友達との協働的な学習を通
して、友達の考えを生かし
ながら公園の特色を調べた
り、まとめたりしようとし
ている。

③　友達や公園に関わる人々に
積極的に関わりながら、粘
り強く公園の特色について
調べようとしている。

○　単元の指導計画・評価計画　
※「課題」：課題の設定　「情報」：情報の収集　「整理」：整理・分析　「表現」：まとめ・表現

＜事例１＞　�「公園の特色や活用方法とその公園に関わる人 （々公共施設の利用）」を探究課題とし、
地域の公園のよさや課題を理解し、どのように公園と関わっていくのかを考えることを
ねらった事例　第３学年「別所沼公園に行こう」　指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題

４ 単元の指導と評価の計画例  

 

＜事例１＞ 公園の特色や活用方法とその公園に関わる人々（公共施設の利用）」を探究課題とし、 

      地域の公園のよさや課題を理解し、どのように公園と関わっていくのかを考えることを 

      ねらった事例 第３学年「別所沼公園に行こう」 指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題 

⑴ 単元の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等 

  児童が興味・関心をもつことができるように、身近な公共施設である公園を学習対象とする。 

 公園を学習対象とすることで、探究的に繰り返し公園に関わることができるように設定する。ま 

 た、探究的な学習の過程を充実することができるように、各教科等の学習を生かしたり、考える 

 技法を活用したりする活動を意図的・計画的に単元の中に設定するように工夫する。 

⑵ 単元の学習評価に当たっての工夫、配慮事項等 

  単元のまとまりで評価するために、「関わった公園は、どんな公園であるか（概念形成）」につ 

 いて、定期的に考えるようにする。また、毎時間、ノートに振り返りを行い、「何を学んだか」「こ 

 れから何をしていきたいのか」等、授業を通して分かったことやこれからの学習の見通しを書く 

 ように促していく。児童個人やクラスの学習状況を把握することで、指導の方向性を確認したり 

 修正したりできるように工夫する。 

○ 単元の目標  

  地域の公園を調べたり、管理事務所の人や利用している人に取材したりする活動を通して、公

園の特色や公園に関わる人々の思いに気付き、公園の役割や特色を生かした活用方法について考

えるとともに、学んだことを身近な人たちに伝えたり、自らの生活に生かそうとしたりする。 

○ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
① 地域の公園のよさや課

題、公園に関わる人々
の思いを理解してい
る。 

② 課題を追究していく中
で、地域の公園の特色
や公園に関わる人々の
思いについて自分なり
に概念を構築してい
る。 

③ 公園探検の計画を立て
たり、インタビューや
アンケート調査をした
りして収集した情報を
図や文章でまとめる方
法が分かっている。 

① 地域の公園について、疑問や
好奇心から課題をつくり、解
決に向けて自分にできること
を考えている。 

② 公園の特色を知るために、手
段を選択して情報を収集して
いる。 

③ 公園の特色を明確にするため
に、収集した情報を観点ごと
に関連付けたり、分類したり、
公園を比較して共通点や相違
点を見付けたりしながら自分
の考えを整理・分析している。 

④ 身近な人々に地域の公園の特
色を知ってもらえるように、
自分の考えを工夫して表現し
ている。 

① 活動を通して、これからの
公園の活用の仕方や関わ
り方を考え、自らの生活に
生かしていこうとしてい
る。 

② 友達との協働的な学習を
通して、友達の考えを生か
しながら公園の特色を調
べたり、まとめたりしよう
としている。 

③ 友達や公園に関わる人々
に積極的に関わりながら、
粘り強く公園の特色につ
いて調べようとしている。 

○ 単元の指導計画・評価計画  

※「課題」：課題の設定 「情報」：情報の収集 「整理」：整理・分析 「表現」：まとめ・表現 

過 程 〇学習活動 ・児童の思考 ・指導上の留意点 〇評価（評価方法） 

 
 
課題 

〇オリエンテーション（１） 
・総合は、探究の過程が大切なんだね。 
〇別所沼公園について、知っていること
を話し合う。（２） 

・ 
 

・総合的な学習の時間の進め方やねらいについて
確認し、学習に見通しをもつことができるよう
にする。 

・どんな公園であるのか話し合うことで、別所沼
公園の関心を高めるとともに、分からないこと
が多いことに気付くことができるようにする。 

 
〇思･判･表①・態②（発言、ノート） 

情報 〇別所沼公園探検（２） 
・別所沼公園はどんな公園かみんなで調
べに行こう。 

・話し合ったことを基に、疑問に感じたことを調
査することができるようにする。 

〇態③（発言、行動、ノート） 

整理 〇公園探検で集めた情報を整理する。
（３） 
 

・見付けたことを書いた付箋紙をグループで別所
沼公園の地図（ワークシート）上に貼り出し、
情報を可視化していく。 

〇思･判･表③（発言、ワークシート） 
情報の共有が図れるように、一つの地図に情報を蓄積

し、掲示するように工夫する。 

思考・判断・表現①では、「地域の公園について、疑問や
好奇心から課題をつくり、解決に向けて自分にできるこ
とを考えている」となっている姿を「友達の意見を受け
入れながら、課題を設定しようとしている」という具体
の姿に捉え直して評価する。 
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第３　単元の指導と評価の計画及び改善

１　単元計画の作成と評価及び改善の考え方
⑴ 　単元の指導計画の作成に当たっては、年間や単元など、内容や時間のまとまりを見通して、そ

の中で育む資質・能力の育成に向けて、児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにす
る。その際、児童や学校、地域の実態等に応じて、児童が探究的な見方・考え方を働かせ、教科
等の枠を超えた横断的・総合的な学習や児童の興味・関心等に基づく学習を行うなど、創意工夫
を生かした教育活動の充実を図るように留意する。

⑵ 　単元の評価計画の作成に当たっては、各学校で定めた総合的な学習の時間の目標及び内容に基
づいて、育成を目指す資質・能力が身に付いているのかを継続的に評価する。特に、総合的な学
習の時間においては、学習内容や時間のまとまりを見通しながら評価場面や評価方法を工夫する
ことに留意する。

⑶ 　単元の指導計画の評価結果を基に、児童一人一人が、どのように成長しているか、資質・能力
が確かに育成されているかどうかを捉え、児童のよい点や進捗の状況などを積極的に評価するこ
とにより、児童自身が学習したことの意義や価値を実感できるように改善を図る。

２　総合的な学習の時間における「主体的・対話的で深い学び」の視点
⑴　「主体的な学び」の視点
　 　「主体的な学び」とは、学習に積極的に取り組ませるだけなく、学習後に自らの学びの成果や

過程を振り返ることを通して、次の学びに主体的に取り組む態度を育む学びである。総合的な学
習の時間において、探究的な学習を発展的に繰り返していく過程の中で、児童が主体的に学んで
いく上では、課題設定と振り返りが重要となる。

⑵　「対話的な学び」の視点
　 　「対話的な学び」とは、他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める

ような学びである。探究的な学習の過程を質的に高めていくためには、異なる多様な他者と力を
合わせて課題の解決に向かうことが欠かせない。なお、「対話的な学び」は、学校内において他
の児童と活動を共にするということだけでなく、一人でじっくりと自己の中で対話すること、先
人の考えなどと文献で対話すること、離れた場所を ICT 機器などでつないで対話するなど、様々
な対話の姿が考えられる。

⑶　「深い学び」の視点
　 　「深い学び」については、探究的な学習の過程を一層重視し、これまで以上に学習過程の質的

向上を目指すことが求められる。なお、総合的な学習の時間における探究的な学習の過程が充実
することにより、各教科等で育成された資質・能力は繰り返し活用・発揮される。そのことに
よって、生きて働く知識及び技能として習得され、未知の状況にも対応できる思考力、判断力、
表現力等が育成され、学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力、人間性等の涵養につ
ながるのである。

３　単元計画作成に当たっての基本的な考え方
　 　総合的な学習の時間の学習活動については、探究的な学習であることを重要な要件の一つとし

ている。したがって、総合的な学習の時間では、児童にとって意味のある課題の解決や学習のま
とまりとなるように単元を計画することが重要である。このことを踏まえて、単元計画を作成す
るに当たっては、次の事項に留意する。

⑴　児童の関心や疑問を生かした単元の構想をすること
　 　総合的な学習の時間では、児童の関心や疑問が単元の源であり、単元計画を作成する際の出発

点でもある。そこで、児童の関心や疑問に対して、総合的な学習の時間において価値のある学習
に結び付く見込みのあるものを、教師が教育的な意図で選択して取り上げるようにする。

⑵　意図した学習を効果的に生み出す単元の構成をすること
　 　児童の関心や疑問を源とする児童主体の活動の中で、いかに教師が意図する学習を効果的に生

み出し、資質・能力を育成することができるかに留意する。単元を構成するに当たっては、学習
の展開における児童の意識や活動の向かう方向を的確に予測するとともに、十分な教材研究を行
うことが大切である。

⑶　教師の指導性を発揮すること
　 　総合的な学習の時間では、いかに周到な単元計画を作成しても、教師が想定した以上の児童ら

しい発想や追究の姿が見られることがある。そこで、児童の探究の様子や意識の流れ等を常に捉
え、当初作成した年間指導計画や単元計画を見直し、修正をしていくことも必要になる。また、
児童が収集した情報を把握し、有効な思考ツールを用意して整理・分析するようにさせたり、板
書等で考えを整理させたりするなど教師の指導性を発揮することが肝要である。

４　単元の指導と評価の計画例　

⑴　単元の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等
　 　児童が興味・関心をもつことができるように、身近な公共施設である公園を学習対象とする。

公園を学習対象とすることで、探究的に繰り返し公園に関わることができるように設定する。ま
た、探究的な学習の過程を充実することができるように、各教科等の学習を生かしたり、考える
技法を活用したりする活動を意図的・計画的に単元の中に設定するように工夫する。

⑵　単元の学習評価に当たっての工夫、配慮事項等
　 　単元のまとまりで評価するために、「関わった公園は、どんな公園であるか（概念形成）」につ

いて、定期的に考えるようにする。また、毎時間、ノートに振り返りを行い、「何を学んだか」
「これから何をしていきたいのか」等、授業を通して分かったことやこれからの学習の見通しを
書くように促していく。児童個人やクラスの学習状況を把握することで、指導の方向性を確認し
たり修正したりできるように工夫する。
○　単元の目標　
　 　地域の公園を調べたり、管理事務所の人や利用している人に取材したりする活動を通して、公

園の特色や公園に関わる人々の思いに気付き、公園の役割や特色を生かした活用方法について考
えるとともに、学んだことを身近な人たちに伝えたり、自らの生活に生かそうとしたりする。
○　単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
①　地域の公園のよさや課

題、公園に関わる人々
の思いを理解している。

②　課題を追究していく中
で、地域の公園の特色
や公園に関わる人々の
思いについて自分なり
に概念を構築している。

③　公園探検の計画を立て
たり、インタビューや
アンケート調査をした
りして収集した情報を
図や文章でまとめる方
法が分かっている。

①　地域の公園について、疑問や
好奇心から課題をつくり、解
決に向けて自分にできること
を考えている。

②　公園の特色を知るために、手
段を選択して情報を収集して
いる。

③　公園の特色を明確にするため
に、収集した情報を観点ごと
に関連付けたり、分類したり、
公園を比較して共通点や相違
点を見付けたりしながら自分
の考えを整理・分析している。

④　身近な人々に地域の公園の特
色を知ってもらえるように、
自分の考えを工夫して表現し
ている。

①　活動を通して、これからの
公園の活用の仕方や関わり
方を考え、自らの生活に生
かしていこうとしている。

②　友達との協働的な学習を通
して、友達の考えを生かし
ながら公園の特色を調べた
り、まとめたりしようとし
ている。

③　友達や公園に関わる人々に
積極的に関わりながら、粘
り強く公園の特色について
調べようとしている。

○　単元の指導計画・評価計画　
※「課題」：課題の設定　「情報」：情報の収集　「整理」：整理・分析　「表現」：まとめ・表現

＜事例１＞　�「公園の特色や活用方法とその公園に関わる人 （々公共施設の利用）」を探究課題とし、
地域の公園のよさや課題を理解し、どのように公園と関わっていくのかを考えることを
ねらった事例　第３学年「別所沼公園に行こう」　指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題

４ 単元の指導と評価の計画例  

 

＜事例１＞ 公園の特色や活用方法とその公園に関わる人々（公共施設の利用）」を探究課題とし、 

      地域の公園のよさや課題を理解し、どのように公園と関わっていくのかを考えることを 

      ねらった事例 第３学年「別所沼公園に行こう」 指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題 

⑴ 単元の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等 

  児童が興味・関心をもつことができるように、身近な公共施設である公園を学習対象とする。 

 公園を学習対象とすることで、探究的に繰り返し公園に関わることができるように設定する。ま 

 た、探究的な学習の過程を充実することができるように、各教科等の学習を生かしたり、考える 

 技法を活用したりする活動を意図的・計画的に単元の中に設定するように工夫する。 

⑵ 単元の学習評価に当たっての工夫、配慮事項等 

  単元のまとまりで評価するために、「関わった公園は、どんな公園であるか（概念形成）」につ 

 いて、定期的に考えるようにする。また、毎時間、ノートに振り返りを行い、「何を学んだか」「こ 

 れから何をしていきたいのか」等、授業を通して分かったことやこれからの学習の見通しを書く 

 ように促していく。児童個人やクラスの学習状況を把握することで、指導の方向性を確認したり 

 修正したりできるように工夫する。 

○ 単元の目標  

  地域の公園を調べたり、管理事務所の人や利用している人に取材したりする活動を通して、公

園の特色や公園に関わる人々の思いに気付き、公園の役割や特色を生かした活用方法について考

えるとともに、学んだことを身近な人たちに伝えたり、自らの生活に生かそうとしたりする。 

○ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
① 地域の公園のよさや課

題、公園に関わる人々
の思いを理解してい
る。 

② 課題を追究していく中
で、地域の公園の特色
や公園に関わる人々の
思いについて自分なり
に概念を構築してい
る。 

③ 公園探検の計画を立て
たり、インタビューや
アンケート調査をした
りして収集した情報を
図や文章でまとめる方
法が分かっている。 

① 地域の公園について、疑問や
好奇心から課題をつくり、解
決に向けて自分にできること
を考えている。 

② 公園の特色を知るために、手
段を選択して情報を収集して
いる。 

③ 公園の特色を明確にするため
に、収集した情報を観点ごと
に関連付けたり、分類したり、
公園を比較して共通点や相違
点を見付けたりしながら自分
の考えを整理・分析している。 

④ 身近な人々に地域の公園の特
色を知ってもらえるように、
自分の考えを工夫して表現し
ている。 

① 活動を通して、これからの
公園の活用の仕方や関わ
り方を考え、自らの生活に
生かしていこうとしてい
る。 

② 友達との協働的な学習を
通して、友達の考えを生か
しながら公園の特色を調
べたり、まとめたりしよう
としている。 

③ 友達や公園に関わる人々
に積極的に関わりながら、
粘り強く公園の特色につ
いて調べようとしている。 

○ 単元の指導計画・評価計画  

※「課題」：課題の設定 「情報」：情報の収集 「整理」：整理・分析 「表現」：まとめ・表現 

過 程 〇学習活動 ・児童の思考 ・指導上の留意点 〇評価（評価方法） 

 
 
課題 

〇オリエンテーション（１） 
・総合は、探究の過程が大切なんだね。 
〇別所沼公園について、知っていること
を話し合う。（２） 

・ 
 

・総合的な学習の時間の進め方やねらいについて
確認し、学習に見通しをもつことができるよう
にする。 

・どんな公園であるのか話し合うことで、別所沼
公園の関心を高めるとともに、分からないこと
が多いことに気付くことができるようにする。 

 
〇思･判･表①・態②（発言、ノート） 

情報 〇別所沼公園探検（２） 
・別所沼公園はどんな公園かみんなで調
べに行こう。 

・話し合ったことを基に、疑問に感じたことを調
査することができるようにする。 

〇態③（発言、行動、ノート） 

整理 〇公園探検で集めた情報を整理する。
（３） 
 

・見付けたことを書いた付箋紙をグループで別所
沼公園の地図（ワークシート）上に貼り出し、
情報を可視化していく。 

〇思･判･表③（発言、ワークシート） 
情報の共有が図れるように、一つの地図に情報を蓄積

し、掲示するように工夫する。 

思考・判断・表現①では、「地域の公園について、疑問や
好奇心から課題をつくり、解決に向けて自分にできるこ
とを考えている」となっている姿を「友達の意見を受け
入れながら、課題を設定しようとしている」という具体
の姿に捉え直して評価する。 
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４　単元の指導と評価の計画例　

⑴　単元の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等
　 　児童が興味・関心をもつことができるように、身近な公共施設である公園を学習対象とする。

公園を学習対象とすることで、探究的に繰り返し公園に関わることができるように設定する。ま
た、探究的な学習の過程を充実することができるように、各教科等の学習を生かしたり、考える
技法を活用したりする活動を意図的・計画的に単元の中に設定するように工夫する。

⑵　単元の学習評価に当たっての工夫、配慮事項等
　 　単元のまとまりで評価するために、「関わった公園は、どんな公園であるか（概念形成）」につ

いて、定期的に考えるようにする。また、毎時間、ノートに振り返りを行い、「何を学んだか」
「これから何をしていきたいのか」等、授業を通して分かったことやこれからの学習の見通しを
書くように促していく。児童個人やクラスの学習状況を把握することで、指導の方向性を確認し
たり修正したりできるように工夫する。
○　単元の目標　
　 　地域の公園を調べたり、管理事務所の人や利用している人に取材したりする活動を通して、公

園の特色や公園に関わる人々の思いに気付き、公園の役割や特色を生かした活用方法について考
えるとともに、学んだことを身近な人たちに伝えたり、自らの生活に生かそうとしたりする。
○　単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
①　地域の公園のよさや課

題、公園に関わる人々
の思いを理解している。

②　課題を追究していく中
で、地域の公園の特色
や公園に関わる人々の
思いについて自分なり
に概念を構築している。

③　公園探検の計画を立て
たり、インタビューや
アンケート調査をした
りして収集した情報を
図や文章でまとめる方
法が分かっている。

①　地域の公園について、疑問や
好奇心から課題をつくり、解
決に向けて自分にできること
を考えている。

②　公園の特色を知るために、手
段を選択して情報を収集して
いる。

③　公園の特色を明確にするため
に、収集した情報を観点ごと
に関連付けたり、分類したり、
公園を比較して共通点や相違
点を見付けたりしながら自分
の考えを整理・分析している。

④　身近な人々に地域の公園の特
色を知ってもらえるように、
自分の考えを工夫して表現し
ている。

①　活動を通して、これからの
公園の活用の仕方や関わり
方を考え、自らの生活に生
かしていこうとしている。

②　友達との協働的な学習を通
して、友達の考えを生かし
ながら公園の特色を調べた
り、まとめたりしようとし
ている。

③　友達や公園に関わる人々に
積極的に関わりながら、粘
り強く公園の特色について
調べようとしている。

○　単元の指導計画・評価計画　
※「課題」：課題の設定　「情報」：情報の収集　「整理」：整理・分析　「表現」：まとめ・表現

＜事例１＞　�「公園の特色や活用方法とその公園に関わる人 （々公共施設の利用）」を探究課題とし、
地域の公園のよさや課題を理解し、どのように公園と関わっていくのかを考えることを
ねらった事例　第３学年「別所沼公園に行こう」　指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題

４ 単元の指導と評価の計画例  

 

＜事例１＞ 公園の特色や活用方法とその公園に関わる人々（公共施設の利用）」を探究課題とし、 

      地域の公園のよさや課題を理解し、どのように公園と関わっていくのかを考えることを 

      ねらった事例 第３学年「別所沼公園に行こう」 指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題 

⑴ 単元の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等 

  児童が興味・関心をもつことができるように、身近な公共施設である公園を学習対象とする。 

 公園を学習対象とすることで、探究的に繰り返し公園に関わることができるように設定する。ま 

 た、探究的な学習の過程を充実することができるように、各教科等の学習を生かしたり、考える 

 技法を活用したりする活動を意図的・計画的に単元の中に設定するように工夫する。 

⑵ 単元の学習評価に当たっての工夫、配慮事項等 

  単元のまとまりで評価するために、「関わった公園は、どんな公園であるか（概念形成）」につ 

 いて、定期的に考えるようにする。また、毎時間、ノートに振り返りを行い、「何を学んだか」「こ 

 れから何をしていきたいのか」等、授業を通して分かったことやこれからの学習の見通しを書く 

 ように促していく。児童個人やクラスの学習状況を把握することで、指導の方向性を確認したり 

 修正したりできるように工夫する。 

○ 単元の目標  

  地域の公園を調べたり、管理事務所の人や利用している人に取材したりする活動を通して、公

園の特色や公園に関わる人々の思いに気付き、公園の役割や特色を生かした活用方法について考

えるとともに、学んだことを身近な人たちに伝えたり、自らの生活に生かそうとしたりする。 

○ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
① 地域の公園のよさや課

題、公園に関わる人々
の思いを理解してい
る。 

② 課題を追究していく中
で、地域の公園の特色
や公園に関わる人々の
思いについて自分なり
に概念を構築してい
る。 

③ 公園探検の計画を立て
たり、インタビューや
アンケート調査をした
りして収集した情報を
図や文章でまとめる方
法が分かっている。 

① 地域の公園について、疑問や
好奇心から課題をつくり、解
決に向けて自分にできること
を考えている。 

② 公園の特色を知るために、手
段を選択して情報を収集して
いる。 

③ 公園の特色を明確にするため
に、収集した情報を観点ごと
に関連付けたり、分類したり、
公園を比較して共通点や相違
点を見付けたりしながら自分
の考えを整理・分析している。 

④ 身近な人々に地域の公園の特
色を知ってもらえるように、
自分の考えを工夫して表現し
ている。 

① 活動を通して、これからの
公園の活用の仕方や関わ
り方を考え、自らの生活に
生かしていこうとしてい
る。 

② 友達との協働的な学習を
通して、友達の考えを生か
しながら公園の特色を調
べたり、まとめたりしよう
としている。 

③ 友達や公園に関わる人々
に積極的に関わりながら、
粘り強く公園の特色につ
いて調べようとしている。 

○ 単元の指導計画・評価計画  

※「課題」：課題の設定 「情報」：情報の収集 「整理」：整理・分析 「表現」：まとめ・表現 

過 程 〇学習活動 ・児童の思考 ・指導上の留意点 〇評価（評価方法） 

 
 
課題 

〇オリエンテーション（１） 
・総合は、探究の過程が大切なんだね。 
〇別所沼公園について、知っていること
を話し合う。（２） 

・ 
 

・総合的な学習の時間の進め方やねらいについて
確認し、学習に見通しをもつことができるよう
にする。 

・どんな公園であるのか話し合うことで、別所沼
公園の関心を高めるとともに、分からないこと
が多いことに気付くことができるようにする。 

 
〇思･判･表①・態②（発言、ノート） 

情報 〇別所沼公園探検（２） 
・別所沼公園はどんな公園かみんなで調
べに行こう。 

・話し合ったことを基に、疑問に感じたことを調
査することができるようにする。 

〇態③（発言、行動、ノート） 

整理 〇公園探検で集めた情報を整理する。
（３） 
 

・見付けたことを書いた付箋紙をグループで別所
沼公園の地図（ワークシート）上に貼り出し、
情報を可視化していく。 

〇思･判･表③（発言、ワークシート） 
情報の共有が図れるように、一つの地図に情報を蓄積

し、掲示するように工夫する。 

思考・判断・表現①では、「地域の公園について、疑問や
好奇心から課題をつくり、解決に向けて自分にできるこ
とを考えている」となっている姿を「友達の意見を受け
入れながら、課題を設定しようとしている」という具体
の姿に捉え直して評価する。 
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整理 〇他の公園と別所沼公園を比較し、共通

点や相違点を見付ける。（３） 

・比べてみると、似ているところと違う

ところが結構あるな。 

 

 

・ベン図を活用 

し、別所沼公 

園と他の公園 

を比較するこ 

とで、共通点 

や相違点を見 

付け、それぞれの公園のよさや課題に気付くこ

とができるようにする。 

〇思･判･表③（発言、ワークシート、ノート） 

整理 

表現 

〇話し合ったことを基に、それぞれの公

園のよさや課題について考える。（３） 

・北浦和公園は、別所沼公園よりもベン

チの数が多いから読書や休憩に来る

人が多いのかもしれないな。 

・クラゲチャートを活用し、整理した情報を関連

付けながらそれぞれの公園がどんな公園なの

か考えることができるようにする。 

〇知・技①・思･判･表③（発言、ワークシート、ノート） 

課題 〇地域の公園のよさや課題をいろいろ

な人に伝えよう。（２） 

・それぞれの公園のよさや課題を知って

もらいたいな。 

・公園の特色が分かって使うと前よりも

楽しく利用できるね。 

・相手意識や目的意識を明確にするために、伝え

る対象は誰なのか、何のために紹介するのか話

し合うようにする。 

・伝えたい公園を選び、まとめていく。 

〇思･判･表①・態①（発言・ノート） 

情報 〇伝えたい公園を探検し、情報を収集す

る。（２） 

・公園をどのように利用してほしいのか

管理事務所の人たちにもう一度聞い

てみたいな。 

・探検の計画は、対象や目的に合わせて探検する

ことができるように促していく。 

・計画したことを基に、探検を行う。 

〇思･判･表②・態③（発言・行動・ノート） 

整理 

 

 

〇収集した情報を基に、自分達の紹介す

る公園のよさや課題を整理する。（２） 

・僕は、公園をきれいに使ってほしいか

ら別所沼公園の使い方やルールにつ

いてまとめていきたいな。 

・ピラミッドチャートを活用し、どんなことを紹介

するのか取捨選択することができるようにす

る。 

〇知・技①・思･判･表③（発言、ワークシート） 

表現 〇本やチラシ等の表現方法を選択し、ま

とめたものを基に紹介する。（７） 

 

 

 

 

 

・表現方法の特性について話合い、伝える対象や

目的に合った表現方法選択することができるよ

うにする。 

〇知・技② 思･判･表④（発言、行動、カード） 

表現 〇これまでの学習を振り返る。（２） 

 

・掲示物や写真等を基に、１年間の学習を振り返

ることができるようにする。 

・学習したことをこれからの生活にどのように生

かしていきたいかを考えていく。 

〇知・技②・態①（発言、ノート） 

⑶ 評価に基づく改善のポイント 

  総合的な学習の時間は、児童が主体性を発揮しながら活動することが望まれる。そのため、児

童の探究の様子や意識の流れなどを常に捉えていく必要がある。毎時間の振り返りや児童の  

考えを可視化したワークシートや板書を基に、単元を見直し、修正していくことで学習活動が  

充実したものになるようにしていく。また、児童の主体性を大切にするだけでなく、教師の適  

切な指導も大切にする必要がある。教師が明確な考えをもち、期待する学習の方向性や望まし  

い変容を想定することで、体験活動の仕組みや話合いの仕方、考えの整理の仕方など学習の状  

況に応じた適切な指導ができるようになる。教師の適切な指導と児童の主体性のバランスを保  

ちながら、それぞれを適切に位置付けていくことができるようにしていく。 

思考ツールを活用し、児童の考えを比較したり、分類した
り、関連付けたりすることができるように工夫する。 

学習をこれからの生活にどのように生かしていける
のかを考えることができるように、掲示物や写真を
使いながら振り返るように工夫する。 

思考・判断・表現④では、「身近な人々に地域の公園の特色を知ってもらえるように、自分の考えを工夫して表現して
いる」となっている姿を「家族や学校の人々に分かりやすく伝えられるように、表現方法を工夫したり、自分の公園に
対する思いや考えを工夫して表現したりしてまとめている」という具体の姿に捉え直して評価する。 

P284 指導計画作成の留意事項⑵ 

整理 
表現 

〇整理した情報を大きな地図上に貼り
出し、全体で共有する。（２） 

・色々な物があるのは、分かったけど、
なぜルールの張り紙が多いのかな。 

・グループでまとめた情報を全体で共有すること
で、新たな疑問や次の活動の見通しをもつこと
ができるようにする。 

〇思･判･表③・態②（発言、ワークシート、ノート） 
課題 〇別所沼公園についてもっと調べてみ

たいことを考える。（２） 
・地図上にまとめられた情報を基に、次
の公園探検の計画を立てる。 

・話し合ったことや情報をまとめた地図を基に、
次の探検の計画を立てることができるように
する。 

〇思･判･表①・態②（発言・ノート） 

情報 
 
 

〇別所沼公園探検２（４） 
・銅像がたくさんある理由を知りたいか
ら公園事務所に行ってみよう。 

 
 
 

 
・繰り返し公園探検ができるように、十分に時間
を確保できるようにする。 

・話し合ったことを基に、公園探検が行えるよう
に促していく。 

〇知・技③・思･判･表②（行動、ノート） 
整理 〇公園探検で集めた情報を整理する。

（３） 
・三つにまとめてみると公園に関する
「人」のことを調べていないな。 

・Ｙチャートを活用し、 
「人」「もの」「こと」 
の三つの観点で情報を 
整理することで、観点 
ごとの情報を関連付け 
たり、新たな疑問に気 
付いたりすることがで 
きるようにする。 

〇思･判･表③（発言、行動、 
ワークシート） 

整理 
表現 
 

〇整理したことをカードにまとめ、友達
と交流し、別所沼公園はどんな公園で
あるか考える。（４） 

 
 
 
 
・別所沼公園はみんなが楽しめる工夫が
たくさんあるからみんなの思いがこ
もった公園だと思うな。 

・カードは地図に貼り出したり、話合いの中で活
用したりすることができるようにする。 

・イラストなどを入れながら友達に分かりやすく
伝えることができるように促す。 

・カードを別所沼公園の地図上に貼り出し、情報
を可視化していく。 

〇知・技①・思･判･表③・態②（発言、 
行動、カード） 

表現 〇別所沼公園のことをまとめよう（６） 
・私は、別所沼公園のよさを本にまとめ
て家族に伝えたいな。 

 
 
 
 
 
 

・自分が調べてきたことや別所 
沼公園の地図を基にまとめる 
ことができるようにする。 
 

・表現方法の特色について話し合い、自分なりの
方法でまとめることができるようにする。 

〇知・技②・思･判･表④（発言、作品、ノート） 

課題 〇他の公園と別所沼公園を比べる。（２） 
・別所沼公園以外の公園は、どうなって
いるのか調べてみたいな。 

・別所沼公園とは違うよさがありそうだ
よね。 

・地域の公園のことについて話し合い、他の公園
について興味・関心をもてるようにする。 

・児童の振り返りやつぶやきを基に、課題を設定
することができるようにする。 

〇思･判･表①・態②（行動、ノート） 
情報 
 
 
 
 

 
 

〇他の公園を探検する。（１２） 
・別所沼公園と他の公園には、どんな違

いがあるのかな。 
 
 
 
 

・夏休み中も他の公園を訪れ情報を収集すること
ができるように、家庭学習に位置付ける。 

・繰り返し公園探検ができるように十分に時間を
確保できるようにする。 

・どんなところを見るのか考えを共有し、別所沼
公園と比較することができるようにする。 

〇知・技③・思･判･表② 
態③（行動、ノート） 

整理 

 

〇探検した公園について情報を整理す

る。（６） 

・付箋紙やカードを使い、情報を整理す

る。 

・付箋紙やカードに整理することで、情報を可視

化し、友達と交流できるようにする。 

〇思･判･表③・態②（発言、ワークシート、ノート） 

児童の概念形成が図れるように、児童同士が協働的に
「別所沼公園は、どんな公園であるのか」について考
えることができる場を意図的・計画的に設定する。 

国語科の学習を生かし、適切にインタビューをす

ることができるように指導する。 

知識・技能②では、「地域の公園の特色や公園に関わる
人々の思いについて自分なりに概念を構築している」
となっている姿を「公園のよさや公園に関わる人の思
いについて、発言したり、別所沼公園ブックやノート
での振り返りの中で表現したりすることができてい
る」という具体的な姿に捉え直して評価する。 

P284指導計画作成の留意事項⑶ 

思考・判断・表現③の「公園の特色を明確にするた
めに、収集した情報を観点ごとに関連付けたり」と
なっている姿を「Ｙチャートを使い情報を関連付
けたり、分類したりして新たな疑問を生み出して
いる」という具体の姿に捉え直して評価する。 

主体的に学習に取り組む態度③では、「友達や公園に関
わる人々に積極的に関わりながら粘り強く公園の特色
について調べようとしている」となっている姿を「地域
の人に積極的に関わり活動している様子や別所沼公園
と比較し、共通点や相違点を見付けようとしている」と
いう具体的な姿に捉え直して評価する。 



― 290 ―

整理 〇他の公園と別所沼公園を比較し、共通

点や相違点を見付ける。（３） 

・比べてみると、似ているところと違う

ところが結構あるな。 

 

 

・ベン図を活用 

し、別所沼公 

園と他の公園 

を比較するこ 

とで、共通点 

や相違点を見 

付け、それぞれの公園のよさや課題に気付くこ

とができるようにする。 

〇思･判･表③（発言、ワークシート、ノート） 

整理 

表現 

〇話し合ったことを基に、それぞれの公

園のよさや課題について考える。（３） 

・北浦和公園は、別所沼公園よりもベン

チの数が多いから読書や休憩に来る

人が多いのかもしれないな。 

・クラゲチャートを活用し、整理した情報を関連

付けながらそれぞれの公園がどんな公園なの

か考えることができるようにする。 

〇知・技①・思･判･表③（発言、ワークシート、ノート） 

課題 〇地域の公園のよさや課題をいろいろ

な人に伝えよう。（２） 

・それぞれの公園のよさや課題を知って

もらいたいな。 

・公園の特色が分かって使うと前よりも

楽しく利用できるね。 

・相手意識や目的意識を明確にするために、伝え

る対象は誰なのか、何のために紹介するのか話

し合うようにする。 

・伝えたい公園を選び、まとめていく。 

〇思･判･表①・態①（発言・ノート） 

情報 〇伝えたい公園を探検し、情報を収集す

る。（２） 

・公園をどのように利用してほしいのか

管理事務所の人たちにもう一度聞い

てみたいな。 

・探検の計画は、対象や目的に合わせて探検する

ことができるように促していく。 

・計画したことを基に、探検を行う。 

〇思･判･表②・態③（発言・行動・ノート） 

整理 

 

 

〇収集した情報を基に、自分達の紹介す

る公園のよさや課題を整理する。（２） 

・僕は、公園をきれいに使ってほしいか

ら別所沼公園の使い方やルールにつ

いてまとめていきたいな。 

・ピラミッドチャートを活用し、どんなことを紹介

するのか取捨選択することができるようにす

る。 

〇知・技①・思･判･表③（発言、ワークシート） 

表現 〇本やチラシ等の表現方法を選択し、ま

とめたものを基に紹介する。（７） 

 

 

 

 

 

・表現方法の特性について話合い、伝える対象や

目的に合った表現方法選択することができるよ

うにする。 

〇知・技② 思･判･表④（発言、行動、カード） 

表現 〇これまでの学習を振り返る。（２） 

 

・掲示物や写真等を基に、１年間の学習を振り返

ることができるようにする。 

・学習したことをこれからの生活にどのように生

かしていきたいかを考えていく。 

〇知・技②・態①（発言、ノート） 

⑶ 評価に基づく改善のポイント 

  総合的な学習の時間は、児童が主体性を発揮しながら活動することが望まれる。そのため、児

童の探究の様子や意識の流れなどを常に捉えていく必要がある。毎時間の振り返りや児童の  

考えを可視化したワークシートや板書を基に、単元を見直し、修正していくことで学習活動が  

充実したものになるようにしていく。また、児童の主体性を大切にするだけでなく、教師の適  

切な指導も大切にする必要がある。教師が明確な考えをもち、期待する学習の方向性や望まし  

い変容を想定することで、体験活動の仕組みや話合いの仕方、考えの整理の仕方など学習の状  

況に応じた適切な指導ができるようになる。教師の適切な指導と児童の主体性のバランスを保  

ちながら、それぞれを適切に位置付けていくことができるようにしていく。 

思考ツールを活用し、児童の考えを比較したり、分類した
り、関連付けたりすることができるように工夫する。 

学習をこれからの生活にどのように生かしていける
のかを考えることができるように、掲示物や写真を
使いながら振り返るように工夫する。 

思考・判断・表現④では、「身近な人々に地域の公園の特色を知ってもらえるように、自分の考えを工夫して表現して
いる」となっている姿を「家族や学校の人々に分かりやすく伝えられるように、表現方法を工夫したり、自分の公園に
対する思いや考えを工夫して表現したりしてまとめている」という具体の姿に捉え直して評価する。 

P284 指導計画作成の留意事項⑵ 

整理 
表現 

〇整理した情報を大きな地図上に貼り
出し、全体で共有する。（２） 

・色々な物があるのは、分かったけど、
なぜルールの張り紙が多いのかな。 

・グループでまとめた情報を全体で共有すること
で、新たな疑問や次の活動の見通しをもつこと
ができるようにする。 

〇思･判･表③・態②（発言、ワークシート、ノート） 
課題 〇別所沼公園についてもっと調べてみ

たいことを考える。（２） 
・地図上にまとめられた情報を基に、次
の公園探検の計画を立てる。 

・話し合ったことや情報をまとめた地図を基に、
次の探検の計画を立てることができるように
する。 

〇思･判･表①・態②（発言・ノート） 

情報 
 
 

〇別所沼公園探検２（４） 
・銅像がたくさんある理由を知りたいか
ら公園事務所に行ってみよう。 

 
 
 

 
・繰り返し公園探検ができるように、十分に時間
を確保できるようにする。 

・話し合ったことを基に、公園探検が行えるよう
に促していく。 

〇知・技③・思･判･表②（行動、ノート） 
整理 〇公園探検で集めた情報を整理する。

（３） 
・三つにまとめてみると公園に関する
「人」のことを調べていないな。 

・Ｙチャートを活用し、 
「人」「もの」「こと」 
の三つの観点で情報を 
整理することで、観点 
ごとの情報を関連付け 
たり、新たな疑問に気 
付いたりすることがで 
きるようにする。 

〇思･判･表③（発言、行動、 
ワークシート） 

整理 
表現 
 

〇整理したことをカードにまとめ、友達
と交流し、別所沼公園はどんな公園で
あるか考える。（４） 

 
 
 
 
・別所沼公園はみんなが楽しめる工夫が
たくさんあるからみんなの思いがこ
もった公園だと思うな。 

・カードは地図に貼り出したり、話合いの中で活
用したりすることができるようにする。 

・イラストなどを入れながら友達に分かりやすく
伝えることができるように促す。 

・カードを別所沼公園の地図上に貼り出し、情報
を可視化していく。 

〇知・技①・思･判･表③・態②（発言、 
行動、カード） 

表現 〇別所沼公園のことをまとめよう（６） 
・私は、別所沼公園のよさを本にまとめ
て家族に伝えたいな。 

 
 
 
 
 
 

・自分が調べてきたことや別所 
沼公園の地図を基にまとめる 
ことができるようにする。 
 

・表現方法の特色について話し合い、自分なりの
方法でまとめることができるようにする。 

〇知・技②・思･判･表④（発言、作品、ノート） 

課題 〇他の公園と別所沼公園を比べる。（２） 
・別所沼公園以外の公園は、どうなって
いるのか調べてみたいな。 

・別所沼公園とは違うよさがありそうだ
よね。 

・地域の公園のことについて話し合い、他の公園
について興味・関心をもてるようにする。 

・児童の振り返りやつぶやきを基に、課題を設定
することができるようにする。 

〇思･判･表①・態②（行動、ノート） 
情報 
 
 
 
 

 
 

〇他の公園を探検する。（１２） 
・別所沼公園と他の公園には、どんな違

いがあるのかな。 
 
 
 
 

・夏休み中も他の公園を訪れ情報を収集すること
ができるように、家庭学習に位置付ける。 

・繰り返し公園探検ができるように十分に時間を
確保できるようにする。 

・どんなところを見るのか考えを共有し、別所沼
公園と比較することができるようにする。 

〇知・技③・思･判･表② 
態③（行動、ノート） 

整理 

 

〇探検した公園について情報を整理す

る。（６） 

・付箋紙やカードを使い、情報を整理す

る。 

・付箋紙やカードに整理することで、情報を可視

化し、友達と交流できるようにする。 

〇思･判･表③・態②（発言、ワークシート、ノート） 

児童の概念形成が図れるように、児童同士が協働的に
「別所沼公園は、どんな公園であるのか」について考
えることができる場を意図的・計画的に設定する。 

国語科の学習を生かし、適切にインタビューをす

ることができるように指導する。 

知識・技能②では、「地域の公園の特色や公園に関わる
人々の思いについて自分なりに概念を構築している」
となっている姿を「公園のよさや公園に関わる人の思
いについて、発言したり、別所沼公園ブックやノート
での振り返りの中で表現したりすることができてい
る」という具体的な姿に捉え直して評価する。 

P284指導計画作成の留意事項⑶ 

思考・判断・表現③の「公園の特色を明確にするた
めに、収集した情報を観点ごとに関連付けたり」と
なっている姿を「Ｙチャートを使い情報を関連付
けたり、分類したりして新たな疑問を生み出して
いる」という具体の姿に捉え直して評価する。 

主体的に学習に取り組む態度③では、「友達や公園に関
わる人々に積極的に関わりながら粘り強く公園の特色
について調べようとしている」となっている姿を「地域
の人に積極的に関わり活動している様子や別所沼公園
と比較し、共通点や相違点を見付けようとしている」と
いう具体的な姿に捉え直して評価する。 
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⑶　評価に基づく改善のポイント
　 　総合的な学習の時間は、児童が主体性を発揮しながら活動することが望まれる。そのため、児

童の探究の様子や意識の流れなどを常に捉えていく必要がある。毎時間の振り返りや児童の考え
を可視化したワークシートや板書を基に、単元を見直し、修正していくことで学習活動が充実し
たものになるようにしていく。また、児童の主体性を大切にするだけでなく、教師の適切な指導
も大切にする必要がある。教師が明確な考えをもち、期待する学習の方向性や望ましい変容を想
定することで、体験活動の仕組みや話合いの仕方、考えの整理の仕方など学習の状況に応じた適
切な指導ができるようになる。教師の適切な指導と児童の主体性のバランスを保ちながら、それ
ぞれを適切に位置付けていくことができるようにしていく。

整理 〇他の公園と別所沼公園を比較し、共通

点や相違点を見付ける。（３） 

・比べてみると、似ているところと違う

ところが結構あるな。 

 

 

・ベン図を活用 

し、別所沼公 

園と他の公園 

を比較するこ 

とで、共通点 

や相違点を見 

付け、それぞれの公園のよさや課題に気付くこ

とができるようにする。 

〇思･判･表③（発言、ワークシート、ノート） 

整理 

表現 

〇話し合ったことを基に、それぞれの公

園のよさや課題について考える。（３） 

・北浦和公園は、別所沼公園よりもベン

チの数が多いから読書や休憩に来る

人が多いのかもしれないな。 

・クラゲチャートを活用し、整理した情報を関連

付けながらそれぞれの公園がどんな公園なの

か考えることができるようにする。 

〇知・技①・思･判･表③（発言、ワークシート、ノート） 

課題 〇地域の公園のよさや課題をいろいろ

な人に伝えよう。（２） 

・それぞれの公園のよさや課題を知って

もらいたいな。 

・公園の特色が分かって使うと前よりも

楽しく利用できるね。 

・相手意識や目的意識を明確にするために、伝え

る対象は誰なのか、何のために紹介するのか話

し合うようにする。 

・伝えたい公園を選び、まとめていく。 

〇思･判･表①・態①（発言・ノート） 

情報 〇伝えたい公園を探検し、情報を収集す

る。（２） 

・公園をどのように利用してほしいのか

管理事務所の人たちにもう一度聞い

てみたいな。 

・探検の計画は、対象や目的に合わせて探検する

ことができるように促していく。 

・計画したことを基に、探検を行う。 

〇思･判･表②・態③（発言・行動・ノート） 

整理 

 

 

〇収集した情報を基に、自分達の紹介す

る公園のよさや課題を整理する。（２） 

・僕は、公園をきれいに使ってほしいか

ら別所沼公園の使い方やルールにつ

いてまとめていきたいな。 

・ピラミッドチャートを活用し、どんなことを紹介

するのか取捨選択することができるようにす

る。 

〇知・技①・思･判･表③（発言、ワークシート） 

表現 〇本やチラシ等の表現方法を選択し、ま

とめたものを基に紹介する。（７） 

 

 

 

 

 

・表現方法の特性について話合い、伝える対象や

目的に合った表現方法選択することができるよ

うにする。 

〇知・技② 思･判･表④（発言、行動、カード） 

表現 〇これまでの学習を振り返る。（２） 

 

・掲示物や写真等を基に、１年間の学習を振り返

ることができるようにする。 

・学習したことをこれからの生活にどのように生

かしていきたいかを考えていく。 

〇知・技②・態①（発言、ノート） 

⑶ 評価に基づく改善のポイント 

  総合的な学習の時間は、児童が主体性を発揮しながら活動することが望まれる。そのため、児

童の探究の様子や意識の流れなどを常に捉えていく必要がある。毎時間の振り返りや児童の  

考えを可視化したワークシートや板書を基に、単元を見直し、修正していくことで学習活動が  

充実したものになるようにしていく。また、児童の主体性を大切にするだけでなく、教師の適  

切な指導も大切にする必要がある。教師が明確な考えをもち、期待する学習の方向性や望まし  

い変容を想定することで、体験活動の仕組みや話合いの仕方、考えの整理の仕方など学習の状  

況に応じた適切な指導ができるようになる。教師の適切な指導と児童の主体性のバランスを保  

ちながら、それぞれを適切に位置付けていくことができるようにしていく。 

思考ツールを活用し、児童の考えを比較したり、分類した
り、関連付けたりすることができるように工夫する。 

学習をこれからの生活にどのように生かしていける
のかを考えることができるように、掲示物や写真を
使いながら振り返るように工夫する。 

思考・判断・表現④では、「身近な人々に地域の公園の特色を知ってもらえるように、自分の考えを工夫して表現して
いる」となっている姿を「家族や学校の人々に分かりやすく伝えられるように、表現方法を工夫したり、自分の公園に
対する思いや考えを工夫して表現したりしてまとめている」という具体の姿に捉え直して評価する。 

P284 指導計画作成の留意事項⑵ 

整理 
表現 

〇整理した情報を大きな地図上に貼り
出し、全体で共有する。（２） 

・色々な物があるのは、分かったけど、
なぜルールの張り紙が多いのかな。 

・グループでまとめた情報を全体で共有すること
で、新たな疑問や次の活動の見通しをもつこと
ができるようにする。 

〇思･判･表③・態②（発言、ワークシート、ノート） 
課題 〇別所沼公園についてもっと調べてみ

たいことを考える。（２） 
・地図上にまとめられた情報を基に、次
の公園探検の計画を立てる。 

・話し合ったことや情報をまとめた地図を基に、
次の探検の計画を立てることができるように
する。 

〇思･判･表①・態②（発言・ノート） 

情報 
 
 

〇別所沼公園探検２（４） 
・銅像がたくさんある理由を知りたいか
ら公園事務所に行ってみよう。 

 
 
 

 
・繰り返し公園探検ができるように、十分に時間
を確保できるようにする。 

・話し合ったことを基に、公園探検が行えるよう
に促していく。 

〇知・技③・思･判･表②（行動、ノート） 
整理 〇公園探検で集めた情報を整理する。

（３） 
・三つにまとめてみると公園に関する
「人」のことを調べていないな。 

・Ｙチャートを活用し、 
「人」「もの」「こと」 
の三つの観点で情報を 
整理することで、観点 
ごとの情報を関連付け 
たり、新たな疑問に気 
付いたりすることがで 
きるようにする。 

〇思･判･表③（発言、行動、 
ワークシート） 

整理 
表現 
 

〇整理したことをカードにまとめ、友達
と交流し、別所沼公園はどんな公園で
あるか考える。（４） 

 
 
 
 
・別所沼公園はみんなが楽しめる工夫が
たくさんあるからみんなの思いがこ
もった公園だと思うな。 

・カードは地図に貼り出したり、話合いの中で活
用したりすることができるようにする。 

・イラストなどを入れながら友達に分かりやすく
伝えることができるように促す。 

・カードを別所沼公園の地図上に貼り出し、情報
を可視化していく。 

〇知・技①・思･判･表③・態②（発言、 
行動、カード） 

表現 〇別所沼公園のことをまとめよう（６） 
・私は、別所沼公園のよさを本にまとめ
て家族に伝えたいな。 

 
 
 
 
 
 

・自分が調べてきたことや別所 
沼公園の地図を基にまとめる 
ことができるようにする。 
 

・表現方法の特色について話し合い、自分なりの
方法でまとめることができるようにする。 

〇知・技②・思･判･表④（発言、作品、ノート） 

課題 〇他の公園と別所沼公園を比べる。（２） 
・別所沼公園以外の公園は、どうなって
いるのか調べてみたいな。 

・別所沼公園とは違うよさがありそうだ
よね。 

・地域の公園のことについて話し合い、他の公園
について興味・関心をもてるようにする。 

・児童の振り返りやつぶやきを基に、課題を設定
することができるようにする。 

〇思･判･表①・態②（行動、ノート） 
情報 
 
 
 
 

 
 

〇他の公園を探検する。（１２） 
・別所沼公園と他の公園には、どんな違

いがあるのかな。 
 
 
 
 

・夏休み中も他の公園を訪れ情報を収集すること
ができるように、家庭学習に位置付ける。 

・繰り返し公園探検ができるように十分に時間を
確保できるようにする。 

・どんなところを見るのか考えを共有し、別所沼
公園と比較することができるようにする。 

〇知・技③・思･判･表② 
態③（行動、ノート） 

整理 

 

〇探検した公園について情報を整理す

る。（６） 

・付箋紙やカードを使い、情報を整理す

る。 

・付箋紙やカードに整理することで、情報を可視

化し、友達と交流できるようにする。 

〇思･判･表③・態②（発言、ワークシート、ノート） 

児童の概念形成が図れるように、児童同士が協働的に
「別所沼公園は、どんな公園であるのか」について考
えることができる場を意図的・計画的に設定する。 

国語科の学習を生かし、適切にインタビューをす

ることができるように指導する。 

知識・技能②では、「地域の公園の特色や公園に関わる
人々の思いについて自分なりに概念を構築している」
となっている姿を「公園のよさや公園に関わる人の思
いについて、発言したり、別所沼公園ブックやノート
での振り返りの中で表現したりすることができてい
る」という具体的な姿に捉え直して評価する。 

P284指導計画作成の留意事項⑶ 

思考・判断・表現③の「公園の特色を明確にするた
めに、収集した情報を観点ごとに関連付けたり」と
なっている姿を「Ｙチャートを使い情報を関連付
けたり、分類したりして新たな疑問を生み出して
いる」という具体の姿に捉え直して評価する。 

主体的に学習に取り組む態度③では、「友達や公園に関
わる人々に積極的に関わりながら粘り強く公園の特色
について調べようとしている」となっている姿を「地域
の人に積極的に関わり活動している様子や別所沼公園
と比較し、共通点や相違点を見付けようとしている」と
いう具体的な姿に捉え直して評価する。 
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⑴　単元の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等
　 　日本に伝わる伝統的な行事や伝承についての資料を提示することで、自分の住む地域における

祭りや伝承に親しみ、地域の一員である自覚と誇りをもてるようにする。また、「課題の設定」
「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」を繰り返すことで、探究的な学習過程の充実が図
れるように工夫する。

⑵　単元の学習評価に当たっての工夫、配慮事項等
　 　単元のまとまりで評価をするために、「私たちの地域のよさや伝統」について、定期的に記述

させるようにする。また、毎時間振り返りカードに「進んで活動できたか（主体性）」「次の時間
に何をするか（学習の見通し）」等を必ず記入し、児童個人やクラスの学習状況を把握すること
で、指導の方向性を確認したり修正したりできるように工夫する。
○　単元の目標　
　 　地域に伝わる祭りの文化について調べたり、昔から続いているお店や職人さんに取材したりす

る活動を通して、昔から変わらず続いてきたもののよさに気付き、伝統とはどのようなことかに
ついて考えるとともに、地域の文化、伝統の良さを受け継いで、日本人としての誇りをもち、よ
りよい生き方をしようとする。
○　単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
①  昔から伝わる地域の伝統

や文化について、それに
関わる人たちの思いに気
付いている。

②  地域に伝わる祭りやお店
など、昔から変わらず続
いてきたものの良さを理
解している。

③  地域の祭りを調べたり、
お店などを取材したりし
て得た情報を図や文章で
まとめる方法が分かって
いる。

①  伝えたい日本の文化について、地域に
伝わる祭りやお店などから課題を決め、
解決に向けて自分にできることを考え
ている。

②  地域に伝わる伝統文化について必要な
情報を、目的に応じて選択して収集し
ている。

③  地域に伝わる伝統や文化を知るために
得た情報を選択したり、比較したり、
関係付けたりしながら解決に向けて考
えている。

④  身近な人や地域の人々に、自分が考え
る伝統文化について考えをまとめ、伝
わるように工夫して表現している。

①  地域の文化、伝統の良さを
受け継いで、日本人として
誇りをもち、よりよい生き
方をしていこうとする気持
ちをもとうとしている。

②  友達や地域の人々に積極的
に関わりながら、自分たち
の地域の伝統について調べ
ようとしている。

③  課題解決の状況を振り返り、
あきらめずに最後まで自分
が考える伝統文化について
取り組もうとしている。

〇　単元の指導計画・評価計画
※「課題」：課題の設定　「情報」：情報の収集　「整理」：整理・分析　「表現」：まとめ・表現

＜事例２＞　�「地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」を探究課題とし、古くから伝わるもののよさを感じ取り、他
の国や地域の人々に誇れる文化・伝統・風習を大切にしていこうとする態度を身に付けることをねらった事例��
第５学年「私たちの町の伝統文化～つなごう未来へ～」　指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題

 

 

 
 
⑴ 単元の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等 
  日本に伝わる伝統的な行事や伝承についての資料を提示することで、自分の住む地域におけ  
る祭りや伝承に親しみ、地域の一員である自覚と誇りをもてるようにする。また、「課題の設  
定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」を繰り返すことで、探究的な学習過程の充実  
が図れるように工夫する。 

⑵ 単元の学習評価に当たっての工夫、配慮事項等 
  単元のまとまりで評価をするために、「私たちの地域のよさや伝統」について、定期的に記述  
させるようにする。また、毎時間振り返りカードに「進んで活動できたか（主体性）」「次の時間
に何をするか（学習の見通し）」等を必ず記入し、児童個人やクラスの学習状況を把握するこ  
とで、指導の方向性を確認したり修正したりできるように工夫する。 

○ 単元の目標  

 地域に伝わる祭りの文化について調べたり、昔から続いているお店や職人さんに取材したりす

る活動を通して、昔から変わらず続いてきたもののよさに気付き、伝統とはどのようなことかに

ついて考えるとともに、地域の文化、伝統の良さを受け継いで、日本人としての誇りをもち、よ

りよい生き方をしようとする。 

○ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 昔から伝わる地域の伝
統や文化について、そ
れに関わる人たちの思
いに気付いている。 

② 地域に伝わる祭りやお
店など、昔から変わら
ず続いてきたものの良
さを理解している。 

③ 地域の祭りを調べた
り、お店などを取材し
たりして得た情報を図
や文章でまとめる方法
が分かっている。 

① 伝えたい日本の文化について、地域に
伝わる祭りやお店などから課題を決
め、解決に向けて自分にできることを
考えている。 

② 地域に伝わる伝統文化について必要な
情報を、目的に応じて選択して収集し
ている。 

③ 地域に伝わる伝統や文化を知るために
得た情報を選択したり、比較したり、
関係付けたりしながら解決に向けて考
えている。 

④ 身近な人や地域の人々に、自分が考え
る伝統文化について考えをまとめ、伝
わるように工夫して表現している。 

① 地域の文化、伝統の良さを
受け継いで、日本人として
誇りをもち、よりよい生き
方をしていこうとする気持
ちをもとうとしている。 

② 友達や地域の人々に積極的
に関わりながら、自分たち
の地域の伝統について調べ
ようとしている。 

③ 課題解決の状況を振り返
り、あきらめずに最後まで
自分が考える伝統文化につ
いて取り組もうとしてい
る。 

〇 単元の指導計画・評価計画 

※「課題」：課題の設定 「情報」：情報の収集 「整理」：整理・分析 「表現」：まとめ・表現 

過程 〇学習活動 ・児童の思考 ・指導上の留意点 〇評価（評価方法） 
課題 

 

 

〇オリエンテーション 

・単元のねらい、内容や計画を確認する。 

〇私たちの小学校にも伝統があるか考える。 

・鼓笛隊があるよ。 

〇鼓笛隊について知っていることを話し合う。 

・お父さん、お母さん、校長先生もしていたと聞いたよ。 

・地域にも昔から伝わる伝統はあるのかな。 

・単元の流れについて、資料を基に説明する。 

・単元を通して振り返りカードに記入し、学習の 

 軌跡を残す。 

・自分が通う小学校にはどんな伝統があるか考え

るようにする。 

・自分たちと関わりのあることについて調べ、伝統

について興味がもてるようにする。 

課題 

 

 

 

情報 

 

整理 

 

表現 

 

 

 

 

 

〇地域に伝わる伝統について考える。 

・祭りは色々な場所で毎年やっているよ。 

・どんなお祭りがあるのかな。 

〇地域に伝わる祭りについて調べる。 

・おじいちゃん、おばあちゃんに聞いてみよう。 

 

 

〇祭りについて調べたことを整理する。 

・言葉や絵、写真を使って整理する。 

〇調べた祭りについて共有する。 

・夏祭り、どろいんきょ、ささら獅子舞、祭り囃子など。 

・地区によって伝わる祭りがあるんだね。 

 

・学校だけでなく地域にも目を向けられるように

する。 

・児童にとって身近な祭りについて考えるように

する。 

・どんな方法で調べたらいいか、考えを出し合うよ

うにする。 

○思･判･表②（学習カード） 

・グループごとに祭りがある場所に付箋を貼り、地

図で確認できるようにする。 

・クラス全体で共有して、いろいろな場所に昔から

伝わる伝統的な行事があることに気付くように

し、次の活動の見通しをもてるようにする。 

〇知･技①（行動、学習カード） 

 

＜事例２＞ 地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」を探究課題とし、古くから伝わるもののよさを感じ取 
      り、他の国や地域の人々に誇れる文化・伝統・風習を大切にしていこうとする態度を身に付けることを 
      ねらった事例  ５学年「私たちの町の伝統文化～つなごう未来へ～」 指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題 

様々な地域で祭りがあることに気付かせる工夫をする。 

知識・技能①の姿をそれぞれの地域に伝わる伝統的な祭りに気

付いている姿で評価する。 

課題 

 

 

情報 

 

 

 

 

 

整理 

 

表現 

 

 

 

 

 

 

 

〇地域の祭りについて、もっと調べたいことを考える。 

・お祭りは、いつごろから始まったのかな。 

〇興味をもった祭りについて調べる。 

・お祭りを見に行ってみたい。 

 

 

 

 

〇調べた祭りについて整理する。 

・調べた祭りについてみんなに知ってもらいたい。 

〇調べた祭りを共有し祭りに込められた願いを考える。 

・それぞれの祭りに昔の人の願いが込められているんだ

ね。 

 

 

 

 

〇伝統とは何か考える。 

・昔から大切にしてきたことを守り続けていくことだと

思う。 

・疑問に思ったことなどを基に、次の課題を立てら

れるようにする。 

・インターネットだけで調べるのではなく、身近な

人に聞いたり、祭りを見に行ったりする計画も

立てられるようにする。 

 

 

 

・自分なりのまとめ方を考えることができるよう

にする。 

〇思･判･表③（学習カード） 

・どの祭りにも願いが込められており、昔から受け

継がれていることに気付けるようにする。 

〇態①（学習カード） 

 

 

 

 

・調べた祭りを基に、伝統とは何かクラスで考えら

れるようにする。 

課題 

 

 

 

 

情報 

整理 

 

 

表現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現 

 

 

 

 

〇お祭り以外の地域の伝統について考える。 

・学校の近くの和菓子屋さんは昔からあるよ。 

・豆腐屋さんで話を聞いてみたいな。 

・伝統を守り続けている人の話を聞きたいな。 

〇地域に伝わるお店や職人さんを取材する。 

〇取材したお店について整理する。 

・伝統を守るって大変なんだな。 

・お豆腐を作ってみたい。 

〇整理した情報についてクラスで共有する。 

・お店の人は、昔から続いているお店を大切にしている

ね。 

・お店の人の思いが込められているんだな。 

〇改めて伝統とは何か考える。 

・伝統を守り続けるだけではなくて、これからの時代に

受け継がれていくことが大事だと分かった。 

・取材したことをまとめて、お店の人に聞いてもらいた

い。 

 

〇お世話になったお店の人たちを招いて発表会を行う。 

・取材で学んだことを聞いてもらいたい。 

 

 

 

 

 

 

〇自分が考える伝統について作文を書き、学年や学級で

読み合う。 

・私も伝統を受け継ぐ一人になりたい。 

・祭り以外のことにも目を向けられるように地域

のお店や職人さんについて問いかける。 

〇思･判･表①（学習カード） 

・地域の伝統文化について興味をもつことができ

るようにする。 

〇態②（行動、学習カード） 

・今でもお店や物づくりが地域に伝えられている

ことに気付くようにする。 

〇知･技③（行動、学習カード） 

・社会科で学んだ先人たちの知恵を今でも生かし

ていることを想起し、身近にも伝統を守り続け

ている人がいることに気付けるようにする。 

〇知･技②（行動、学習カード） 

・共有したことを基に、クラス全体で伝統とは何か

考える。 

・自分たちが思っていた伝統と取材して分かった

ことを比較させながら考えられるようにする。 

・グループごとに自分たちなりの発表の方法を考

えるようにする。 

・取材でお世話になった人に取材で学んだことだ

けでなく、自分たちの伝統に対する考えや思い

を伝えられるようにする。 

〇思･判･表④（発表） 

 

 

・学習を振り返り、伝統についての考えや思いを作

文に書き、学年や学級で読み合い交流する。 

・学習したことをどう生かしていくか考える。 

〇態③（行動、学習カード） 

⑶ 評価に基づく改善のポイント 
  総合的な学習の時間の評価については、具体的な児童の姿を見取るに相応しい評価規準を設  
定し、評価方法や評価場面を適切に位置付けることが欠かせない。そこで、具体的な学習状況  
の評価方法について、振り返りなどによる自己評価の他に教師や地域の人々による他者評価な  
ど多面的に評価できる場面を設定する。 
また、学習状況の結果だけではなく、学習前の実態、活動中や活動の終末の学習状況の把握と

授業の改善を通して、児童の学習状況の過程を評価できるようにしていく。そして、教師は、児
童一人一人の学びや成長の様子を的確に捉えられるようにする。 

P284指導計画作成の留意事項⑶ 

お祭りの体験や見学ができるように、家庭と連携を図り、協力が得られるようにする。そして、地域のお祭りに

参加したり、話を聞いたりして、地域の人と積極的に関われるように計画を立てる。また、地域の郷土資料館な

どと連携することも考えられる（博学連携）。 

祭りを通して伝統について考え、クラス

で話し合えるようにする。 主体的に学習の取り組む態度①の姿については、祭りが昔から受

け継がれていることが分かるような発表や学習カードに記して

いる児童を評価する。 

新聞、お店をＰＲするポスター、スライドなど

児童が考えた発表ができるようにする。 

取材に協力していただいた感謝の気持ちをもつとともに、地域

の人と積極的に関わることが、伝統を受け継ぐための手段の一

つになると考える。 

思考・判断・表現④の姿については、自分たちの思いが伝わるよ

うにまとめたり、発表したりしている姿を評価する。 
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⑴　単元の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等
　 　日本に伝わる伝統的な行事や伝承についての資料を提示することで、自分の住む地域における

祭りや伝承に親しみ、地域の一員である自覚と誇りをもてるようにする。また、「課題の設定」
「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」を繰り返すことで、探究的な学習過程の充実が図
れるように工夫する。

⑵　単元の学習評価に当たっての工夫、配慮事項等
　 　単元のまとまりで評価をするために、「私たちの地域のよさや伝統」について、定期的に記述

させるようにする。また、毎時間振り返りカードに「進んで活動できたか（主体性）」「次の時間
に何をするか（学習の見通し）」等を必ず記入し、児童個人やクラスの学習状況を把握すること
で、指導の方向性を確認したり修正したりできるように工夫する。
○　単元の目標　
　 　地域に伝わる祭りの文化について調べたり、昔から続いているお店や職人さんに取材したりす

る活動を通して、昔から変わらず続いてきたもののよさに気付き、伝統とはどのようなことかに
ついて考えるとともに、地域の文化、伝統の良さを受け継いで、日本人としての誇りをもち、よ
りよい生き方をしようとする。
○　単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
①  昔から伝わる地域の伝統

や文化について、それに
関わる人たちの思いに気
付いている。

②  地域に伝わる祭りやお店
など、昔から変わらず続
いてきたものの良さを理
解している。

③  地域の祭りを調べたり、
お店などを取材したりし
て得た情報を図や文章で
まとめる方法が分かって
いる。

①  伝えたい日本の文化について、地域に
伝わる祭りやお店などから課題を決め、
解決に向けて自分にできることを考え
ている。

②  地域に伝わる伝統文化について必要な
情報を、目的に応じて選択して収集し
ている。

③  地域に伝わる伝統や文化を知るために
得た情報を選択したり、比較したり、
関係付けたりしながら解決に向けて考
えている。

④  身近な人や地域の人々に、自分が考え
る伝統文化について考えをまとめ、伝
わるように工夫して表現している。

①  地域の文化、伝統の良さを
受け継いで、日本人として
誇りをもち、よりよい生き
方をしていこうとする気持
ちをもとうとしている。

②  友達や地域の人々に積極的
に関わりながら、自分たち
の地域の伝統について調べ
ようとしている。

③  課題解決の状況を振り返り、
あきらめずに最後まで自分
が考える伝統文化について
取り組もうとしている。

〇　単元の指導計画・評価計画
※「課題」：課題の設定　「情報」：情報の収集　「整理」：整理・分析　「表現」：まとめ・表現

＜事例２＞　�「地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」を探究課題とし、古くから伝わるもののよさを感じ取り、他
の国や地域の人々に誇れる文化・伝統・風習を大切にしていこうとする態度を身に付けることをねらった事例��
第５学年「私たちの町の伝統文化～つなごう未来へ～」　指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題

 

 

 
 
⑴ 単元の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等 
  日本に伝わる伝統的な行事や伝承についての資料を提示することで、自分の住む地域におけ  
る祭りや伝承に親しみ、地域の一員である自覚と誇りをもてるようにする。また、「課題の設  
定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」を繰り返すことで、探究的な学習過程の充実  
が図れるように工夫する。 

⑵ 単元の学習評価に当たっての工夫、配慮事項等 
  単元のまとまりで評価をするために、「私たちの地域のよさや伝統」について、定期的に記述  
させるようにする。また、毎時間振り返りカードに「進んで活動できたか（主体性）」「次の時間
に何をするか（学習の見通し）」等を必ず記入し、児童個人やクラスの学習状況を把握するこ  
とで、指導の方向性を確認したり修正したりできるように工夫する。 

○ 単元の目標  

 地域に伝わる祭りの文化について調べたり、昔から続いているお店や職人さんに取材したりす

る活動を通して、昔から変わらず続いてきたもののよさに気付き、伝統とはどのようなことかに

ついて考えるとともに、地域の文化、伝統の良さを受け継いで、日本人としての誇りをもち、よ

りよい生き方をしようとする。 

○ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 昔から伝わる地域の伝
統や文化について、そ
れに関わる人たちの思
いに気付いている。 

② 地域に伝わる祭りやお
店など、昔から変わら
ず続いてきたものの良
さを理解している。 

③ 地域の祭りを調べた
り、お店などを取材し
たりして得た情報を図
や文章でまとめる方法
が分かっている。 

① 伝えたい日本の文化について、地域に
伝わる祭りやお店などから課題を決
め、解決に向けて自分にできることを
考えている。 

② 地域に伝わる伝統文化について必要な
情報を、目的に応じて選択して収集し
ている。 

③ 地域に伝わる伝統や文化を知るために
得た情報を選択したり、比較したり、
関係付けたりしながら解決に向けて考
えている。 

④ 身近な人や地域の人々に、自分が考え
る伝統文化について考えをまとめ、伝
わるように工夫して表現している。 

① 地域の文化、伝統の良さを
受け継いで、日本人として
誇りをもち、よりよい生き
方をしていこうとする気持
ちをもとうとしている。 

② 友達や地域の人々に積極的
に関わりながら、自分たち
の地域の伝統について調べ
ようとしている。 

③ 課題解決の状況を振り返
り、あきらめずに最後まで
自分が考える伝統文化につ
いて取り組もうとしてい
る。 

〇 単元の指導計画・評価計画 

※「課題」：課題の設定 「情報」：情報の収集 「整理」：整理・分析 「表現」：まとめ・表現 

過程 〇学習活動 ・児童の思考 ・指導上の留意点 〇評価（評価方法） 
課題 

 

 

〇オリエンテーション 

・単元のねらい、内容や計画を確認する。 

〇私たちの小学校にも伝統があるか考える。 

・鼓笛隊があるよ。 

〇鼓笛隊について知っていることを話し合う。 

・お父さん、お母さん、校長先生もしていたと聞いたよ。 

・地域にも昔から伝わる伝統はあるのかな。 

・単元の流れについて、資料を基に説明する。 

・単元を通して振り返りカードに記入し、学習の 

 軌跡を残す。 

・自分が通う小学校にはどんな伝統があるか考え

るようにする。 

・自分たちと関わりのあることについて調べ、伝統

について興味がもてるようにする。 

課題 

 

 

 

情報 

 

整理 

 

表現 

 

 

 

 

 

〇地域に伝わる伝統について考える。 

・祭りは色々な場所で毎年やっているよ。 

・どんなお祭りがあるのかな。 

〇地域に伝わる祭りについて調べる。 

・おじいちゃん、おばあちゃんに聞いてみよう。 

 

 

〇祭りについて調べたことを整理する。 

・言葉や絵、写真を使って整理する。 

〇調べた祭りについて共有する。 

・夏祭り、どろいんきょ、ささら獅子舞、祭り囃子など。 

・地区によって伝わる祭りがあるんだね。 

 

・学校だけでなく地域にも目を向けられるように

する。 

・児童にとって身近な祭りについて考えるように

する。 

・どんな方法で調べたらいいか、考えを出し合うよ

うにする。 

○思･判･表②（学習カード） 

・グループごとに祭りがある場所に付箋を貼り、地

図で確認できるようにする。 

・クラス全体で共有して、いろいろな場所に昔から

伝わる伝統的な行事があることに気付くように

し、次の活動の見通しをもてるようにする。 

〇知･技①（行動、学習カード） 

 

＜事例２＞ 地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」を探究課題とし、古くから伝わるもののよさを感じ取 
      り、他の国や地域の人々に誇れる文化・伝統・風習を大切にしていこうとする態度を身に付けることを 
      ねらった事例  ５学年「私たちの町の伝統文化～つなごう未来へ～」 指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題 

様々な地域で祭りがあることに気付かせる工夫をする。 

知識・技能①の姿をそれぞれの地域に伝わる伝統的な祭りに気

付いている姿で評価する。 

課題 

 

 

情報 

 

 

 

 

 

整理 

 

表現 

 

 

 

 

 

 

 

〇地域の祭りについて、もっと調べたいことを考える。 

・お祭りは、いつごろから始まったのかな。 

〇興味をもった祭りについて調べる。 

・お祭りを見に行ってみたい。 

 

 

 

 

〇調べた祭りについて整理する。 

・調べた祭りについてみんなに知ってもらいたい。 

〇調べた祭りを共有し祭りに込められた願いを考える。 

・それぞれの祭りに昔の人の願いが込められているんだ

ね。 

 

 

 

 

〇伝統とは何か考える。 

・昔から大切にしてきたことを守り続けていくことだと

思う。 

・疑問に思ったことなどを基に、次の課題を立てら

れるようにする。 

・インターネットだけで調べるのではなく、身近な

人に聞いたり、祭りを見に行ったりする計画も

立てられるようにする。 

 

 

 

・自分なりのまとめ方を考えることができるよう

にする。 

〇思･判･表③（学習カード） 

・どの祭りにも願いが込められており、昔から受け

継がれていることに気付けるようにする。 

〇態①（学習カード） 

 

 

 

 

・調べた祭りを基に、伝統とは何かクラスで考えら

れるようにする。 

課題 

 

 

 

 

情報 

整理 

 

 

表現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現 

 

 

 

 

〇お祭り以外の地域の伝統について考える。 

・学校の近くの和菓子屋さんは昔からあるよ。 

・豆腐屋さんで話を聞いてみたいな。 

・伝統を守り続けている人の話を聞きたいな。 

〇地域に伝わるお店や職人さんを取材する。 

〇取材したお店について整理する。 

・伝統を守るって大変なんだな。 

・お豆腐を作ってみたい。 

〇整理した情報についてクラスで共有する。 

・お店の人は、昔から続いているお店を大切にしている

ね。 

・お店の人の思いが込められているんだな。 

〇改めて伝統とは何か考える。 

・伝統を守り続けるだけではなくて、これからの時代に

受け継がれていくことが大事だと分かった。 

・取材したことをまとめて、お店の人に聞いてもらいた

い。 

 

〇お世話になったお店の人たちを招いて発表会を行う。 

・取材で学んだことを聞いてもらいたい。 

 

 

 

 

 

 

〇自分が考える伝統について作文を書き、学年や学級で

読み合う。 

・私も伝統を受け継ぐ一人になりたい。 

・祭り以外のことにも目を向けられるように地域

のお店や職人さんについて問いかける。 

〇思･判･表①（学習カード） 

・地域の伝統文化について興味をもつことができ

るようにする。 

〇態②（行動、学習カード） 

・今でもお店や物づくりが地域に伝えられている

ことに気付くようにする。 

〇知･技③（行動、学習カード） 

・社会科で学んだ先人たちの知恵を今でも生かし

ていることを想起し、身近にも伝統を守り続け

ている人がいることに気付けるようにする。 

〇知･技②（行動、学習カード） 

・共有したことを基に、クラス全体で伝統とは何か

考える。 

・自分たちが思っていた伝統と取材して分かった

ことを比較させながら考えられるようにする。 

・グループごとに自分たちなりの発表の方法を考

えるようにする。 

・取材でお世話になった人に取材で学んだことだ

けでなく、自分たちの伝統に対する考えや思い

を伝えられるようにする。 

〇思･判･表④（発表） 

 

 

・学習を振り返り、伝統についての考えや思いを作

文に書き、学年や学級で読み合い交流する。 

・学習したことをどう生かしていくか考える。 

〇態③（行動、学習カード） 

⑶ 評価に基づく改善のポイント 
  総合的な学習の時間の評価については、具体的な児童の姿を見取るに相応しい評価規準を設  
定し、評価方法や評価場面を適切に位置付けることが欠かせない。そこで、具体的な学習状況  
の評価方法について、振り返りなどによる自己評価の他に教師や地域の人々による他者評価な  
ど多面的に評価できる場面を設定する。 
また、学習状況の結果だけではなく、学習前の実態、活動中や活動の終末の学習状況の把握と

授業の改善を通して、児童の学習状況の過程を評価できるようにしていく。そして、教師は、児
童一人一人の学びや成長の様子を的確に捉えられるようにする。 

P284指導計画作成の留意事項⑶ 

お祭りの体験や見学ができるように、家庭と連携を図り、協力が得られるようにする。そして、地域のお祭りに

参加したり、話を聞いたりして、地域の人と積極的に関われるように計画を立てる。また、地域の郷土資料館な

どと連携することも考えられる（博学連携）。 

祭りを通して伝統について考え、クラス

で話し合えるようにする。 主体的に学習の取り組む態度①の姿については、祭りが昔から受

け継がれていることが分かるような発表や学習カードに記して

いる児童を評価する。 

新聞、お店をＰＲするポスター、スライドなど

児童が考えた発表ができるようにする。 

取材に協力していただいた感謝の気持ちをもつとともに、地域

の人と積極的に関わることが、伝統を受け継ぐための手段の一

つになると考える。 

思考・判断・表現④の姿については、自分たちの思いが伝わるよ

うにまとめたり、発表したりしている姿を評価する。 
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⑴　単元の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等
　 　日本に伝わる伝統的な行事や伝承についての資料を提示することで、自分の住む地域における

祭りや伝承に親しみ、地域の一員である自覚と誇りをもてるようにする。また、「課題の設定」
「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」を繰り返すことで、探究的な学習過程の充実が図
れるように工夫する。

⑵　単元の学習評価に当たっての工夫、配慮事項等
　 　単元のまとまりで評価をするために、「私たちの地域のよさや伝統」について、定期的に記述

させるようにする。また、毎時間振り返りカードに「進んで活動できたか（主体性）」「次の時間
に何をするか（学習の見通し）」等を必ず記入し、児童個人やクラスの学習状況を把握すること
で、指導の方向性を確認したり修正したりできるように工夫する。
○　単元の目標　
　 　地域に伝わる祭りの文化について調べたり、昔から続いているお店や職人さんに取材したりす

る活動を通して、昔から変わらず続いてきたもののよさに気付き、伝統とはどのようなことかに
ついて考えるとともに、地域の文化、伝統の良さを受け継いで、日本人としての誇りをもち、よ
りよい生き方をしようとする。
○　単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
①  昔から伝わる地域の伝統

や文化について、それに
関わる人たちの思いに気
付いている。

②  地域に伝わる祭りやお店
など、昔から変わらず続
いてきたものの良さを理
解している。

③  地域の祭りを調べたり、
お店などを取材したりし
て得た情報を図や文章で
まとめる方法が分かって
いる。

①  伝えたい日本の文化について、地域に
伝わる祭りやお店などから課題を決め、
解決に向けて自分にできることを考え
ている。

②  地域に伝わる伝統文化について必要な
情報を、目的に応じて選択して収集し
ている。

③  地域に伝わる伝統や文化を知るために
得た情報を選択したり、比較したり、
関係付けたりしながら解決に向けて考
えている。

④  身近な人や地域の人々に、自分が考え
る伝統文化について考えをまとめ、伝
わるように工夫して表現している。

①  地域の文化、伝統の良さを
受け継いで、日本人として
誇りをもち、よりよい生き
方をしていこうとする気持
ちをもとうとしている。

②  友達や地域の人々に積極的
に関わりながら、自分たち
の地域の伝統について調べ
ようとしている。

③  課題解決の状況を振り返り、
あきらめずに最後まで自分
が考える伝統文化について
取り組もうとしている。

〇　単元の指導計画・評価計画
※「課題」：課題の設定　「情報」：情報の収集　「整理」：整理・分析　「表現」：まとめ・表現

＜事例２＞　�「地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」を探究課題とし、古くから伝わるもののよさを感じ取り、他
の国や地域の人々に誇れる文化・伝統・風習を大切にしていこうとする態度を身に付けることをねらった事例��
第５学年「私たちの町の伝統文化～つなごう未来へ～」　指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題

 

 

 
 
⑴ 単元の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等 
  日本に伝わる伝統的な行事や伝承についての資料を提示することで、自分の住む地域におけ  
る祭りや伝承に親しみ、地域の一員である自覚と誇りをもてるようにする。また、「課題の設  
定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」を繰り返すことで、探究的な学習過程の充実  
が図れるように工夫する。 

⑵ 単元の学習評価に当たっての工夫、配慮事項等 
  単元のまとまりで評価をするために、「私たちの地域のよさや伝統」について、定期的に記述  
させるようにする。また、毎時間振り返りカードに「進んで活動できたか（主体性）」「次の時間
に何をするか（学習の見通し）」等を必ず記入し、児童個人やクラスの学習状況を把握するこ  
とで、指導の方向性を確認したり修正したりできるように工夫する。 

○ 単元の目標  

 地域に伝わる祭りの文化について調べたり、昔から続いているお店や職人さんに取材したりす

る活動を通して、昔から変わらず続いてきたもののよさに気付き、伝統とはどのようなことかに

ついて考えるとともに、地域の文化、伝統の良さを受け継いで、日本人としての誇りをもち、よ

りよい生き方をしようとする。 

○ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 昔から伝わる地域の伝
統や文化について、そ
れに関わる人たちの思
いに気付いている。 

② 地域に伝わる祭りやお
店など、昔から変わら
ず続いてきたものの良
さを理解している。 

③ 地域の祭りを調べた
り、お店などを取材し
たりして得た情報を図
や文章でまとめる方法
が分かっている。 

① 伝えたい日本の文化について、地域に
伝わる祭りやお店などから課題を決
め、解決に向けて自分にできることを
考えている。 

② 地域に伝わる伝統文化について必要な
情報を、目的に応じて選択して収集し
ている。 

③ 地域に伝わる伝統や文化を知るために
得た情報を選択したり、比較したり、
関係付けたりしながら解決に向けて考
えている。 

④ 身近な人や地域の人々に、自分が考え
る伝統文化について考えをまとめ、伝
わるように工夫して表現している。 

① 地域の文化、伝統の良さを
受け継いで、日本人として
誇りをもち、よりよい生き
方をしていこうとする気持
ちをもとうとしている。 

② 友達や地域の人々に積極的
に関わりながら、自分たち
の地域の伝統について調べ
ようとしている。 

③ 課題解決の状況を振り返
り、あきらめずに最後まで
自分が考える伝統文化につ
いて取り組もうとしてい
る。 

〇 単元の指導計画・評価計画 

※「課題」：課題の設定 「情報」：情報の収集 「整理」：整理・分析 「表現」：まとめ・表現 

過程 〇学習活動 ・児童の思考 ・指導上の留意点 〇評価（評価方法） 
課題 

 

 

〇オリエンテーション 

・単元のねらい、内容や計画を確認する。 

〇私たちの小学校にも伝統があるか考える。 

・鼓笛隊があるよ。 

〇鼓笛隊について知っていることを話し合う。 

・お父さん、お母さん、校長先生もしていたと聞いたよ。 

・地域にも昔から伝わる伝統はあるのかな。 

・単元の流れについて、資料を基に説明する。 

・単元を通して振り返りカードに記入し、学習の 

 軌跡を残す。 

・自分が通う小学校にはどんな伝統があるか考え

るようにする。 

・自分たちと関わりのあることについて調べ、伝統

について興味がもてるようにする。 

課題 

 

 

 

情報 

 

整理 

 

表現 

 

 

 

 

 

〇地域に伝わる伝統について考える。 

・祭りは色々な場所で毎年やっているよ。 

・どんなお祭りがあるのかな。 

〇地域に伝わる祭りについて調べる。 

・おじいちゃん、おばあちゃんに聞いてみよう。 

 

 

〇祭りについて調べたことを整理する。 

・言葉や絵、写真を使って整理する。 

〇調べた祭りについて共有する。 

・夏祭り、どろいんきょ、ささら獅子舞、祭り囃子など。 

・地区によって伝わる祭りがあるんだね。 

 

・学校だけでなく地域にも目を向けられるように

する。 

・児童にとって身近な祭りについて考えるように

する。 

・どんな方法で調べたらいいか、考えを出し合うよ

うにする。 

○思･判･表②（学習カード） 

・グループごとに祭りがある場所に付箋を貼り、地

図で確認できるようにする。 

・クラス全体で共有して、いろいろな場所に昔から

伝わる伝統的な行事があることに気付くように

し、次の活動の見通しをもてるようにする。 

〇知･技①（行動、学習カード） 

 

＜事例２＞ 地域の伝統や文化とその継承に力を注ぐ人々」を探究課題とし、古くから伝わるもののよさを感じ取 
      り、他の国や地域の人々に誇れる文化・伝統・風習を大切にしていこうとする態度を身に付けることを 
      ねらった事例  ５学年「私たちの町の伝統文化～つなごう未来へ～」 指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題 

様々な地域で祭りがあることに気付かせる工夫をする。 

知識・技能①の姿をそれぞれの地域に伝わる伝統的な祭りに気

付いている姿で評価する。 

⑶　評価に基づく改善のポイント
　 　総合的な学習の時間の評価については、具体的な児童の姿を見取るに相応しい評価規準を設定

し、評価方法や評価場面を適切に位置付けることが欠かせない。そこで、具体的な学習状況の評
価方法について、振り返りなどによる自己評価の他に教師や地域の人々による他者評価など多面
的に評価できる場面を設定する。

　 　また、学習状況の結果だけではなく、学習前の実態、活動中や活動の終末の学習状況の把握と
授業の改善を通して、児童の学習状況の過程を評価できるようにしていく。そして、教師は、児
童一人一人の学びや成長の様子を的確に捉えられるようにする。

課題 

 

 

情報 

 

 

 

 

 

整理 

 

表現 

 

 

 

 

 

 

 

〇地域の祭りについて、もっと調べたいことを考える。 

・お祭りは、いつごろから始まったのかな。 

〇興味をもった祭りについて調べる。 

・お祭りを見に行ってみたい。 

 

 

 

 

〇調べた祭りについて整理する。 

・調べた祭りについてみんなに知ってもらいたい。 

〇調べた祭りを共有し祭りに込められた願いを考える。 

・それぞれの祭りに昔の人の願いが込められているんだ

ね。 

 

 

 

 

〇伝統とは何か考える。 

・昔から大切にしてきたことを守り続けていくことだと

思う。 

・疑問に思ったことなどを基に、次の課題を立てら

れるようにする。 

・インターネットだけで調べるのではなく、身近な

人に聞いたり、祭りを見に行ったりする計画も

立てられるようにする。 

 

 

 

・自分なりのまとめ方を考えることができるよう

にする。 

〇思･判･表③（学習カード） 

・どの祭りにも願いが込められており、昔から受け

継がれていることに気付けるようにする。 

〇態①（学習カード） 

 

 

 

 

・調べた祭りを基に、伝統とは何かクラスで考えら

れるようにする。 

課題 

 

 

 

 

情報 

整理 

 

 

表現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現 

 

 

 

 

〇お祭り以外の地域の伝統について考える。 

・学校の近くの和菓子屋さんは昔からあるよ。 

・豆腐屋さんで話を聞いてみたいな。 

・伝統を守り続けている人の話を聞きたいな。 

〇地域に伝わるお店や職人さんを取材する。 

〇取材したお店について整理する。 

・伝統を守るって大変なんだな。 

・お豆腐を作ってみたい。 

〇整理した情報についてクラスで共有する。 

・お店の人は、昔から続いているお店を大切にしている

ね。 

・お店の人の思いが込められているんだな。 

〇改めて伝統とは何か考える。 

・伝統を守り続けるだけではなくて、これからの時代に

受け継がれていくことが大事だと分かった。 

・取材したことをまとめて、お店の人に聞いてもらいた

い。 

 

〇お世話になったお店の人たちを招いて発表会を行う。 

・取材で学んだことを聞いてもらいたい。 

 

 

 

 

 

 

〇自分が考える伝統について作文を書き、学年や学級で

読み合う。 

・私も伝統を受け継ぐ一人になりたい。 

・祭り以外のことにも目を向けられるように地域

のお店や職人さんについて問いかける。 

〇思･判･表①（学習カード） 

・地域の伝統文化について興味をもつことができ

るようにする。 

〇態②（行動、学習カード） 

・今でもお店や物づくりが地域に伝えられている

ことに気付くようにする。 

〇知･技③（行動、学習カード） 

・社会科で学んだ先人たちの知恵を今でも生かし

ていることを想起し、身近にも伝統を守り続け

ている人がいることに気付けるようにする。 

〇知･技②（行動、学習カード） 

・共有したことを基に、クラス全体で伝統とは何か

考える。 

・自分たちが思っていた伝統と取材して分かった

ことを比較させながら考えられるようにする。 

・グループごとに自分たちなりの発表の方法を考

えるようにする。 

・取材でお世話になった人に取材で学んだことだ

けでなく、自分たちの伝統に対する考えや思い

を伝えられるようにする。 

〇思･判･表④（発表） 

 

 

・学習を振り返り、伝統についての考えや思いを作

文に書き、学年や学級で読み合い交流する。 

・学習したことをどう生かしていくか考える。 

〇態③（行動、学習カード） 

⑶ 評価に基づく改善のポイント 
  総合的な学習の時間の評価については、具体的な児童の姿を見取るに相応しい評価規準を設  
定し、評価方法や評価場面を適切に位置付けることが欠かせない。そこで、具体的な学習状況  
の評価方法について、振り返りなどによる自己評価の他に教師や地域の人々による他者評価な  
ど多面的に評価できる場面を設定する。 
また、学習状況の結果だけではなく、学習前の実態、活動中や活動の終末の学習状況の把握と

授業の改善を通して、児童の学習状況の過程を評価できるようにしていく。そして、教師は、児
童一人一人の学びや成長の様子を的確に捉えられるようにする。 

P284指導計画作成の留意事項⑶ 

お祭りの体験や見学ができるように、家庭と連携を図り、協力が得られるようにする。そして、地域のお祭りに

参加したり、話を聞いたりして、地域の人と積極的に関われるように計画を立てる。また、地域の郷土資料館な

どと連携することも考えられる（博学連携）。 

祭りを通して伝統について考え、クラス

で話し合えるようにする。 主体的に学習の取り組む態度①の姿については、祭りが昔から受

け継がれていることが分かるような発表や学習カードに記して

いる児童を評価する。 

新聞、お店をＰＲするポスター、スライドなど

児童が考えた発表ができるようにする。 

取材に協力していただいた感謝の気持ちをもつとともに、地域

の人と積極的に関わることが、伝統を受け継ぐための手段の一

つになると考える。 

思考・判断・表現④の姿については、自分たちの思いが伝わるよ

うにまとめたり、発表したりしている姿を評価する。 
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第４　本時の学習指導（学習指導案）と評価及び改善

１　本時の学習指導と評価及び改善の考え方
⑴ 　本時の学習指導に当たっては、「児童の主体性の重視」「適切な指導の在り方」「具体的で発展

的な教材」の三つの考え方を基本としておさえる。まず、教師は、学び手としての児童の有能さ
を引き出し、児童の発想を大切にした学習活動を展開する。そして、探究課題に対する考えを深
め、資質・能力につながる探究的な学習となるようにする。さらに、身近にある具体的で発展的
な教材を用意する。

⑵　探究的な学習過程にするためには、次の点に留意する。
　 　「課題の設定」では、学年が上がり、児童の探究的な学習への習熟が高まるにつれて、問題状

況を単純なものからより複雑なものへとしたり、解決の手順等について教師があらかじめ示すこ
とを段々と少なくし、児童自身が見通しや仮説を立てることに比重を移したりして、質を高めて
いくことが考えられる。

　 　「情報の収集」では、多様な方法からより効率的・効果的な手段を選択できるようにする。 
例えば、比較ができるように調べる項目をそろえたり、数値化できるようにしたりすることが考
えられる。

　 　「整理・分析」では、より深く分析し、より確かな根拠付けが行われるよう質を高めていくこ
とが考えられる。そのためには、児童が収集した情報を可視化することや根拠に基づいた話合い
になるようにする。また、情報の整理・分析を意識的に行うために、比較して考える、分類して
考える、序列化して考える、類推して考える、関連付けして考える、願いや結果に着目して考え
るなどの「考えるための技法」（思考ツール等）を効果的に活用することも大切である。

　 　「まとめ・表現」では、相手や目的に応じてより分かりやすく伝わるように、より論理的で効
果的な表現を工夫したり、学習を振り返る中で、より物事や自分自身に関して深い気付きとなる
よう内省的な考え方が深まるようにしたりしていくことが考えられる。

　 　そして、探究的な学習の過程の中で、それぞれの児童が、多様な情報を活用したり、異なる視
点から考えたり、力を合わせたり交流したりして協働的に学ぶ場面を意図的に取り入れていくよ
うにする。

⑶ 　本時の評価計画の作成に当たっては、他教科等と同様に、本時の目標に即して具体的な児童の
姿として描き出し、期待する資質・能力が発揮されているかどうかを把握できるようにすること
が大切である。その際、具体的な児童の姿を見取るに相応しい評価規準を設定し、評価方法や評
価場面を適切に位置付ける。

⑷ 　主体的・対話的で深い学びを実現する学習活動を展開する。総合的な学習の時間においては、
相互に考え、話合い、学び合う活動や地域の人々との意見交換や交流活動など、他者と協働して
問題解決したり、言語により分析し、まとめたりするなどの学習活動や、各教科等との関連を意
識した学習活動をすることが重要である。特に、導入の課題設定の場面で見通しやゴールのイ
メージをもつこと、整理・分析場面で「考えるための技法」（思考ツール等）による相互作用を
行うこと、さらに文字言語を中心とした振り返りにより自己変容を自覚し次に生かすことなど、
主体的・対話的で深い学びを実現するために探究のプロセスを一層重視する。

⑸ 　カリキュラム・マネジメントの視点から評価する。（小学校教育課程編成要領 P ５参照）日々
の授業等についても教育課程全体の中での位置付けを意識しながら取り組む必要がある。

　 　さらに、教科等横断的な視点で内容等を組み立てていくこと、学習の実施状況を評価し、その
改善を図ること、実施に必要な人的、物的な体制の確保という三つの側面に留意しながら教育課
程を評価していくようにする。

　 　このような教育課程の評価をするにあたり、同僚教師間での情報交換や、全校体制での組織的
な取組を進めることが重要である。

⑹ 　「社会に開かれた教育課程」の視点で学習指導を改善し、活動の充実を図る。「社会に開かれ
た教育課程」とは、よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を学校と社会とが
共有し、それぞれの学校において、必要な教育内容を明確にしながら、社会と連携・協働により、
学校教育の実現を図ることを目指すものである。本時の学習においては、「社会に開かれた教育
課程」の視点で学習指導を改善し、学習活動の充実を図るとともに、自校と社会とのつながりを
考えた教育課程を編成、実施し、評価、改善に努めていく。
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とを段々と少なくし、児童自身が見通しや仮説を立てることに比重を移したりして、質を高めて
いくことが考えられる。

　 　「情報の収集」では、多様な方法からより効率的・効果的な手段を選択できるようにする。 
例えば、比較ができるように調べる項目をそろえたり、数値化できるようにしたりすることが考
えられる。

　 　「整理・分析」では、より深く分析し、より確かな根拠付けが行われるよう質を高めていくこ
とが考えられる。そのためには、児童が収集した情報を可視化することや根拠に基づいた話合い
になるようにする。また、情報の整理・分析を意識的に行うために、比較して考える、分類して
考える、序列化して考える、類推して考える、関連付けして考える、願いや結果に着目して考え
るなどの「考えるための技法」（思考ツール等）を効果的に活用することも大切である。

　 　「まとめ・表現」では、相手や目的に応じてより分かりやすく伝わるように、より論理的で効
果的な表現を工夫したり、学習を振り返る中で、より物事や自分自身に関して深い気付きとなる
よう内省的な考え方が深まるようにしたりしていくことが考えられる。

　 　そして、探究的な学習の過程の中で、それぞれの児童が、多様な情報を活用したり、異なる視
点から考えたり、力を合わせたり交流したりして協働的に学ぶ場面を意図的に取り入れていくよ
うにする。

⑶ 　本時の評価計画の作成に当たっては、他教科等と同様に、本時の目標に即して具体的な児童の
姿として描き出し、期待する資質・能力が発揮されているかどうかを把握できるようにすること
が大切である。その際、具体的な児童の姿を見取るに相応しい評価規準を設定し、評価方法や評
価場面を適切に位置付ける。

⑷ 　主体的・対話的で深い学びを実現する学習活動を展開する。総合的な学習の時間においては、
相互に考え、話合い、学び合う活動や地域の人々との意見交換や交流活動など、他者と協働して
問題解決したり、言語により分析し、まとめたりするなどの学習活動や、各教科等との関連を意
識した学習活動をすることが重要である。特に、導入の課題設定の場面で見通しやゴールのイ
メージをもつこと、整理・分析場面で「考えるための技法」（思考ツール等）による相互作用を
行うこと、さらに文字言語を中心とした振り返りにより自己変容を自覚し次に生かすことなど、
主体的・対話的で深い学びを実現するために探究のプロセスを一層重視する。

⑸ 　カリキュラム・マネジメントの視点から評価する。（小学校教育課程編成要領 P ５参照）日々
の授業等についても教育課程全体の中での位置付けを意識しながら取り組む必要がある。

　 　さらに、教科等横断的な視点で内容等を組み立てていくこと、学習の実施状況を評価し、その
改善を図ること、実施に必要な人的、物的な体制の確保という三つの側面に留意しながら教育課
程を評価していくようにする。

　 　このような教育課程の評価をするにあたり、同僚教師間での情報交換や、全校体制での組織的
な取組を進めることが重要である。

⑹ 　「社会に開かれた教育課程」の視点で学習指導を改善し、活動の充実を図る。「社会に開かれ
た教育課程」とは、よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を学校と社会とが
共有し、それぞれの学校において、必要な教育内容を明確にしながら、社会と連携・協働により、
学校教育の実現を図ることを目指すものである。本時の学習においては、「社会に開かれた教育
課程」の視点で学習指導を改善し、学習活動の充実を図るとともに、自校と社会とのつながりを
考えた教育課程を編成、実施し、評価、改善に努めていく。
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２　学習指導案の事例

⑴　本時の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等
　 　交流会をよりよくするために、問題点を解決するにはどうしたらよいか、前時までの児童一人

一人の気付きや考えを一覧表にまとめ、それを基にすべての児童が話合いに参加できるようにし
た。

⑵　本時の評価に当たっての工夫、配慮事項等
　 　児童一人一人の思考を可視化し、見取りやすくするために、ワークシートやホワイトボードを

用いて思考ツールを活用したり、付箋を使ったりして、評価できるようにした。
１　単元名　「手と手をつないで～みんなにやさしいまちづくり～」（第４学年　70時間）
２　単元目標　
　 　地域の高齢者や障がいのある人々との共生を課題に、繰り返し関わる活動を通して、高齢者や

障がいのある人を支える取組、工夫や努力、人々の思いに気付き、「みんなにやさしいまち（す
べての人が互いを大切にできる地域）」について考えるとともに、「自分にできることは何か」の
視点をもって学んだことを自らの生活や行動に生かそうとする。

３　児童の実態（省略）
４　教材について
　 　本校は、３世代以上の家庭が比較的多い農村地域と新興住宅が混在する地域にあり、約３人に

１人が高齢者という実態がある。また、本校には、特別支援学級（知的、肢体不自由）があり、
近くの特別支援学校と交流をしている。本学級も１年生のときから毎年交流を続けている。さら
に、正門から徒歩３分の所に高齢者介護施設もある。

　 　そこで、高齢者や障がいのある人々、暮らしを支援する人々との交流を通して、「みんなにや
さしいまち」について考えるとともに、このまちに愛着をもち、大切にしていこうとする態度を
養い、自らの生活や行動に生かすことをねらって設定した。

　 　交流の対象（ひと、もの、こと）は、身近で何度も繰り返し関わることができるものにした。
そうすることで、課題を自分事として捉え、その解決に向けて本気で取り組むことが期待できる
と考えたからである。

　 　また、「みんなにやさしいまちとは」「福祉とは」の概念形成の過程を見取る記述を定期的に行
わせ、児童一人一人の学びの深まりを記録として残していくようにした。

５　単元の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①　 高齢者や障がいのある人々の
暮らしを支援する取組や人々
の思いや工夫・努力を基に、「や
さしいまちづくり」をするた
めには、互いを思いやり、支
え合うための工夫や努力を続
けることの大切さを理解して
いる。

②　 地域の特色を知り、高齢者や
障がいのある人々との支え合
い・関わり合いを通して、自
分の生活に深く関わっている
ことを理解している。

③　 「やさしいまちづくり」のため
の取組を行ったり、高齢者や
障がいのある人々について調
査や体験活動をしたりして、
収集した情報を図や文章でま
とめる方法が分かっている。

①　 高齢者や障がいのある人々に
ついて、地域への関わりや理
想と現実の隔たりから感じた
ことをもとに、課題をつくり、
課題解決に向けて自分にでき
ることを考えている。

②　 高齢者や障がいのある人々と
よりよい関わり合いをするた
めに、必要な手段を選択して
情報を収集している。

③　 「やさしいまちづくり」のため
に必要な情報を取捨選択した
り、複数の情報を比較したり
関係付けたりしながら解決に
向けて考えている。

④　 相手や目的に応じて、自分の
考えをまとめ、適切な方法で、
分かりやすく表現している。

①　 活動を通して、自分と身の回
りの高齢者や障がいのある
人々との関わりを見直そうと
している。

②　 高齢者や障がいのある人々
と、支え合い関わり合う体験
を通して、得た知識や自分と
違う友達の考えを生かしなが
ら、協働して課題解決に取り
組もうとしている。

③　 課題解決の状況を振り返り、
あきらめずに高齢者や障がい
のある人々とよりよい関わり
合いに向けて取り組もうとし
ている。

＜事例１＞　�「身の回りの高齢者や障がいのある人々とその暮らしを支援する人々」を探究課題
とし、地域を取り巻く福祉に関わる様々な社会的事象に対し、地域の一員として自
分達にできることを考え実践することをねらった事例

　　　　　　第４学年　「手と手をつないで～みんなにやさしいまちづくり～」　指導要領との関わり：横断的・総合的な課題（現代的な諸課題）
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６　単元の指導計画と評価計画（70時間）６ 単元の指導計画と評価計画(70 時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福祉」に対するみんなの考えと各種データ

を整理・分析する。⑷ 

情報 

整理 

【事前アンケート】 

Q 「福祉」という言葉を知っているか。 

Q 「障がい」といって思い浮かべるものは？ 

Q 「高齢者」といって思い浮かべるものは？ 

【各種データ（グラフ化したもの）】 

データ①埼玉県とまちの年齢別の人口の推移 

データ②自校とまちの学校の児童数の推移 

課題

〇「もの」だけでなく、「ひと」「こと」にも着目して調査すべきでは？ 

・地図にチェックしながら調査しよう。できれば、インタビューもした

いね。 

・歩行者信号は音楽も流れるし、ゆっくり歩いても渡れる長さだった。 

・結構不便な場所が多い気がする。段差がある所も多いよ。 

・「ひと」「こと」は見えづらいからなかなか見つからなかったよ。 

○実際に高齢者の方や障がいのある人たちはどう思っているのだろう… 

★ ②③ ②（活動の様子・振り返りカード） 

情報 

整理 

整理 

グラフ（アンケートの整理） 

ウェビングマップ（思考の拡張） 

ランキング（アンケート回答数の序列化） 

情報 

【調査の視点】 

①この地域には、どんな人が住んでいるか。 

②本当に高齢者が多いのだろうか。 

・高齢者介護施設が２件あった。手を振ってくれた人は車椅子だった。 

・デイサービス〇〇と書かれた車が何台も通った。 

・テニスコートで、おじいさん達が元気に走り回っていた。 

・そうか。見守りボランティアの A さんも高齢者だ。 

・障がいのある人って、まちの中では分からなかった。 

★ ②（活動の様子・振り返りカード） 

・まちの中には、高齢者がたくさんいる。 

・高齢者には、元気な人もいるが、元気でない人もいる。 

○私達にとっては暮らしやすいまちだけど、他の人達にとって暮らしやす

いまちと言えるのだろうか。 

★ ③態②（話合いの様子・ワークシート） 

KJ 法・ベン図（分類） 

２回目の地域調査をする。⑷ 

調査結果を整理・分析する。⑷ 

学習活動(時数) 内容 思考ツール ・児童の思考 ○教師の主な発問 ★評価（評価方法） 過程 

自分たちのまちの状況について調査する。⑷ 

調査後に情報を整理・分析しやすいように、各自が調査

する項目を揃えるようにする。また、気付いたことを随時

メモするようにするなど、気付きも大切にする。 

調査結果を整理・分析する。⑶ 

課題

【調査の視点】 

①高齢者や障がいのある人たちが暮らしやすい

と思われる工夫や場所 

②逆に不便や大変ではないかと思われる場所 

地図化【空間軸での把握】 

ベン図（分類） 

表現 

高齢者施設の職員の方に話を聞く。⑶ 

思考・判断・表現②の姿を、「「ひと」「もの」「こと」の視点をもって、地図上

に整理しながら情報を収集している」という具体の姿に捉え直して評価する。 

施設の職員に、児童がまとめた地図は、高

齢者に立った視点が不足していることを指摘

していただく。また、高齢者施設への訪問に

ついてお誘いしていただき、交流会を行う活

動へと進めていけるようにする。 

整理 

情報 

・僕たちが見付けた工夫や課題は合っているところもあったけど、足り

ないところもたくさんあると話していたね。 

・もっと高齢者の方が何を考えているか、どうしているかなど知らない

とだめなのかもしれないね。 

・施設の方が「みんなで来ませんか？」と言ってくれた。ぜひ行きたい。

〇施設の方の「高齢者を楽しませてね。」という願いをお聞きしたので、 

みんなで企画を考えよう。 

★ ①態①（活動の様子・ワークシート） 

表現 

交流会の準備をする。⑻ ・みんなで楽しませることができることと、グループになって楽しんで

もらえることを分けて考えよう。 

・歌を歌ったり、運動をしたり、昔遊びをしたりするのがいいかな… 

・運動といえば、「ニュースポーツ」という、誰でも手軽にできる運動が

あるって、ニュースで見たよ。 

・始めの会や終わりの会など、しっかりとリハーサルしてから行こう。 

★ ②態③（活動の様子・ワークシート） 

P284 指導計画作成の留意事項⑵ 

課題 

・福祉ってよく分からない。でも、無くてはならないもの。 

・障がいのある人や高齢者をかわいそうな人だと思っている人が多い。 

・50 年前と比べて、高齢者の数が 2 倍になっている。 

・子供の数は 1/3 まで減っているよ。 

・このまちは、三人に一人が高齢者になっている。きっと、数年後に

は、二人に一人が高齢者だね。 

・実際にそんなに高齢者や障がいのある人って多いのかな。 

・このまま人口が減り続けたら、人がいなくなってしまう。 

・私達が住んでいるまちはどうなっているのだろう・・・ 

★ ③態①（話合いの様子・ワークシート） 

P284 指導計画作成の留意事項⑷ 情報 

整理 

思考・判断・表現③の姿を、「学級全員のアンケートや提示した各種デ

ータの関連性を分析し、未来の人口分布についての予想を立てている」

という具体の姿に捉え直して評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流会の反省会をする。 

 ⑶ 

交流会の反省会をする。⑵ 

ベン図（分類） 

・もう一度施設に行って、交流したいね。 

・学校に招待できないかな。 

・高齢者の方だけでなく、いろいろな方とも交流したい。 

〇第１回スマイル交流会に向けていろいろ考えていこう！ 

★ ③ ③（活動の様子・ワークシート） 

マンダラート（内容の考案） 

PMI シート（内容の精査） 

座標軸（内容の精査） 

ピラミッド図（序列化） 

交流会に向けて、目的に沿った思考ツールを提示することで、話合いの効率化

だけでなく児童が思考ツールのよさについても実感できるように工夫する。 

交流会の準備をする。⑽ 

整理 

情報 

課題 

整理 

〇「誰を招待するか」「会場はどこの教室を使うか」など、考え 

 なくてはいけないことを一つずつ決めていこう 

・スマイル交流会に向けて準備を進めていこう。 

★ ③ ②態②（活動の様子・ワークシート） 

第１回スマイル交流会を開催する。⑵ 

・よかったところもあったけど、うまくできなかったことも多かった。 

・進行については、一人一人がどう動けばいいかはっきりしなかったね。 

・内容については、もう少し職員の人に教わったほうがいいと思った。 

・第２回スマイル交流会に向けてがんばろう！ 

★ ③（活動の様子） 

・認知症サポート講座の方の話は勉強になったね。 

・「ニュースポーツ」も、高齢者の方の状態によって楽しめるものと難し

いものがあるから、数種目を準備しておこう。 

・今度の進行は全員の動きをはっきりしていこう。 

★ ①③ ④態③（活動の様子） 

・今度は１回目よりも成功できるように頑張ろう！ 

・高齢者の様子をしっかり見てできるように、声を掛け合っていこう。 

★ ① ④（活動の様子） 

交流会の反省会をする。⑵ ・１回目よりも成功したと思う。来てくれた人たちが楽しんでくれたね。 

・ビデオを見ても全員がしっかり動けていた。 

★ ① ③（活動の様子・ワークシート） 

・高齢者の方を大切にしていきたい。自分にできることは進んで話しかけ

ることだと思う。これからも、続けていきたい。 

・大切にする気持ちがまち全体に広がっていくようにしたいね。 

★ ②態①（活動の様子・ワークシート） 

整理 

情報 

課題 

表現 

整理 

表現 

知識・技能③の姿を、「招待する人の立場を想定して図

や文章だけなく様々な表現方法でまとめることが分か

っている」という具体の姿に捉え直して評価する。 

本時 

(2､3/3 時) 

★思･判･表④態①（活動の様子） 

高齢者施設のときと同様に児童の様子について来校者にアンケートを依頼

したり、児童の様子をビデオ撮影したりすることで、反省会の資料となるよ

うに工夫する。 

・うまく交流会ができるといいね。 

・楽しんでもらえてうれしい。 

・声が小さくて聞こえにくいようだった。 

★ ④（活動の様子） 

表現 
高齢者施設で交流会をする。⑵ 

児童の様子について職員の方や高齢者の方にアンケートを依

頼したり、児童の様子をビデオ撮影したりすることで、反省会

の資料となるように工夫する。 

・歌を歌っているときに笑顔で聞いてくれていたね。 

・昔遊びは逆に教えてもらったよ。すごく上手だった！ 

・ニュースポーツは、楽しくできたよ。 

・アンケートを見ると、やっぱり喜んでもらえたようだよ。 

〇「少しみなさんが一方的だった。」とあるよ。一緒に楽しむためには、 

どうすればいいかな。 

★ ③態①（活動の様子・ワークシート） 

今後の活動について考える。⑵ 

第１回スマイル交流会の内容を考える。⑶ 

アンケート・ビデオ（視点の拡張） 

PMI シート（プラスとマイナスの整理） 

ピラミッドチャート（活動の優先順位化） 

整理 

課題 

情報 共通体験をする。⑶ 

次回の交流会に向けて改善する。⑻ 

整理 【共通体験でのゲストティーチャー】 

①認知症サポート講座の方 

②ニュースポーツに詳しい体育協会等の方 

第２回スマイル交流会を開催する。⑵ 表現 

計３回の交流会での比較ができるように、ビデオ撮影をする。また、来校者の方にもアンケートを実施する。 

単元の活動を振り返る。⑴ 

P284 指導計画作成の留意事項⑸ 
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６　単元の指導計画と評価計画（70時間）６ 単元の指導計画と評価計画(70 時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福祉」に対するみんなの考えと各種データ

を整理・分析する。⑷ 

情報 

整理 

【事前アンケート】 

Q 「福祉」という言葉を知っているか。 

Q 「障がい」といって思い浮かべるものは？ 

Q 「高齢者」といって思い浮かべるものは？ 

【各種データ（グラフ化したもの）】 

データ①埼玉県とまちの年齢別の人口の推移 

データ②自校とまちの学校の児童数の推移 

課題

〇「もの」だけでなく、「ひと」「こと」にも着目して調査すべきでは？ 

・地図にチェックしながら調査しよう。できれば、インタビューもした

いね。 

・歩行者信号は音楽も流れるし、ゆっくり歩いても渡れる長さだった。 

・結構不便な場所が多い気がする。段差がある所も多いよ。 

・「ひと」「こと」は見えづらいからなかなか見つからなかったよ。 

○実際に高齢者の方や障がいのある人たちはどう思っているのだろう… 

★ ②③ ②（活動の様子・振り返りカード） 

情報 

整理 

整理 

グラフ（アンケートの整理） 

ウェビングマップ（思考の拡張） 

ランキング（アンケート回答数の序列化） 

情報 

【調査の視点】 

①この地域には、どんな人が住んでいるか。 

②本当に高齢者が多いのだろうか。 

・高齢者介護施設が２件あった。手を振ってくれた人は車椅子だった。 

・デイサービス〇〇と書かれた車が何台も通った。 

・テニスコートで、おじいさん達が元気に走り回っていた。 

・そうか。見守りボランティアの A さんも高齢者だ。 

・障がいのある人って、まちの中では分からなかった。 

★ ②（活動の様子・振り返りカード） 

・まちの中には、高齢者がたくさんいる。 

・高齢者には、元気な人もいるが、元気でない人もいる。 

○私達にとっては暮らしやすいまちだけど、他の人達にとって暮らしやす

いまちと言えるのだろうか。 

★ ③態②（話合いの様子・ワークシート） 

KJ 法・ベン図（分類） 

２回目の地域調査をする。⑷ 

調査結果を整理・分析する。⑷ 

学習活動(時数) 内容 思考ツール ・児童の思考 ○教師の主な発問 ★評価（評価方法） 過程 

自分たちのまちの状況について調査する。⑷ 

調査後に情報を整理・分析しやすいように、各自が調査

する項目を揃えるようにする。また、気付いたことを随時

メモするようにするなど、気付きも大切にする。 

調査結果を整理・分析する。⑶ 

課題

【調査の視点】 

①高齢者や障がいのある人たちが暮らしやすい

と思われる工夫や場所 

②逆に不便や大変ではないかと思われる場所 

地図化【空間軸での把握】 

ベン図（分類） 

表現 

高齢者施設の職員の方に話を聞く。⑶ 

思考・判断・表現②の姿を、「「ひと」「もの」「こと」の視点をもって、地図上

に整理しながら情報を収集している」という具体の姿に捉え直して評価する。 

施設の職員に、児童がまとめた地図は、高

齢者に立った視点が不足していることを指摘

していただく。また、高齢者施設への訪問に

ついてお誘いしていただき、交流会を行う活

動へと進めていけるようにする。 

整理 

情報 

・僕たちが見付けた工夫や課題は合っているところもあったけど、足り

ないところもたくさんあると話していたね。 

・もっと高齢者の方が何を考えているか、どうしているかなど知らない

とだめなのかもしれないね。 

・施設の方が「みんなで来ませんか？」と言ってくれた。ぜひ行きたい。

〇施設の方の「高齢者を楽しませてね。」という願いをお聞きしたので、 

みんなで企画を考えよう。 

★ ①態①（活動の様子・ワークシート） 

表現 

交流会の準備をする。⑻ ・みんなで楽しませることができることと、グループになって楽しんで

もらえることを分けて考えよう。 

・歌を歌ったり、運動をしたり、昔遊びをしたりするのがいいかな… 

・運動といえば、「ニュースポーツ」という、誰でも手軽にできる運動が

あるって、ニュースで見たよ。 

・始めの会や終わりの会など、しっかりとリハーサルしてから行こう。 

★ ②態③（活動の様子・ワークシート） 

P284 指導計画作成の留意事項⑵ 

課題 

・福祉ってよく分からない。でも、無くてはならないもの。 

・障がいのある人や高齢者をかわいそうな人だと思っている人が多い。 

・50 年前と比べて、高齢者の数が 2 倍になっている。 

・子供の数は 1/3 まで減っているよ。 

・このまちは、三人に一人が高齢者になっている。きっと、数年後に

は、二人に一人が高齢者だね。 

・実際にそんなに高齢者や障がいのある人って多いのかな。 

・このまま人口が減り続けたら、人がいなくなってしまう。 

・私達が住んでいるまちはどうなっているのだろう・・・ 

★ ③態①（話合いの様子・ワークシート） 

P284 指導計画作成の留意事項⑷ 情報 

整理 

思考・判断・表現③の姿を、「学級全員のアンケートや提示した各種デ

ータの関連性を分析し、未来の人口分布についての予想を立てている」

という具体の姿に捉え直して評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流会の反省会をする。 

 ⑶ 

交流会の反省会をする。⑵ 

ベン図（分類） 

・もう一度施設に行って、交流したいね。 

・学校に招待できないかな。 

・高齢者の方だけでなく、いろいろな方とも交流したい。 

〇第１回スマイル交流会に向けていろいろ考えていこう！ 

★ ③ ③（活動の様子・ワークシート） 

マンダラート（内容の考案） 

PMI シート（内容の精査） 

座標軸（内容の精査） 

ピラミッド図（序列化） 

交流会に向けて、目的に沿った思考ツールを提示することで、話合いの効率化

だけでなく児童が思考ツールのよさについても実感できるように工夫する。 

交流会の準備をする。⑽ 

整理 

情報 

課題 

整理 

〇「誰を招待するか」「会場はどこの教室を使うか」など、考え 

 なくてはいけないことを一つずつ決めていこう 

・スマイル交流会に向けて準備を進めていこう。 

★ ③ ②態②（活動の様子・ワークシート） 

第１回スマイル交流会を開催する。⑵ 

・よかったところもあったけど、うまくできなかったことも多かった。 

・進行については、一人一人がどう動けばいいかはっきりしなかったね。 

・内容については、もう少し職員の人に教わったほうがいいと思った。 

・第２回スマイル交流会に向けてがんばろう！ 

★ ③（活動の様子） 

・認知症サポート講座の方の話は勉強になったね。 

・「ニュースポーツ」も、高齢者の方の状態によって楽しめるものと難し

いものがあるから、数種目を準備しておこう。 

・今度の進行は全員の動きをはっきりしていこう。 

★ ①③ ④態③（活動の様子） 

・今度は１回目よりも成功できるように頑張ろう！ 

・高齢者の様子をしっかり見てできるように、声を掛け合っていこう。 

★ ① ④（活動の様子） 

交流会の反省会をする。⑵ ・１回目よりも成功したと思う。来てくれた人たちが楽しんでくれたね。 

・ビデオを見ても全員がしっかり動けていた。 

★ ① ③（活動の様子・ワークシート） 

・高齢者の方を大切にしていきたい。自分にできることは進んで話しかけ

ることだと思う。これからも、続けていきたい。 

・大切にする気持ちがまち全体に広がっていくようにしたいね。 

★ ②態①（活動の様子・ワークシート） 

整理 

情報 

課題 

表現 

整理 

表現 

知識・技能③の姿を、「招待する人の立場を想定して図

や文章だけなく様々な表現方法でまとめることが分か

っている」という具体の姿に捉え直して評価する。 

本時 

(2､3/3 時) 

★思･判･表④態①（活動の様子） 

高齢者施設のときと同様に児童の様子について来校者にアンケートを依頼

したり、児童の様子をビデオ撮影したりすることで、反省会の資料となるよ

うに工夫する。 

・うまく交流会ができるといいね。 

・楽しんでもらえてうれしい。 

・声が小さくて聞こえにくいようだった。 

★ ④（活動の様子） 

表現 
高齢者施設で交流会をする。⑵ 

児童の様子について職員の方や高齢者の方にアンケートを依

頼したり、児童の様子をビデオ撮影したりすることで、反省会

の資料となるように工夫する。 

・歌を歌っているときに笑顔で聞いてくれていたね。 

・昔遊びは逆に教えてもらったよ。すごく上手だった！ 

・ニュースポーツは、楽しくできたよ。 

・アンケートを見ると、やっぱり喜んでもらえたようだよ。 

〇「少しみなさんが一方的だった。」とあるよ。一緒に楽しむためには、 

どうすればいいかな。 

★ ③態①（活動の様子・ワークシート） 

今後の活動について考える。⑵ 

第１回スマイル交流会の内容を考える。⑶ 

アンケート・ビデオ（視点の拡張） 

PMI シート（プラスとマイナスの整理） 

ピラミッドチャート（活動の優先順位化） 

整理 

課題 

情報 共通体験をする。⑶ 

次回の交流会に向けて改善する。⑻ 

整理 【共通体験でのゲストティーチャー】 

①認知症サポート講座の方 

②ニュースポーツに詳しい体育協会等の方 

第２回スマイル交流会を開催する。⑵ 表現 

計３回の交流会での比較ができるように、ビデオ撮影をする。また、来校者の方にもアンケートを実施する。 

単元の活動を振り返る。⑴ 

P284 指導計画作成の留意事項⑸ 
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６　単元の指導計画と評価計画（70時間）６ 単元の指導計画と評価計画(70 時間) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「福祉」に対するみんなの考えと各種データ

を整理・分析する。⑷ 

情報 

整理 

【事前アンケート】 

Q 「福祉」という言葉を知っているか。 

Q 「障がい」といって思い浮かべるものは？ 

Q 「高齢者」といって思い浮かべるものは？ 

【各種データ（グラフ化したもの）】 

データ①埼玉県とまちの年齢別の人口の推移 

データ②自校とまちの学校の児童数の推移 

課題

〇「もの」だけでなく、「ひと」「こと」にも着目して調査すべきでは？ 

・地図にチェックしながら調査しよう。できれば、インタビューもした

いね。 

・歩行者信号は音楽も流れるし、ゆっくり歩いても渡れる長さだった。 

・結構不便な場所が多い気がする。段差がある所も多いよ。 

・「ひと」「こと」は見えづらいからなかなか見つからなかったよ。 

○実際に高齢者の方や障がいのある人たちはどう思っているのだろう… 

★ ②③ ②（活動の様子・振り返りカード） 

情報 

整理 

整理 

グラフ（アンケートの整理） 

ウェビングマップ（思考の拡張） 

ランキング（アンケート回答数の序列化） 

情報 

【調査の視点】 

①この地域には、どんな人が住んでいるか。 

②本当に高齢者が多いのだろうか。 

・高齢者介護施設が２件あった。手を振ってくれた人は車椅子だった。 

・デイサービス〇〇と書かれた車が何台も通った。 

・テニスコートで、おじいさん達が元気に走り回っていた。 

・そうか。見守りボランティアの A さんも高齢者だ。 

・障がいのある人って、まちの中では分からなかった。 

★ ②（活動の様子・振り返りカード） 

・まちの中には、高齢者がたくさんいる。 

・高齢者には、元気な人もいるが、元気でない人もいる。 

○私達にとっては暮らしやすいまちだけど、他の人達にとって暮らしやす

いまちと言えるのだろうか。 

★ ③態②（話合いの様子・ワークシート） 

KJ 法・ベン図（分類） 

２回目の地域調査をする。⑷ 

調査結果を整理・分析する。⑷ 

学習活動(時数) 内容 思考ツール ・児童の思考 ○教師の主な発問 ★評価（評価方法） 過程 

自分たちのまちの状況について調査する。⑷ 

調査後に情報を整理・分析しやすいように、各自が調査

する項目を揃えるようにする。また、気付いたことを随時

メモするようにするなど、気付きも大切にする。 

調査結果を整理・分析する。⑶ 

課題

【調査の視点】 

①高齢者や障がいのある人たちが暮らしやすい

と思われる工夫や場所 

②逆に不便や大変ではないかと思われる場所 

地図化【空間軸での把握】 

ベン図（分類） 

表現 

高齢者施設の職員の方に話を聞く。⑶ 

思考・判断・表現②の姿を、「「ひと」「もの」「こと」の視点をもって、地図上

に整理しながら情報を収集している」という具体の姿に捉え直して評価する。 

施設の職員に、児童がまとめた地図は、高

齢者に立った視点が不足していることを指摘

していただく。また、高齢者施設への訪問に

ついてお誘いしていただき、交流会を行う活

動へと進めていけるようにする。 

整理 

情報 

・僕たちが見付けた工夫や課題は合っているところもあったけど、足り

ないところもたくさんあると話していたね。 

・もっと高齢者の方が何を考えているか、どうしているかなど知らない

とだめなのかもしれないね。 

・施設の方が「みんなで来ませんか？」と言ってくれた。ぜひ行きたい。

〇施設の方の「高齢者を楽しませてね。」という願いをお聞きしたので、 

みんなで企画を考えよう。 

★ ①態①（活動の様子・ワークシート） 

表現 

交流会の準備をする。⑻ ・みんなで楽しませることができることと、グループになって楽しんで

もらえることを分けて考えよう。 

・歌を歌ったり、運動をしたり、昔遊びをしたりするのがいいかな… 

・運動といえば、「ニュースポーツ」という、誰でも手軽にできる運動が

あるって、ニュースで見たよ。 

・始めの会や終わりの会など、しっかりとリハーサルしてから行こう。 

★ ②態③（活動の様子・ワークシート） 

P284 指導計画作成の留意事項⑵ 

課題 

・福祉ってよく分からない。でも、無くてはならないもの。 

・障がいのある人や高齢者をかわいそうな人だと思っている人が多い。 

・50 年前と比べて、高齢者の数が 2 倍になっている。 

・子供の数は 1/3 まで減っているよ。 

・このまちは、三人に一人が高齢者になっている。きっと、数年後に

は、二人に一人が高齢者だね。 

・実際にそんなに高齢者や障がいのある人って多いのかな。 

・このまま人口が減り続けたら、人がいなくなってしまう。 

・私達が住んでいるまちはどうなっているのだろう・・・ 

★ ③態①（話合いの様子・ワークシート） 

P284 指導計画作成の留意事項⑷ 情報 

整理 

思考・判断・表現③の姿を、「学級全員のアンケートや提示した各種デ

ータの関連性を分析し、未来の人口分布についての予想を立てている」

という具体の姿に捉え直して評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流会の反省会をする。 

 ⑶ 

交流会の反省会をする。⑵ 

ベン図（分類） 

・もう一度施設に行って、交流したいね。 

・学校に招待できないかな。 

・高齢者の方だけでなく、いろいろな方とも交流したい。 

〇第１回スマイル交流会に向けていろいろ考えていこう！ 

★ ③ ③（活動の様子・ワークシート） 

マンダラート（内容の考案） 

PMI シート（内容の精査） 

座標軸（内容の精査） 

ピラミッド図（序列化） 

交流会に向けて、目的に沿った思考ツールを提示することで、話合いの効率化

だけでなく児童が思考ツールのよさについても実感できるように工夫する。 

交流会の準備をする。⑽ 

整理 

情報 

課題 

整理 

〇「誰を招待するか」「会場はどこの教室を使うか」など、考え 

 なくてはいけないことを一つずつ決めていこう 

・スマイル交流会に向けて準備を進めていこう。 

★ ③ ②態②（活動の様子・ワークシート） 

第１回スマイル交流会を開催する。⑵ 

・よかったところもあったけど、うまくできなかったことも多かった。 

・進行については、一人一人がどう動けばいいかはっきりしなかったね。 

・内容については、もう少し職員の人に教わったほうがいいと思った。 

・第２回スマイル交流会に向けてがんばろう！ 

★ ③（活動の様子） 

・認知症サポート講座の方の話は勉強になったね。 

・「ニュースポーツ」も、高齢者の方の状態によって楽しめるものと難し

いものがあるから、数種目を準備しておこう。 

・今度の進行は全員の動きをはっきりしていこう。 

★ ①③ ④態③（活動の様子） 

・今度は１回目よりも成功できるように頑張ろう！ 

・高齢者の様子をしっかり見てできるように、声を掛け合っていこう。 

★ ① ④（活動の様子） 

交流会の反省会をする。⑵ ・１回目よりも成功したと思う。来てくれた人たちが楽しんでくれたね。 

・ビデオを見ても全員がしっかり動けていた。 

★ ① ③（活動の様子・ワークシート） 

・高齢者の方を大切にしていきたい。自分にできることは進んで話しかけ

ることだと思う。これからも、続けていきたい。 

・大切にする気持ちがまち全体に広がっていくようにしたいね。 

★ ②態①（活動の様子・ワークシート） 

整理 

情報 

課題 

表現 

整理 

表現 

知識・技能③の姿を、「招待する人の立場を想定して図

や文章だけなく様々な表現方法でまとめることが分か

っている」という具体の姿に捉え直して評価する。 

本時 

(2､3/3 時) 

★思･判･表④態①（活動の様子） 

高齢者施設のときと同様に児童の様子について来校者にアンケートを依頼

したり、児童の様子をビデオ撮影したりすることで、反省会の資料となるよ

うに工夫する。 

・うまく交流会ができるといいね。 

・楽しんでもらえてうれしい。 

・声が小さくて聞こえにくいようだった。 

★ ④（活動の様子） 

表現 
高齢者施設で交流会をする。⑵ 

児童の様子について職員の方や高齢者の方にアンケートを依

頼したり、児童の様子をビデオ撮影したりすることで、反省会

の資料となるように工夫する。 

・歌を歌っているときに笑顔で聞いてくれていたね。 

・昔遊びは逆に教えてもらったよ。すごく上手だった！ 

・ニュースポーツは、楽しくできたよ。 

・アンケートを見ると、やっぱり喜んでもらえたようだよ。 

〇「少しみなさんが一方的だった。」とあるよ。一緒に楽しむためには、 

どうすればいいかな。 

★ ③態①（活動の様子・ワークシート） 

今後の活動について考える。⑵ 

第１回スマイル交流会の内容を考える。⑶ 

アンケート・ビデオ（視点の拡張） 

PMI シート（プラスとマイナスの整理） 

ピラミッドチャート（活動の優先順位化） 

整理 

課題 

情報 共通体験をする。⑶ 

次回の交流会に向けて改善する。⑻ 

整理 【共通体験でのゲストティーチャー】 

①認知症サポート講座の方 

②ニュースポーツに詳しい体育協会等の方 

第２回スマイル交流会を開催する。⑵ 表現 

計３回の交流会での比較ができるように、ビデオ撮影をする。また、来校者の方にもアンケートを実施する。 

単元の活動を振り返る。⑴ 

P284 指導計画作成の留意事項⑸ 
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７　本時の学習指導（本時53、54／70時）
⑴　目標
　 　第二回の交流会に向けて、観点に合わせて情報を整理・分析する活動を通して、自分と友達の

考えを比較したり関係付けたりしながら解決に向けて考えている。
⑵　展開

７ 本時の学習指導（本時 53、54／70 時） 

⑴ 目標 

  第二回の交流会に向けて、観点に合わせて情報を整理・分析する活動を通して、自分と友達の

考えを比較したり関係付けたりしながら解決に向けて考えている。 

⑵ 展開 

学習活動  ・指導上の留意点  〇評価（評価） 準備 時間 

１ 前時を一覧表を基

に確認する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを確

認する。 

 

 

３ 本時の課題解決の

ための見通し（学びの

過程とゴール）と活動

内容を確認する。 

 

 

 

 

 

４ グループで話合い

を行う。 

 

 

 

５ 話合いの結果を発

表し合う。 

 

 

 

 

６ 全体でこれからに

ついて協議する。 

 

 

 

 

 

７ 本時のまとめと振

り返りをする。 

 

 

・前時の振り返りを一覧表に表し、読み合いながら児

童一人一人が現時点での考えを再認識する。 

・ICT を活用し、第一回の交流会の様子が分かる写真

や、高齢者や支援員さん、参加者のアンケートや手

紙を拡大した掲示物を用いて、具体的に確認するよ

うにする。 

 

・隣の席の児童に自分の考えを伝え、よい点を称賛

し合い、発言に自信がもてるようにする。 

・目的意識（やさしいまちづくり）、相手意識（高齢

者介護施設の利用者の方）、方法意識（笑顔になれ

る遊び）を確認する。 

 

 

・本時の見通しとして、みんなが笑顔になるために①

やるべき活動を明確にする。②活動の優先順位を

付けるようにする。 

・考えるための技法を活用し、課題解決できるようピ

ラミッドチャート（活動の優先順位、序列化）を用

いることで、児童一人一人の考えの可視化・操作化

により、思考の過程が残り、課題解決への道筋が見

やすくなり、話合いが活性化することをねらいと

した。 

・各グループの話合いの中で、①友達の反応を大切に

する（認め合い）、②質問を大切にする（深め合い）

③新しい考えをつくる（創造する）ことを意識する

ようにする。意見を捨てていくようにならないよ

うに助言する。 

・児童のワークシート、ホワイトボードに加えて、キ

ーワードや課題と関連することを、分かりやすく

構造的に板書をする。 

・やるべきこととその理由、感想（悩んだことやたく

さん話し合ったこと等）を発表し、全体で内容を協

議する。 

・全体で話合いを共有することで、さらに比較、関係

付けが深まり、「みんなにやさしい」とはどういう

ことか考えを深められるようにする。 

〇交流会に向けて、観点に合わせて情報を整理・分析

し、自分と友達の考えを比較したり、関係付けたり

しながら解決に向けて考えている。（発言、行動、

振り返りカード） 

・学びの捉え直しをする。①学習内容②関係付けや一

般化③自己変容の自覚について記述できるように

促す。 

・意図的に指名し、発表をすることで、学びを共有す

るようにする。 

・全児童 

の振り返

り一覧表 

・前時で

まとめた

第一回の

交流会の

PMI シー

ト 

・もらっ

たアンケ

ート 

 

 

 

 

 

 

・準備（ホ

ワイトボ

ード、ワ

ークシー

ト、付箋

３色、マ

ジックペ

ン） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・振り返

りカード 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

単元の評価規準に「観点に

合わせて情報を…」という内

容を加え、より具体的な活動

に捉え直して評価するよう

にした。 

第２回スマイル交流会に向けて、もっとみんなが笑顔になるためにどうしたらよいか考えよう。 

振り返りを一覧表にすることで、

全児童の学びを捉え直すことが 

できる。共通点や相違点等、共 

感できるところにラインを引き、

自分の考えに加え、友達の考え 

も発表し合う。特別な配慮を必 

要とする児童には、一緒に話を 

聞きながら、自分の考えがもて 

るようにする。 

P284指導計画作成の留意事項⑴ 

８　板書計画

９　本時における指導と評価の実際　
⑴　「発言・行動」の見取り
　〇収集した情報を整理・分析する話合いからの評価

⑵　ワークシート（思考ツール）の見取り

⑶　振り返りカードからの見取り

⑷　評価に基づく改善のポイント
　 　高齢者や障がいのある人々と繰り返し交流する（関わる）ことを通して、交流した人々の考え

や思いに触れ、みんなが幸せに暮らすことができる取組や考え方について理解を深めていけるよ
うにする。そのために、思考ツールを活用して考えを比較、検討したり、関係付けたりしながら
児童の考えや活動を明確にしていく。さらに、振り返りカードにより、児童の思考過程や変容を
見取りながら、深い学びにつなげるようにする。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グループでの活動場面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全体での協議の場面＞ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

みんなにやさしい遊びをつくろう ～自分も笑顔 相手も笑顔 みんなも笑顔～ 

めあて  

 

 

                                  

                

             
   次時の課題・認知症の高齢者とも仲良くしたい。→ 専門家に聞く。  

 ・４年１組の遊びを見直したい。→ みんなが楽しく 
       一人一人を大切に、その人に合ったもの  

振り返り一

覧表（全児童

分） 

・ 

・ 

・ 

参加者 

アンケー

ト・手紙 掲示物 

認知症 

耳・目 ルール説明 

〈振り返りカード〉 

・あのおじいちゃんの笑顔のために、自分ができることをしていきたい。 

・ルールは、一人一人の気持ちになって考えることが大切だと分かった。 

・次にやることがはっきりと分かった。みんなで話すと話がどんどん進む。 

・今日は意見が言えた。みんなの役に立てた。次もがんばりたい。 

得点 

 自分達で 

 見直す 時間 

教師は、目的・ねらいを明確にし、児童
相互の対話的学びから深い学びにつながる
ようグループを回り、発問を投げかけなが
ら、一人一人の発言と行動を見取り、評価
していくようにする。 
「主体的に学習に取り組む態度」では、

特に、「前のめり」の姿勢の児童や、質問を
している児童、変容が見られる児童を評価
していく。 

第２回スマイル交流会に向けて、もっとみんなが笑顔になるためにどうしたらよいか考えよう。 

写真等 

 思考ツールを活用し、グループ内で思考を深めている様子
を、発言内容、表情、態度等から見取り、評価する。 

「自分達がもっと認知症について
知らないといけない。」 

「説明を書き直す方が先だよ。」 

「でも、相手のことを知らないと

うまく伝えられない。」 

「耳の聞こえない人の他にも、
目が不自由な人がいた。両方
の人に分かるルールってどう
すればいいかな。」 

「意見をもっと合わせて、上に上げよう。」 
「この『やさしく伝える』と『丁寧に説

明』って目的は同じじゃないかな。」 

「表情から気持ちが分かる方法はな
いかな？」 

「所員さんにインタビューしよう。」 

「掲示の字の大きさをそろえよう。」 
「話すスピードを練習しよう。」 

 思考ツールと付箋から、どの考えを比較・検討し、
関係付けていったのかを見取り、評価する。 

 振り返りカードより、本時
の思考過程や変容を見取り、
評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グループでの活動場面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜全体での協議の場面＞ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

みんなにやさしい遊びをつくろう ～自分も笑顔 相手も笑顔 みんなも笑顔～ 

めあて  

 

 

                                  

                

             
   次時の課題・認知症の高齢者とも仲良くしたい。→ 専門家に聞く。  

 ・４年１組の遊びを見直したい。→ みんなが楽しく 
       一人一人を大切に、その人に合ったもの  

振り返り一

覧表（全児童

分） 

・ 

・ 

・ 

参加者 

アンケー

ト・手紙 掲示物 

認知症 

耳・目 ルール説明 

〈振り返りカード〉 

・あのおじいちゃんの笑顔のために、自分ができることをしていきたい。 

・ルールは、一人一人の気持ちになって考えることが大切だと分かった。 

・次にやることがはっきりと分かった。みんなで話すと話がどんどん進む。 

・今日は意見が言えた。みんなの役に立てた。次もがんばりたい。 

得点 

 自分達で 

 見直す 時間 

教師は、目的・ねらいを明確にし、児童
相互の対話的学びから深い学びにつながる
ようグループを回り、発問を投げかけなが
ら、一人一人の発言と行動を見取り、評価
していくようにする。 
「主体的に学習に取り組む態度」では、

特に、「前のめり」の姿勢の児童や、質問を
している児童、変容が見られる児童を評価
していく。 

第２回スマイル交流会に向けて、もっとみんなが笑顔になるためにどうしたらよいか考えよう。 

写真等 

 思考ツールを活用し、グループ内で思考を深めている様子
を、発言内容、表情、態度等から見取り、評価する。 

「自分達がもっと認知症について
知らないといけない。」 

「説明を書き直す方が先だよ。」 

「でも、相手のことを知らないと

うまく伝えられない。」 

「耳の聞こえない人の他にも、
目が不自由な人がいた。両方
の人に分かるルールってどう
すればいいかな。」 

「意見をもっと合わせて、上に上げよう。」 
「この『やさしく伝える』と『丁寧に説

明』って目的は同じじゃないかな。」 

「表情から気持ちが分かる方法はな
いかな？」 

「所員さんにインタビューしよう。」 

「掲示の字の大きさをそろえよう。」 
「話すスピードを練習しよう。」 

 思考ツールと付箋から、どの考えを比較・検討し、
関係付けていったのかを見取り、評価する。 

 振り返りカードより、本時
の思考過程や変容を見取り、
評価する。 
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７　本時の学習指導（本時53、54／70時）
⑴　目標
　 　第二回の交流会に向けて、観点に合わせて情報を整理・分析する活動を通して、自分と友達の

考えを比較したり関係付けたりしながら解決に向けて考えている。
⑵　展開

７ 本時の学習指導（本時 53、54／70 時） 

⑴ 目標 

  第二回の交流会に向けて、観点に合わせて情報を整理・分析する活動を通して、自分と友達の

考えを比較したり関係付けたりしながら解決に向けて考えている。 

⑵ 展開 

学習活動  ・指導上の留意点  〇評価（評価） 準備 時間 

１ 前時を一覧表を基

に確認する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを確

認する。 

 

 

３ 本時の課題解決の

ための見通し（学びの

過程とゴール）と活動

内容を確認する。 

 

 

 

 

 

４ グループで話合い

を行う。 

 

 

 

５ 話合いの結果を発

表し合う。 

 

 

 

 

６ 全体でこれからに

ついて協議する。 

 

 

 

 

 

７ 本時のまとめと振

り返りをする。 

 

 

・前時の振り返りを一覧表に表し、読み合いながら児

童一人一人が現時点での考えを再認識する。 

・ICT を活用し、第一回の交流会の様子が分かる写真

や、高齢者や支援員さん、参加者のアンケートや手

紙を拡大した掲示物を用いて、具体的に確認するよ

うにする。 

 

・隣の席の児童に自分の考えを伝え、よい点を称賛

し合い、発言に自信がもてるようにする。 

・目的意識（やさしいまちづくり）、相手意識（高齢

者介護施設の利用者の方）、方法意識（笑顔になれ

る遊び）を確認する。 

 

 

・本時の見通しとして、みんなが笑顔になるために①

やるべき活動を明確にする。②活動の優先順位を

付けるようにする。 

・考えるための技法を活用し、課題解決できるようピ

ラミッドチャート（活動の優先順位、序列化）を用

いることで、児童一人一人の考えの可視化・操作化

により、思考の過程が残り、課題解決への道筋が見

やすくなり、話合いが活性化することをねらいと

した。 

・各グループの話合いの中で、①友達の反応を大切に

する（認め合い）、②質問を大切にする（深め合い）

③新しい考えをつくる（創造する）ことを意識する

ようにする。意見を捨てていくようにならないよ

うに助言する。 

・児童のワークシート、ホワイトボードに加えて、キ

ーワードや課題と関連することを、分かりやすく

構造的に板書をする。 

・やるべきこととその理由、感想（悩んだことやたく

さん話し合ったこと等）を発表し、全体で内容を協

議する。 

・全体で話合いを共有することで、さらに比較、関係

付けが深まり、「みんなにやさしい」とはどういう

ことか考えを深められるようにする。 

〇交流会に向けて、観点に合わせて情報を整理・分析

し、自分と友達の考えを比較したり、関係付けたり

しながら解決に向けて考えている。（発言、行動、

振り返りカード） 

・学びの捉え直しをする。①学習内容②関係付けや一

般化③自己変容の自覚について記述できるように

促す。 

・意図的に指名し、発表をすることで、学びを共有す

るようにする。 

・全児童 

の振り返

り一覧表 

・前時で

まとめた

第一回の

交流会の

PMI シー

ト 

・もらっ

たアンケ

ート 

 

 

 

 

 

 

・準備（ホ

ワイトボ

ード、ワ

ークシー

ト、付箋

３色、マ

ジックペ

ン） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・振り返

りカード 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

単元の評価規準に「観点に

合わせて情報を…」という内

容を加え、より具体的な活動

に捉え直して評価するよう

にした。 

第２回スマイル交流会に向けて、もっとみんなが笑顔になるためにどうしたらよいか考えよう。 

振り返りを一覧表にすることで、

全児童の学びを捉え直すことが 

できる。共通点や相違点等、共 

感できるところにラインを引き、

自分の考えに加え、友達の考え 

も発表し合う。特別な配慮を必 

要とする児童には、一緒に話を 

聞きながら、自分の考えがもて 

るようにする。 

P284指導計画作成の留意事項⑴ 

８　板書計画

９　本時における指導と評価の実際　
⑴　「発言・行動」の見取り
　〇収集した情報を整理・分析する話合いからの評価

⑵　ワークシート（思考ツール）の見取り

⑶　振り返りカードからの見取り

⑷　評価に基づく改善のポイント
　 　高齢者や障がいのある人々と繰り返し交流する（関わる）ことを通して、交流した人々の考え

や思いに触れ、みんなが幸せに暮らすことができる取組や考え方について理解を深めていけるよ
うにする。そのために、思考ツールを活用して考えを比較、検討したり、関係付けたりしながら
児童の考えや活動を明確にしていく。さらに、振り返りカードにより、児童の思考過程や変容を
見取りながら、深い学びにつなげるようにする。
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＜全体での協議の場面＞ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

みんなにやさしい遊びをつくろう ～自分も笑顔 相手も笑顔 みんなも笑顔～ 

めあて  

 

 

                                  

                

             
   次時の課題・認知症の高齢者とも仲良くしたい。→ 専門家に聞く。  

 ・４年１組の遊びを見直したい。→ みんなが楽しく 
       一人一人を大切に、その人に合ったもの  

振り返り一

覧表（全児童

分） 

・ 

・ 

・ 

参加者 

アンケー

ト・手紙 掲示物 

認知症 

耳・目 ルール説明 

〈振り返りカード〉 

・あのおじいちゃんの笑顔のために、自分ができることをしていきたい。 

・ルールは、一人一人の気持ちになって考えることが大切だと分かった。 

・次にやることがはっきりと分かった。みんなで話すと話がどんどん進む。 

・今日は意見が言えた。みんなの役に立てた。次もがんばりたい。 

得点 

 自分達で 

 見直す 時間 

教師は、目的・ねらいを明確にし、児童
相互の対話的学びから深い学びにつながる
ようグループを回り、発問を投げかけなが
ら、一人一人の発言と行動を見取り、評価
していくようにする。 
「主体的に学習に取り組む態度」では、

特に、「前のめり」の姿勢の児童や、質問を
している児童、変容が見られる児童を評価
していく。 

第２回スマイル交流会に向けて、もっとみんなが笑顔になるためにどうしたらよいか考えよう。 

写真等 

 思考ツールを活用し、グループ内で思考を深めている様子
を、発言内容、表情、態度等から見取り、評価する。 

「自分達がもっと認知症について
知らないといけない。」 

「説明を書き直す方が先だよ。」 

「でも、相手のことを知らないと

うまく伝えられない。」 

「耳の聞こえない人の他にも、
目が不自由な人がいた。両方
の人に分かるルールってどう
すればいいかな。」 

「意見をもっと合わせて、上に上げよう。」 
「この『やさしく伝える』と『丁寧に説

明』って目的は同じじゃないかな。」 

「表情から気持ちが分かる方法はな
いかな？」 

「所員さんにインタビューしよう。」 

「掲示の字の大きさをそろえよう。」 
「話すスピードを練習しよう。」 

 思考ツールと付箋から、どの考えを比較・検討し、
関係付けていったのかを見取り、評価する。 

 振り返りカードより、本時
の思考過程や変容を見取り、
評価する。 
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 振り返りカードより、本時
の思考過程や変容を見取り、
評価する。 
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７　本時の学習指導（本時53、54／70時）
⑴　目標
　 　第二回の交流会に向けて、観点に合わせて情報を整理・分析する活動を通して、自分と友達の

考えを比較したり関係付けたりしながら解決に向けて考えている。
⑵　展開

７ 本時の学習指導（本時 53、54／70 時） 

⑴ 目標 

  第二回の交流会に向けて、観点に合わせて情報を整理・分析する活動を通して、自分と友達の

考えを比較したり関係付けたりしながら解決に向けて考えている。 

⑵ 展開 

学習活動  ・指導上の留意点  〇評価（評価） 準備 時間 

１ 前時を一覧表を基

に確認する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを確

認する。 

 

 

３ 本時の課題解決の

ための見通し（学びの

過程とゴール）と活動

内容を確認する。 

 

 

 

 

 

４ グループで話合い

を行う。 

 

 

 

５ 話合いの結果を発

表し合う。 

 

 

 

 

６ 全体でこれからに

ついて協議する。 

 

 

 

 

 

７ 本時のまとめと振

り返りをする。 

 

 

・前時の振り返りを一覧表に表し、読み合いながら児

童一人一人が現時点での考えを再認識する。 

・ICT を活用し、第一回の交流会の様子が分かる写真

や、高齢者や支援員さん、参加者のアンケートや手

紙を拡大した掲示物を用いて、具体的に確認するよ

うにする。 

 

・隣の席の児童に自分の考えを伝え、よい点を称賛

し合い、発言に自信がもてるようにする。 

・目的意識（やさしいまちづくり）、相手意識（高齢

者介護施設の利用者の方）、方法意識（笑顔になれ

る遊び）を確認する。 

 

 

・本時の見通しとして、みんなが笑顔になるために①

やるべき活動を明確にする。②活動の優先順位を

付けるようにする。 

・考えるための技法を活用し、課題解決できるようピ

ラミッドチャート（活動の優先順位、序列化）を用

いることで、児童一人一人の考えの可視化・操作化

により、思考の過程が残り、課題解決への道筋が見

やすくなり、話合いが活性化することをねらいと

した。 

・各グループの話合いの中で、①友達の反応を大切に

する（認め合い）、②質問を大切にする（深め合い）

③新しい考えをつくる（創造する）ことを意識する

ようにする。意見を捨てていくようにならないよ

うに助言する。 

・児童のワークシート、ホワイトボードに加えて、キ

ーワードや課題と関連することを、分かりやすく

構造的に板書をする。 

・やるべきこととその理由、感想（悩んだことやたく

さん話し合ったこと等）を発表し、全体で内容を協

議する。 

・全体で話合いを共有することで、さらに比較、関係

付けが深まり、「みんなにやさしい」とはどういう

ことか考えを深められるようにする。 

〇交流会に向けて、観点に合わせて情報を整理・分析

し、自分と友達の考えを比較したり、関係付けたり

しながら解決に向けて考えている。（発言、行動、

振り返りカード） 

・学びの捉え直しをする。①学習内容②関係付けや一

般化③自己変容の自覚について記述できるように

促す。 

・意図的に指名し、発表をすることで、学びを共有す

るようにする。 

・全児童 

の振り返

り一覧表 

・前時で

まとめた

第一回の

交流会の

PMI シー

ト 

・もらっ

たアンケ

ート 

 

 

 

 

 

 

・準備（ホ

ワイトボ

ード、ワ
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ト、付箋
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単元の評価規準に「観点に

合わせて情報を…」という内

容を加え、より具体的な活動

に捉え直して評価するよう

にした。 

第２回スマイル交流会に向けて、もっとみんなが笑顔になるためにどうしたらよいか考えよう。 

振り返りを一覧表にすることで、

全児童の学びを捉え直すことが 

できる。共通点や相違点等、共 

感できるところにラインを引き、

自分の考えに加え、友達の考え 

も発表し合う。特別な配慮を必 

要とする児童には、一緒に話を 

聞きながら、自分の考えがもて 

るようにする。 

P284指導計画作成の留意事項⑴ 

８　板書計画

９　本時における指導と評価の実際　
⑴　「発言・行動」の見取り
　〇収集した情報を整理・分析する話合いからの評価

⑵　ワークシート（思考ツール）の見取り

⑶　振り返りカードからの見取り

⑷　評価に基づく改善のポイント
　 　高齢者や障がいのある人々と繰り返し交流する（関わる）ことを通して、交流した人々の考え

や思いに触れ、みんなが幸せに暮らすことができる取組や考え方について理解を深めていけるよ
うにする。そのために、思考ツールを活用して考えを比較、検討したり、関係付けたりしながら
児童の考えや活動を明確にしていく。さらに、振り返りカードにより、児童の思考過程や変容を
見取りながら、深い学びにつなげるようにする。
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   次時の課題・認知症の高齢者とも仲良くしたい。→ 専門家に聞く。  

 ・４年１組の遊びを見直したい。→ みんなが楽しく 
       一人一人を大切に、その人に合ったもの  
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分） 
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参加者 

アンケー

ト・手紙 掲示物 

認知症 

耳・目 ルール説明 

〈振り返りカード〉 

・あのおじいちゃんの笑顔のために、自分ができることをしていきたい。 

・ルールは、一人一人の気持ちになって考えることが大切だと分かった。 

・次にやることがはっきりと分かった。みんなで話すと話がどんどん進む。 

・今日は意見が言えた。みんなの役に立てた。次もがんばりたい。 

得点 

 自分達で 

 見直す 時間 

教師は、目的・ねらいを明確にし、児童
相互の対話的学びから深い学びにつながる
ようグループを回り、発問を投げかけなが
ら、一人一人の発言と行動を見取り、評価
していくようにする。 
「主体的に学習に取り組む態度」では、

特に、「前のめり」の姿勢の児童や、質問を
している児童、変容が見られる児童を評価
していく。 

第２回スマイル交流会に向けて、もっとみんなが笑顔になるためにどうしたらよいか考えよう。 

写真等 

 思考ツールを活用し、グループ内で思考を深めている様子
を、発言内容、表情、態度等から見取り、評価する。 

「自分達がもっと認知症について
知らないといけない。」 
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「耳の聞こえない人の他にも、
目が不自由な人がいた。両方
の人に分かるルールってどう
すればいいかな。」 

「意見をもっと合わせて、上に上げよう。」 
「この『やさしく伝える』と『丁寧に説

明』って目的は同じじゃないかな。」 

「表情から気持ちが分かる方法はな
いかな？」 

「所員さんにインタビューしよう。」 

「掲示の字の大きさをそろえよう。」 
「話すスピードを練習しよう。」 

 思考ツールと付箋から、どの考えを比較・検討し、
関係付けていったのかを見取り、評価する。 

 振り返りカードより、本時
の思考過程や変容を見取り、
評価する。 
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教師は、目的・ねらいを明確にし、児童
相互の対話的学びから深い学びにつながる
ようグループを回り、発問を投げかけなが
ら、一人一人の発言と行動を見取り、評価
していくようにする。 
「主体的に学習に取り組む態度」では、

特に、「前のめり」の姿勢の児童や、質問を
している児童、変容が見られる児童を評価
していく。 

第２回スマイル交流会に向けて、もっとみんなが笑顔になるためにどうしたらよいか考えよう。 

写真等 

 思考ツールを活用し、グループ内で思考を深めている様子
を、発言内容、表情、態度等から見取り、評価する。 

「自分達がもっと認知症について
知らないといけない。」 

「説明を書き直す方が先だよ。」 

「でも、相手のことを知らないと

うまく伝えられない。」 

「耳の聞こえない人の他にも、
目が不自由な人がいた。両方
の人に分かるルールってどう
すればいいかな。」 

「意見をもっと合わせて、上に上げよう。」 
「この『やさしく伝える』と『丁寧に説

明』って目的は同じじゃないかな。」 

「表情から気持ちが分かる方法はな
いかな？」 

「所員さんにインタビューしよう。」 

「掲示の字の大きさをそろえよう。」 
「話すスピードを練習しよう。」 

 思考ツールと付箋から、どの考えを比較・検討し、
関係付けていったのかを見取り、評価する。 

 振り返りカードより、本時
の思考過程や変容を見取り、
評価する。 
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⑴　本時の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等
　 　公園の問題点を解決するにはどうしたらよいか、友達の意見を聞きながら自分たちにできそう

なことを話し合うために、前時までに児童一人一人が書いた解決策等の考えを一覧としてプリン
トにまとめ、それをあらかじめ読ませておき、話合いを活性化できるようにした。

⑵　本時の評価に当たっての工夫、配慮事項等
　 　問題解決のために、自分たちができることを具体的に考え、地域の人とも力を合わせ、一緒に

取り組もうとしている点を評価するようにした。

１　単元名　マイタウン大袋「町のすてきって？」（第３学年　50時間）
２　単元目標
　 　自分たちの町のよさを見付けたり、地域の人の話を聞いたりして、自分たちの町をよりよくす

るための活動を通して、町の環境を守ることに関わっている人々の思いに気付き、仲間と協力し
て知恵を出し合い、問題の解決方法を考えるとともに、学んだことを自らの生活や行動に生かそ
うとする。　　　
３　児童の実態（省略）
４　教材について
　 　本教材は、「自分の住んでいる町」そのものが教材である。これまでの経験も生かしながら、「自

分の町の問題は何か」、「問題解決に必要なことは何か」、「自分にできることは何か」、「友達や他
の人と協力すればできそうなことは何か」などを考え、活動していく。はじめに、１、２年生の
時に生活科の学習で訪れ、遊んだことのある公園を取り上げ、公園を維持・管理する市民ボラン
ティアと繰り返し関わっていくうちに、様々な問題点があることに気付いていく。子供たちにとっ
ては切実感が増し、「公園がただの遊ぶだけの公園ではなくなった」という意識になる。さらに、
子供たちは公園に係る問題解決を基に、その活動を町へと広げていく。単元のスタート時に担任
が子供たちへ「自分たちが住んでいる町のすてきって何かな？」と問いかけたこと（「町のすてき
とは」という概念）について、体験（様々な交流や調査等）と表現（振り返り）を繰り返す中で、
再構築させていきたい。そして、町のすてき探しをする活動を通して、町に愛着をもたせ、自分
たちの大好きな町は自分たちでよくしていこうという態度を育てたい。地域の人との関わり合い
を大切にし、人と人とが助け合って生きていることを実感させ、困難をみんなで乗り越えていく
経験をさせたい。

５　単元の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①　 町の環境を守るための取　
組や人々の思いに触れ、
町の一員としてできるこ
とを実践することが、持
続可能なものになること
を理解している。

②　 町の環境を守ることの大
切さに気付き、自分が興　
味をもったテーマを追究
していく中で、「町のすて
きってこんなこと」とい
う自分なりの概念を構築
している。

③　 町の環境の保全や、より
よい環境の創造のための
取組について調べたこと
を、資料の大事なところ
を読み取ってまとめる方
法が分かっている。

①　 町探検での共通体験をもと
に、地域の人たちの思いや
願いから課題をつくり、解
決に向けて自分にできるこ
とを考えている。

②　 町の環境を守るために必要
な情報を、目的や状況に
応じて選択して収集してい
る。

③　 町の問題を解決するために
収集・蓄積した情報を基に
考えをまとめる中で、試行
錯誤を繰り返しながら、解
決策を探っている。

④　 目的意識を明確にし、伝え
る相手を意識して自分の考
えをまとめ、自らの活動に
ついて深く考えている。

①　 自分たちの町に愛着をも
ち、大好きな町を守ってい
こうとしている。

②　 町や人との関わり、他の児
童との協働的な学習を通し
て、異なる意見や他者の考
えを受け入れながらよりよ
い解決方法を見いだそうと
している。

③　 課題解決の状況を振り返
り、問題に直面した際に、
身の回りの人たちに話を聞
くなどして、あきらめずに
様々な作戦を立て、継続的
に取り組もうとしている。

６　単元の指導計画と評価計画（省略）

＜事例２＞　�「地域の梅林公園の環境を守り続ける人々と地域社会」を探究課題とし、自分の住んでいる
町に愛着をもち、町の一員として自分たちができることについて考えることをねらった事例

　　　　　　第３学年　マイタウン大袋「町のすてきって？」　指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題

７　本時の学習指導（本時 22／50時）
⑴　目標
　 　公園の問題を解決するための話合い活動を通して、様々な条件を考え合わせながら、自分の考

えをまとめたり友達の考えと比べたりして、実現できそうな活動を考えている。
⑵　展開

８　板書計画

 
 

７ 本時の学習指導 （本時 22／50 時） 
⑴ 目標 

  公園の問題を解決するための話合い活動を通して、様々な条件を考え合わせながら、自分の考

えをまとめたり友達の考えと比べたりして、実現できそうな活動を考えている。 

⑵ 展開 

 

８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動 ・指導上の留意点 〇評価（評価方法） 準備 時間 
１ 公園の問題点につ

いて話し合う。 
 
２ 本時のめあてを知

る。 
 
 
３ 問題解決の見通し

をもち、具体的な作

戦を話合いながら考

える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時の学習のまと

めと振り返りをす

る。 

・公園でのボランティア活動や調査活動によって見付け

た問題点を話し合う。 
 
 
 
 

 

・資料を使って話合いをすることを確認する。 

・事前に、クラス全員の考えが書いてある資料を読ませて

おき、話合いを活性化できるようにする。 

・話合いに参加できない児童には、事前に書いた自分の考

えを読ませ、自信をもって意見を言えるように声をかけ

る。（「ＣをＢ」にする手立て） 

・教師は、児童一人一人がどんな思いでどんな考えをもっ

ているかをしっかり把握しておく。 

・板書で座標軸（視点…実現可能か、クラスでできるか、

地域の人と一緒ならできるか）を使い、児童の意見を分

かりやすくまとめられるようにする。 
・児童が出した作戦について、賛成、反対意見だけでなく、

さらによくするための方法や、こういう場合はどうす

るかなど、多面的・多角的に意見を出し合えるようにす

る。 
・座標軸で「できない」のところにある活動を、どうした

ら「できる」の方にもってこられるかを考えるようにす

る。 
・自分たちだけでなく、地域の人と一緒になって取り組め

るように、前もって協力してもらえそうな人を探して

おく。 
 

〇様々な条件を考え合わせながら、自分の考えをまとめ 
 たり、友達の考えと比べたりして、実現できそうな活 
 動を考えている。（発言、カード） 
 

・自分の活動を振り返り、新たな課題を設定できるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 
学級全

員の考

えが書

いてあ

る資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

振り返

りカー

ド 

３ 
 
 
２ 
 
 
 
30 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

マイタウン大袋 
めあて 
 

ボランティアのみなさんがこまっていること 
・あとつぎがいない。 
・うめの木を買うお金がない。 
・草とりがたいへん。 
・うめの木がかれている。 
・犬のふんがあってこまる。 

どうすれば公園のボランティアのみなさ
んのこまりごとが解決できるだろうか？ 

学級全員の考えが書いて

あるプリントを事前に配

付し、自分と同じ考え、 
似ている考え、質問した

いことなど、自分なりに

色分けをしたり、線を引

いたりして、話合いに臨

めるように工夫する。 
【９指導と評価の実際⑶】 

児童の考えた

作戦が、自分

たちで実現可

能なのかそう

でないのかを

具体的に考え

ながら意見を

出せるように

する。 
板書で座標軸

にまとめて、

空想の世界の

会話にならな

いように工夫

する。 
【８板書計画】  

自分たちだけでなく、地

域や役所等の協力を得て

実現させようと考えてい

る児童が見受けられたこ

とから A とする。 
【９指導と評価の実際⑶】 

 どうすれば公園のボランティアのみなさんのこまりごとが解
決できるかをみんなで考えよう 
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〇様々な条件を考え合わせながら、自分の考えをまとめ 
 たり、友達の考えと比べたりして、実現できそうな活 
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あるプリントを事前に配
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色分けをしたり、線を引

いたりして、話合いに臨

めるように工夫する。 
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出せるように
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自分たちだけでなく、地

域や役所等の協力を得て

実現させようと考えてい
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 P284 指導計画作成の留意事項⑵ 
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⑴　本時の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等
　 　公園の問題点を解決するにはどうしたらよいか、友達の意見を聞きながら自分たちにできそう

なことを話し合うために、前時までに児童一人一人が書いた解決策等の考えを一覧としてプリン
トにまとめ、それをあらかじめ読ませておき、話合いを活性化できるようにした。

⑵　本時の評価に当たっての工夫、配慮事項等
　 　問題解決のために、自分たちができることを具体的に考え、地域の人とも力を合わせ、一緒に

取り組もうとしている点を評価するようにした。

１　単元名　マイタウン大袋「町のすてきって？」（第３学年　50時間）
２　単元目標
　 　自分たちの町のよさを見付けたり、地域の人の話を聞いたりして、自分たちの町をよりよくす

るための活動を通して、町の環境を守ることに関わっている人々の思いに気付き、仲間と協力し
て知恵を出し合い、問題の解決方法を考えるとともに、学んだことを自らの生活や行動に生かそ
うとする。　　　
３　児童の実態（省略）
４　教材について
　 　本教材は、「自分の住んでいる町」そのものが教材である。これまでの経験も生かしながら、「自

分の町の問題は何か」、「問題解決に必要なことは何か」、「自分にできることは何か」、「友達や他
の人と協力すればできそうなことは何か」などを考え、活動していく。はじめに、１、２年生の
時に生活科の学習で訪れ、遊んだことのある公園を取り上げ、公園を維持・管理する市民ボラン
ティアと繰り返し関わっていくうちに、様々な問題点があることに気付いていく。子供たちにとっ
ては切実感が増し、「公園がただの遊ぶだけの公園ではなくなった」という意識になる。さらに、
子供たちは公園に係る問題解決を基に、その活動を町へと広げていく。単元のスタート時に担任
が子供たちへ「自分たちが住んでいる町のすてきって何かな？」と問いかけたこと（「町のすてき
とは」という概念）について、体験（様々な交流や調査等）と表現（振り返り）を繰り返す中で、
再構築させていきたい。そして、町のすてき探しをする活動を通して、町に愛着をもたせ、自分
たちの大好きな町は自分たちでよくしていこうという態度を育てたい。地域の人との関わり合い
を大切にし、人と人とが助け合って生きていることを実感させ、困難をみんなで乗り越えていく
経験をさせたい。

５　単元の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①　 町の環境を守るための取　
組や人々の思いに触れ、
町の一員としてできるこ
とを実践することが、持
続可能なものになること
を理解している。

②　 町の環境を守ることの大
切さに気付き、自分が興　
味をもったテーマを追究
していく中で、「町のすて
きってこんなこと」とい
う自分なりの概念を構築
している。

③　 町の環境の保全や、より
よい環境の創造のための
取組について調べたこと
を、資料の大事なところ
を読み取ってまとめる方
法が分かっている。

①　 町探検での共通体験をもと
に、地域の人たちの思いや
願いから課題をつくり、解
決に向けて自分にできるこ
とを考えている。

②　 町の環境を守るために必要
な情報を、目的や状況に
応じて選択して収集してい
る。

③　 町の問題を解決するために
収集・蓄積した情報を基に
考えをまとめる中で、試行
錯誤を繰り返しながら、解
決策を探っている。

④　 目的意識を明確にし、伝え
る相手を意識して自分の考
えをまとめ、自らの活動に
ついて深く考えている。

①　 自分たちの町に愛着をも
ち、大好きな町を守ってい
こうとしている。

②　 町や人との関わり、他の児
童との協働的な学習を通し
て、異なる意見や他者の考
えを受け入れながらよりよ
い解決方法を見いだそうと
している。

③　 課題解決の状況を振り返
り、問題に直面した際に、
身の回りの人たちに話を聞
くなどして、あきらめずに
様々な作戦を立て、継続的
に取り組もうとしている。

６　単元の指導計画と評価計画（省略）

＜事例２＞　�「地域の梅林公園の環境を守り続ける人々と地域社会」を探究課題とし、自分の住んでいる
町に愛着をもち、町の一員として自分たちができることについて考えることをねらった事例

　　　　　　第３学年　マイタウン大袋「町のすてきって？」　指導要領との関わり：地域や学校の特色に応じた課題
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⑴　目標
　 　公園の問題を解決するための話合い活動を通して、様々な条件を考え合わせながら、自分の考

えをまとめたり友達の考えと比べたりして、実現できそうな活動を考えている。
⑵　展開

８　板書計画
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域や役所等の協力を得て

実現させようと考えてい

る児童が見受けられたこ

とから A とする。 
【９指導と評価の実際⑶】 

 どうすれば公園のボランティアのみなさんのこまりごとが解
決できるかをみんなで考えよう 

 P284指導計画作成の留意事項⑵ 

 
 

７ 本時の学習指導 （本時 22／50 時） 
⑴ 目標 

  公園の問題を解決するための話合い活動を通して、様々な条件を考え合わせながら、自分の考
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・事前に、クラス全員の考えが書いてある資料を読ませて

おき、話合いを活性化できるようにする。 

・話合いに参加できない児童には、事前に書いた自分の考

えを読ませ、自信をもって意見を言えるように声をかけ

る。（「ＣをＢ」にする手立て） 

・教師は、児童一人一人がどんな思いでどんな考えをもっ

ているかをしっかり把握しておく。 

・板書で座標軸（視点…実現可能か、クラスでできるか、

地域の人と一緒ならできるか）を使い、児童の意見を分

かりやすくまとめられるようにする。 
・児童が出した作戦について、賛成、反対意見だけでなく、

さらによくするための方法や、こういう場合はどうす
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るように、前もって協力してもらえそうな人を探して

おく。 
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する。 

 

 

 

 

 

 

 
学級全

員の考

えが書

いてあ

る資料 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

振り返

りカー

ド 

３ 
 
 
２ 
 
 
 
30 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 

マイタウン大袋 
めあて 
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どうすれば公園のボランティアのみなさ
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 ボランティアのみなさんが困っていることを知り、みんなで
協力して問題に取り組もうとしている点を評価する。 

〈振り返りカード〉 
・ボランティアさんに少しは楽に

なってもらいたい。 
・このまま任せないで、助けたい。 
・ぼくが後継ぎになる。 

ボランティアのみなさんへの感謝の気持

ちをもつことにとどまらず、「このまま任せ

ていてよいのか」と問いかけ、対話を通し

て自分たちにも何かできないかと、課題意

識を引き出し、評価していくようにする。 

 町のすてき探しや、ボランティアのみなさんへのインタビュ
ー活動を通して思考を深めている様子を、目線、表情、態度、つ
ぶやきなどから見取り、評価する。 

〈児童のつぶやき〉 
「お年寄りがやっていて

大変そうだな。」 
「私もボランティアに参

加してみたいな。」 

「この活動を引き継いでくれ

る人がいないんだ。」 
「梅の木が枯れてきていて、

このままじゃ梅まつりがで

きなくなるかも。」 

 話合いでの発言、振り返りカードなどを重ね合わせ、思考の変容を評価する。友達の考えをさら
によくしようとする発言や、自分たちには何ができるかを考え、それが実現可能か、そうでなけれ
ば、どうすれば実現可能なのかを考えようとしていることなどを評価する。 

公園のことを、みんなにも知ってもらいたいので、回覧板を作ろうと思

うのですが、何を書いたらみんなボランティアに参加してくれると思いま

すか。 

 今まで体験したこと、考えてきたことを重ね合わせ、公園
の問題について「力になれた」という体験をすることで自信
をもち、さらに町全体にも目を向け、他の場所もよくしてい
きたいという気持ちなどを評価する。 

公園の問題点を伝

え、ボランティア

を増やすために、

ポスターを作った

り、回覧板を回し

たりする作戦 

朝の挨拶運動

をしながら、

梅林公園の問

題点を知って

もらう作戦 

市役所の人

と協力して

公園にポス

ターを貼る

作戦 

９　本単元及び本時における指導と評価の実際
⑴　課題設定場面　評価１　
　〇振り返りカードからの評価

⑵　情報収集場面　評価２
　〇人とのかかわりを重視した
　　情報収集の評価

⑶　整理・分析場面　評価３　　※本時における指導と評価
　〇収集した情報を整理・分析する話合いからの評価

⑷　まとめ・表現場面　評価４　
　〇自分たちが考えた作戦を実行し、
　　町の一員として力になろうとす
　　ることの評価

⑸　評価に基づく改善のポイント
　 　公園のボランティアさんが困っていることについて、町の一員として自分には何ができるか、

実現可能かそうでないかを具体的に考えられているか。また、児童の「どうにかしたい」という
気持ちを大切にし、地域、役所等へいつでも協力してもらえる体制を整えておくなどして、児童
の思いが途切れることなく、話合いが進められるようにする。

⑴　本時の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等
　 　第１回の交流体験の様子を動画で振り返り、よかった点や改善点を考える。そして、第２回交

流体験への意欲を高め、さらによりよい交流ができるように意見を出し合い、遊び方を工夫した
り、一人一役となるような役割分担を考えたりすることができるようにする。

⑵　本時の評価に当たっての工夫、配慮事項等
　 　交流体験の振り返りから、課題を解決するために、遊び方の工夫を考えたり、会を進行するた

めに必要なことや用意する物などを考えたりしている点を評価するようにする。

１　単元名　　出会い　ふれ合い　幼稚園　（第６学年　35時間）
２　単元目標
　 　幼稚園の見学や繰り返し幼稚園児と交流する活動を通して、異年齢児への接し方を理解し、幼

稚園児に合った遊びや、幼稚園児の思いや願いをかなえる交流会について主体的に考え、学んだ
ことを自らの生活に生かそうとする。
３　児童の実態
　 　児童は生活科で、１、２年生の交流会、学校探検、町探検を学習してきている。また、総合的

な学習の時間において、地域の高齢者や福祉施設の利用者との交流を行ってきた。本校は隣接し
ている市立幼稚園との交流も盛んに行い、幼小連携に取り組んでいる。本単元では、幼稚園児を
対象にした異年齢集団との交流を通し、人と触れ合うことの素晴らしさや難しさを実感し、人と
の関わり方を学び、今後に生かせるようにしたい。

４　教材について　
　 　本校には、市立幼稚園が隣接している。また、学区内には、私立保育園、福祉施設などもあり、

様々な施設と連携して学習に取り組むことができる。隣接している市立幼稚園とは、６年生との
交流給食や運動会、１年生の授業の様子を参観するなどの交流を図っている。さらに、市立幼稚
園出身の児童も多く、毎年６年生との交流会を実施している。

　 　そこで、本単元では、幼稚園から交流給食を提案されたことを契機に「給食だけでなく、一緒
に遊びたい。」という思いを教材化していく。幼稚園児との交流会を通して、「どのような遊びが
よいか。」「時間配分はどうか。」「どんな伝え方をしたらよいのか。」等を考え、幼稚園児の特性
や接し方を学んでいく。そして、交流会での経験を生かし、幼稚園児の思いや特性を理解し、さ
らによりよい交流会にするために、幼稚園児に関わる人々にインタビューをしたり、他の児童と
協働したりしながら学習を深めていきたい。

５　単元の評価規準　

６　単元の指導計画・評価計画　（省略）

＜事例３＞　�「幼稚園児との交流と幼稚園児に関わる人々の思いや願い」を探究課題とし、幼稚園児との交流を通
して楽しさや難しさに気付き、人との関わり方を学び、今後の生き方に生かすことをねらった事例

　　　　　　�第６学年　「出会い　ふれ合い　幼稚園」　指導要領との関わり：児童の興味・関心に基づく課題
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交流体験の振り返りから、課題を解決するために、遊び方の工夫を考えたり、会を進行するた

めに必要なことや用意する物などを考えたりしている点を評価するようにする。 

 

１ 単元名  出会い ふれ合い 幼稚園 （第６学年 35 時間） 

２ 単元目標 

幼稚園の見学や繰り返し幼稚園児と交流する活動を通して、異年齢児への接し方を理解し、幼

稚園児に合った遊びや、幼稚園児の思いや願いをかなえる交流会について主体的に考え、学んだ

ことを自らの生活に生かそうとする。 

３ 児童の実態 

児童は生活科で、１、２年生の交流会、学校探検、町探検を学習してきている。また、総合的な学習の

時間において、地域の高齢者や福祉施設の利用者との交流を行ってきた。本校は隣接している市立幼稚園

との交流も盛んに行い、幼小連携に取り組んでいる。本単元では、幼稚園児を対象にした異年齢集団との

交流を通し、人と触れ合うことの素晴らしさや難しさを実感し、人との関わり方を学び、今後に生かせる

ようにしたい。 

４ 教材について  

本校には、市立幼稚園が隣接している。また、学区内には、私立保育園、福祉施設などもあり、様々な

施設と連携して学習に取り組むことができる。隣接している市立幼稚園とは、６年生との交流給食や運

動会、１年生の授業の様子を参観するなどの交流を図っている。さらに、市立幼稚園出身の児

童も多く、毎年６年生との交流会を実施している。 

そこで、本単元では、幼稚園から交流給食を提案されたことを契機に「給食だけでなく、一緒に遊び 

たい。」という思いを教材化していく。幼稚園児との交流会を通して、「どのような遊びがよいか。」

「時間配分はどうか。」「どんな伝え方をしたらよいのか。」等を考え、幼稚園児の特性や接し方を学ん

でいく。そして、交流会での経験を生かし、幼稚園児の思いや特性を理解し、さらによりよい交流会にす

るために、幼稚園児に関わる人々にインタビューをしたり、他の児童と協働したりしながら学習を深めて

いきたい。 

５ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 異年齢児との関わり

方を理解している。 

② 課題を追究していく

中で、幼稚園児に関

わる人々の思いや願

いを理解している。 

③ 幼稚園児の実態や思

いをくみ取り、より

よい遊びをつくり、

幼稚園児にとって楽

しい交流会を行って

いる。 

① 幼稚園見学や交流体験から、発見

したことや疑問に感じたことを基

に、自らの課題を設定している。 

② 交流会やインタビューを通して情

報を収集し、よりよい交流を考え

ている。 

③ よりよい交流会にするために、収

集した情報や体験したことを基に

話し合い、考えをまとめている。 

④ 交流会やインタビューを通して考

えたことや分かったことを自分な

りの方法で表現している。 

① 幼稚園交流体験から、幼稚 

園児との関わり方で自分に 

できることを実行しようと 

している。 

② 進んで幼稚園児に関わろう 

としたり、友達と協働して 

交流活動の準備をしたりし 

ている。 

③ 幼稚園児や幼稚園児に関 

わる人々に積極的に関わ 

りながら、自分の課題を 

粘り強く解決しようとし 

ている。 

６ 単元の指導計画・評価計画 （省略） 

＜事例３＞ 幼稚園児との交流と幼稚園児に関わる人々の思いや願い」を探究課題とし、幼稚園児との交流を通し 

      て楽しさや難しさに気付き、人との関わり方を学び、今後の生き方に生かすことをねらった事例  

      第６学年 「出会い ふれ合い 幼稚園」 指導要領との関わり：児童の興味・関心に基づく課題 
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 ボランティアのみなさんが困っていることを知り、みんなで
協力して問題に取り組もうとしている点を評価する。 

〈振り返りカード〉 
・ボランティアさんに少しは楽に

なってもらいたい。 
・このまま任せないで、助けたい。 
・ぼくが後継ぎになる。 

ボランティアのみなさんへの感謝の気持

ちをもつことにとどまらず、「このまま任せ

ていてよいのか」と問いかけ、対話を通し

て自分たちにも何かできないかと、課題意

識を引き出し、評価していくようにする。 

 町のすてき探しや、ボランティアのみなさんへのインタビュ
ー活動を通して思考を深めている様子を、目線、表情、態度、つ
ぶやきなどから見取り、評価する。 

〈児童のつぶやき〉 
「お年寄りがやっていて

大変そうだな。」 
「私もボランティアに参

加してみたいな。」 

「この活動を引き継いでくれ

る人がいないんだ。」 
「梅の木が枯れてきていて、

このままじゃ梅まつりがで

きなくなるかも。」 

 話合いでの発言、振り返りカードなどを重ね合わせ、思考の変容を評価する。友達の考えをさら
によくしようとする発言や、自分たちには何ができるかを考え、それが実現可能か、そうでなけれ
ば、どうすれば実現可能なのかを考えようとしていることなどを評価する。 

公園のことを、みんなにも知ってもらいたいので、回覧板を作ろうと思

うのですが、何を書いたらみんなボランティアに参加してくれると思いま

すか。 

 今まで体験したこと、考えてきたことを重ね合わせ、公園
の問題について「力になれた」という体験をすることで自信
をもち、さらに町全体にも目を向け、他の場所もよくしてい
きたいという気持ちなどを評価する。 

公園の問題点を伝

え、ボランティア

を増やすために、

ポスターを作った

り、回覧板を回し

たりする作戦 

朝の挨拶運動

をしながら、

梅林公園の問

題点を知って

もらう作戦 

市役所の人

と協力して

公園にポス

ターを貼る

作戦 

９　本単元及び本時における指導と評価の実際
⑴　課題設定場面　評価１　
　〇振り返りカードからの評価

⑵　情報収集場面　評価２
　〇人とのかかわりを重視した
　　情報収集の評価

⑶　整理・分析場面　評価３　　※本時における指導と評価
　〇収集した情報を整理・分析する話合いからの評価

⑷　まとめ・表現場面　評価４　
　〇自分たちが考えた作戦を実行し、
　　町の一員として力になろうとす
　　ることの評価

⑸　評価に基づく改善のポイント
　 　公園のボランティアさんが困っていることについて、町の一員として自分には何ができるか、

実現可能かそうでないかを具体的に考えられているか。また、児童の「どうにかしたい」という
気持ちを大切にし、地域、役所等へいつでも協力してもらえる体制を整えておくなどして、児童
の思いが途切れることなく、話合いが進められるようにする。

⑴　本時の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等
　 　第１回の交流体験の様子を動画で振り返り、よかった点や改善点を考える。そして、第２回交

流体験への意欲を高め、さらによりよい交流ができるように意見を出し合い、遊び方を工夫した
り、一人一役となるような役割分担を考えたりすることができるようにする。

⑵　本時の評価に当たっての工夫、配慮事項等
　 　交流体験の振り返りから、課題を解決するために、遊び方の工夫を考えたり、会を進行するた

めに必要なことや用意する物などを考えたりしている点を評価するようにする。

１　単元名　　出会い　ふれ合い　幼稚園　（第６学年　35時間）
２　単元目標
　 　幼稚園の見学や繰り返し幼稚園児と交流する活動を通して、異年齢児への接し方を理解し、幼

稚園児に合った遊びや、幼稚園児の思いや願いをかなえる交流会について主体的に考え、学んだ
ことを自らの生活に生かそうとする。
３　児童の実態
　 　児童は生活科で、１、２年生の交流会、学校探検、町探検を学習してきている。また、総合的

な学習の時間において、地域の高齢者や福祉施設の利用者との交流を行ってきた。本校は隣接し
ている市立幼稚園との交流も盛んに行い、幼小連携に取り組んでいる。本単元では、幼稚園児を
対象にした異年齢集団との交流を通し、人と触れ合うことの素晴らしさや難しさを実感し、人と
の関わり方を学び、今後に生かせるようにしたい。

４　教材について　
　 　本校には、市立幼稚園が隣接している。また、学区内には、私立保育園、福祉施設などもあり、

様々な施設と連携して学習に取り組むことができる。隣接している市立幼稚園とは、６年生との
交流給食や運動会、１年生の授業の様子を参観するなどの交流を図っている。さらに、市立幼稚
園出身の児童も多く、毎年６年生との交流会を実施している。

　 　そこで、本単元では、幼稚園から交流給食を提案されたことを契機に「給食だけでなく、一緒
に遊びたい。」という思いを教材化していく。幼稚園児との交流会を通して、「どのような遊びが
よいか。」「時間配分はどうか。」「どんな伝え方をしたらよいのか。」等を考え、幼稚園児の特性
や接し方を学んでいく。そして、交流会での経験を生かし、幼稚園児の思いや特性を理解し、さ
らによりよい交流会にするために、幼稚園児に関わる人々にインタビューをしたり、他の児童と
協働したりしながら学習を深めていきたい。

５　単元の評価規準　

６　単元の指導計画・評価計画　（省略）

＜事例３＞　�「幼稚園児との交流と幼稚園児に関わる人々の思いや願い」を探究課題とし、幼稚園児との交流を通
して楽しさや難しさに気付き、人との関わり方を学び、今後の生き方に生かすことをねらった事例

　　　　　　�第６学年　「出会い　ふれ合い　幼稚園」　指導要領との関わり：児童の興味・関心に基づく課題
 

⑴ 本時の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等 

第１回の交流体験の様子を動画で振り返り、よかった点や改善点を考える。そして、第２回交

流体験への意欲を高め、さらによりよい交流ができるように意見を出し合い、遊び方を工夫した

り、一人一役となるような役割分担を考えたりすることができるようにする。 

⑵ 本時の評価に当たっての工夫、配慮事項等 

交流体験の振り返りから、課題を解決するために、遊び方の工夫を考えたり、会を進行するた

めに必要なことや用意する物などを考えたりしている点を評価するようにする。 

 

１ 単元名  出会い ふれ合い 幼稚園 （第６学年 35 時間） 

２ 単元目標 

幼稚園の見学や繰り返し幼稚園児と交流する活動を通して、異年齢児への接し方を理解し、幼

稚園児に合った遊びや、幼稚園児の思いや願いをかなえる交流会について主体的に考え、学んだ

ことを自らの生活に生かそうとする。 

３ 児童の実態 

児童は生活科で、１、２年生の交流会、学校探検、町探検を学習してきている。また、総合的な学習の

時間において、地域の高齢者や福祉施設の利用者との交流を行ってきた。本校は隣接している市立幼稚園

との交流も盛んに行い、幼小連携に取り組んでいる。本単元では、幼稚園児を対象にした異年齢集団との

交流を通し、人と触れ合うことの素晴らしさや難しさを実感し、人との関わり方を学び、今後に生かせる

ようにしたい。 

４ 教材について  

本校には、市立幼稚園が隣接している。また、学区内には、私立保育園、福祉施設などもあり、様々な

施設と連携して学習に取り組むことができる。隣接している市立幼稚園とは、６年生との交流給食や運

動会、１年生の授業の様子を参観するなどの交流を図っている。さらに、市立幼稚園出身の児

童も多く、毎年６年生との交流会を実施している。 

そこで、本単元では、幼稚園から交流給食を提案されたことを契機に「給食だけでなく、一緒に遊び 

たい。」という思いを教材化していく。幼稚園児との交流会を通して、「どのような遊びがよいか。」

「時間配分はどうか。」「どんな伝え方をしたらよいのか。」等を考え、幼稚園児の特性や接し方を学ん

でいく。そして、交流会での経験を生かし、幼稚園児の思いや特性を理解し、さらによりよい交流会にす

るために、幼稚園児に関わる人々にインタビューをしたり、他の児童と協働したりしながら学習を深めて

いきたい。 

５ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 異年齢児との関わり

方を理解している。 

② 課題を追究していく

中で、幼稚園児に関

わる人々の思いや願

いを理解している。 

③ 幼稚園児の実態や思

いをくみ取り、より

よい遊びをつくり、

幼稚園児にとって楽

しい交流会を行って

いる。 

① 幼稚園見学や交流体験から、発見

したことや疑問に感じたことを基

に、自らの課題を設定している。 

② 交流会やインタビューを通して情

報を収集し、よりよい交流を考え

ている。 

③ よりよい交流会にするために、収

集した情報や体験したことを基に

話し合い、考えをまとめている。 

④ 交流会やインタビューを通して考

えたことや分かったことを自分な

りの方法で表現している。 

① 幼稚園交流体験から、幼稚 

園児との関わり方で自分に 

できることを実行しようと 

している。 

② 進んで幼稚園児に関わろう 

としたり、友達と協働して 

交流活動の準備をしたりし 

ている。 

③ 幼稚園児や幼稚園児に関 

わる人々に積極的に関わ 

りながら、自分の課題を 

粘り強く解決しようとし 

ている。 

６ 単元の指導計画・評価計画 （省略） 

＜事例３＞ 幼稚園児との交流と幼稚園児に関わる人々の思いや願い」を探究課題とし、幼稚園児との交流を通し 

      て楽しさや難しさに気付き、人との関わり方を学び、今後の生き方に生かすことをねらった事例  

      第６学年 「出会い ふれ合い 幼稚園」 指導要領との関わり：児童の興味・関心に基づく課題 
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 ボランティアのみなさんが困っていることを知り、みんなで
協力して問題に取り組もうとしている点を評価する。 

〈振り返りカード〉 
・ボランティアさんに少しは楽に

なってもらいたい。 
・このまま任せないで、助けたい。 
・ぼくが後継ぎになる。 

ボランティアのみなさんへの感謝の気持

ちをもつことにとどまらず、「このまま任せ

ていてよいのか」と問いかけ、対話を通し

て自分たちにも何かできないかと、課題意

識を引き出し、評価していくようにする。 

 町のすてき探しや、ボランティアのみなさんへのインタビュ
ー活動を通して思考を深めている様子を、目線、表情、態度、つ
ぶやきなどから見取り、評価する。 

〈児童のつぶやき〉 
「お年寄りがやっていて

大変そうだな。」 
「私もボランティアに参

加してみたいな。」 

「この活動を引き継いでくれ

る人がいないんだ。」 
「梅の木が枯れてきていて、

このままじゃ梅まつりがで

きなくなるかも。」 

 話合いでの発言、振り返りカードなどを重ね合わせ、思考の変容を評価する。友達の考えをさら
によくしようとする発言や、自分たちには何ができるかを考え、それが実現可能か、そうでなけれ
ば、どうすれば実現可能なのかを考えようとしていることなどを評価する。 

公園のことを、みんなにも知ってもらいたいので、回覧板を作ろうと思

うのですが、何を書いたらみんなボランティアに参加してくれると思いま

すか。 

 今まで体験したこと、考えてきたことを重ね合わせ、公園
の問題について「力になれた」という体験をすることで自信
をもち、さらに町全体にも目を向け、他の場所もよくしてい
きたいという気持ちなどを評価する。 

公園の問題点を伝

え、ボランティア

を増やすために、

ポスターを作った

り、回覧板を回し

たりする作戦 

朝の挨拶運動

をしながら、

梅林公園の問

題点を知って

もらう作戦 

市役所の人

と協力して

公園にポス

ターを貼る

作戦 

⑴　本時の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等
　 　第１回の交流体験の様子を動画で振り返り、よかった点や改善点を考える。そして、第２回交

流体験への意欲を高め、さらによりよい交流ができるように意見を出し合い、遊び方を工夫した
り、一人一役となるような役割分担を考えたりすることができるようにする。

⑵　本時の評価に当たっての工夫、配慮事項等
　 　交流体験の振り返りから、課題を解決するために、遊び方の工夫を考えたり、会を進行するた

めに必要なことや用意する物などを考えたりしている点を評価するようにする。

１　単元名　　出会い　ふれ合い　幼稚園　（第６学年　35時間）
２　単元目標
　 　幼稚園の見学や繰り返し幼稚園児と交流する活動を通して、異年齢児への接し方を理解し、幼

稚園児に合った遊びや、幼稚園児の思いや願いをかなえる交流会について主体的に考え、学んだ
ことを自らの生活に生かそうとする。
３　児童の実態
　 　児童は生活科で、１、２年生の交流会、学校探検、町探検を学習してきている。また、総合的

な学習の時間において、地域の高齢者や福祉施設の利用者との交流を行ってきた。本校は隣接し
ている市立幼稚園との交流も盛んに行い、幼小連携に取り組んでいる。本単元では、幼稚園児を
対象にした異年齢集団との交流を通し、人と触れ合うことの素晴らしさや難しさを実感し、人と
の関わり方を学び、今後に生かせるようにしたい。

４　教材について　
　 　本校には、市立幼稚園が隣接している。また、学区内には、私立保育園、福祉施設などもあり、

様々な施設と連携して学習に取り組むことができる。隣接している市立幼稚園とは、６年生との
交流給食や運動会、１年生の授業の様子を参観するなどの交流を図っている。さらに、市立幼稚
園出身の児童も多く、毎年６年生との交流会を実施している。

　 　そこで、本単元では、幼稚園から交流給食を提案されたことを契機に「給食だけでなく、一緒
に遊びたい。」という思いを教材化していく。幼稚園児との交流会を通して、「どのような遊びが
よいか。」「時間配分はどうか。」「どんな伝え方をしたらよいのか。」等を考え、幼稚園児の特性
や接し方を学んでいく。そして、交流会での経験を生かし、幼稚園児の思いや特性を理解し、さ
らによりよい交流会にするために、幼稚園児に関わる人々にインタビューをしたり、他の児童と
協働したりしながら学習を深めていきたい。

５　単元の評価規準　

６　単元の指導計画・評価計画　（省略）

＜事例３＞　�「幼稚園児との交流と幼稚園児に関わる人々の思いや願い」を探究課題とし、幼稚園児との交流を通
して楽しさや難しさに気付き、人との関わり方を学び、今後の生き方に生かすことをねらった事例

　　　　　　�第６学年　「出会い　ふれ合い　幼稚園」　指導要領との関わり：児童の興味・関心に基づく課題
 

⑴ 本時の指導計画の作成に当たっての工夫、配慮事項等 

第１回の交流体験の様子を動画で振り返り、よかった点や改善点を考える。そして、第２回交

流体験への意欲を高め、さらによりよい交流ができるように意見を出し合い、遊び方を工夫した

り、一人一役となるような役割分担を考えたりすることができるようにする。 

⑵ 本時の評価に当たっての工夫、配慮事項等 

交流体験の振り返りから、課題を解決するために、遊び方の工夫を考えたり、会を進行するた

めに必要なことや用意する物などを考えたりしている点を評価するようにする。 

 

１ 単元名  出会い ふれ合い 幼稚園 （第６学年 35 時間） 

２ 単元目標 

幼稚園の見学や繰り返し幼稚園児と交流する活動を通して、異年齢児への接し方を理解し、幼

稚園児に合った遊びや、幼稚園児の思いや願いをかなえる交流会について主体的に考え、学んだ

ことを自らの生活に生かそうとする。 

３ 児童の実態 

児童は生活科で、１、２年生の交流会、学校探検、町探検を学習してきている。また、総合的な学習の

時間において、地域の高齢者や福祉施設の利用者との交流を行ってきた。本校は隣接している市立幼稚園

との交流も盛んに行い、幼小連携に取り組んでいる。本単元では、幼稚園児を対象にした異年齢集団との

交流を通し、人と触れ合うことの素晴らしさや難しさを実感し、人との関わり方を学び、今後に生かせる

ようにしたい。 

４ 教材について  

本校には、市立幼稚園が隣接している。また、学区内には、私立保育園、福祉施設などもあり、様々な

施設と連携して学習に取り組むことができる。隣接している市立幼稚園とは、６年生との交流給食や運

動会、１年生の授業の様子を参観するなどの交流を図っている。さらに、市立幼稚園出身の児

童も多く、毎年６年生との交流会を実施している。 

そこで、本単元では、幼稚園から交流給食を提案されたことを契機に「給食だけでなく、一緒に遊び 

たい。」という思いを教材化していく。幼稚園児との交流会を通して、「どのような遊びがよいか。」

「時間配分はどうか。」「どんな伝え方をしたらよいのか。」等を考え、幼稚園児の特性や接し方を学ん

でいく。そして、交流会での経験を生かし、幼稚園児の思いや特性を理解し、さらによりよい交流会にす

るために、幼稚園児に関わる人々にインタビューをしたり、他の児童と協働したりしながら学習を深めて

いきたい。 

５ 単元の評価規準  

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 異年齢児との関わり

方を理解している。 

② 課題を追究していく

中で、幼稚園児に関

わる人々の思いや願

いを理解している。 

③ 幼稚園児の実態や思

いをくみ取り、より

よい遊びをつくり、

幼稚園児にとって楽

しい交流会を行って

いる。 

① 幼稚園見学や交流体験から、発見

したことや疑問に感じたことを基

に、自らの課題を設定している。 

② 交流会やインタビューを通して情

報を収集し、よりよい交流を考え

ている。 

③ よりよい交流会にするために、収

集した情報や体験したことを基に

話し合い、考えをまとめている。 

④ 交流会やインタビューを通して考

えたことや分かったことを自分な

りの方法で表現している。 

① 幼稚園交流体験から、幼稚 

園児との関わり方で自分に 

できることを実行しようと 

している。 

② 進んで幼稚園児に関わろう 

としたり、友達と協働して 

交流活動の準備をしたりし 

ている。 

③ 幼稚園児や幼稚園児に関 

わる人々に積極的に関わ 

りながら、自分の課題を 

粘り強く解決しようとし 

ている。 

６ 単元の指導計画・評価計画 （省略） 

＜事例３＞ 幼稚園児との交流と幼稚園児に関わる人々の思いや願い」を探究課題とし、幼稚園児との交流を通し 

      て楽しさや難しさに気付き、人との関わり方を学び、今後の生き方に生かすことをねらった事例  

      第６学年 「出会い ふれ合い 幼稚園」 指導要領との関わり：児童の興味・関心に基づく課題 
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７　本時の学習指導（本時12／35時）
⑴　目標
　 　幼稚園児が楽しむことのできる交流会について話し合う活動を通して、自分の主張を明確にし

たり、友達の主張のよさを認めたりしながら、よりよい交流の仕方を考えている。
⑵　展開

７ 本時の学習指導（本時 12／35時） 

⑴ 目標 

幼稚園児が楽しむことのできる交流会について話し合う活動を通して、自分の主張を明確にし

たり、友達の主張のよさを認めたりしながら、よりよい交流の仕方を考えている。           

⑵ 展開 

 ）法方価評（価評〇 点意留の上導指・ 動活習学

１ 前時の確認をす

る。 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを

確認する。 

 

 

３ 学習の流れを知

り見通しをもつ。 

 

 

４ 活動内容を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ グループでの話

合いを全体に発表

する。 

 

 

 

６ 発表を聞いて、

自分たちの活動内

容について再考す

る。 

 

７ 本時の学習のま

とめと振り返りを

する。 

 

 

・ＩＣＴを使い、第 1回交流体験の動画を視聴する。 

 

 

 

・視聴後、交流体験でよかった点や困った点を発表し、共感できるように

する。 

 

 

 

 

・学習の流れを掲示したり、話合いの仕方や視点を説明したりして、どの

児童も活動の見通しをもち、主体的に活動できるようにする。 

・前時の交流体験で困った点や難しかった点について振り返り、それらを

どう改善していくか考えられるようにする。 
・三角ロジック（自分の主張、理由、根拠）を使い、前回の交流体験を生

かして、園児の思いに合う遊びを考えることができるようにする。 

・室内遊び、外遊びを考える。なぜ、その遊びを選んだのかその理由や根

拠を考えることで、よりよい遊びを選定できるようにする。 

・個人の考えをグループで共有し、理由や根拠に着目して園児に合った活

動を考えることができるように話し合う。 

 

 

 

・自分の考えの根拠がまとまらない児童には、前回の交流会での様子を確

認することができるように、意図的に話合いの場を設定する。（「Ｃを

Ｂ」にする手立て） 

・グループでの話合いを全体に発表する際、前時の交流体験の反省点を踏

まえて考えたことや座標軸を使って考えた理由も発表するようにする。 

・各グループの理由や根拠の共通点を分類・整理しながら板書し、児童の

思考の一助とする。 

 

 

・他のグループの考えのよい所を自分たちのグループでも採用できるかど

うか考えるようにする。 

 

 

 

・めあてについて、どんな視点で考えたか振り返りながらまとめられるよ

うにする。 

 

 

〇幼稚園児の興味・関心や今までの経験を基に話合い、さらによりよい交

流の仕方を考えている。（ワークシート、観察、発言） 

・幼稚園児の興味・関心や発達段階、前回の交流体験の反省を考慮して、

次回の交流計画を考えていることを称賛し、まとめられるようにする。 

幼稚園児ともっと楽しく活動できる工夫を考えよう。 

楽しかったことや困ったことなどが想起できるように、動画で確認する。 

Ｐ284指導計画作成の留意事項⑴ 

・幼稚園児の好きな遊び ・頭や体を使う遊び ・やさしくて楽しい遊び ・時間配分 

他のグループの根拠と比較して、自分たちの活動内容をさらによくして

いこうと考えている姿を評価するようにする。 

国語科や社会科等の学習を生かし、根拠を基に自分たちの考えを発表できるようにする。 

国語科や特別活動の

学習を生かし、各グ

ループで司会を立て

て班の考えをまとめ

られるようにする。 思考ツールを使って、幼稚園児の興味・関心を比較したり、分類したりし

て改善点とともに遊びを考えている姿を評価するようにする。 

８　板書計画

９　本時における指導と評価の実際
⑴　三角ロジックの活用
　 　児童の主張（結論）を裏付けるための理由

（推論・解釈）や、根拠（事実・データ）に
ついて、ワークシートを用いて児童の思考を
視覚化したり、整理したりすることができる
ようにする。また、机間指導を通して、児童
の主張に対し、「どうしてそう考えたのか。」
「どこからそのように考えたのか。」と問い
返すことで自分の主張がより深まり、相手が
納得する主張となる。

　 　三角ロジックの活用で言語活動の充実を図
るとともに児童の論理的思考力を高め、学力
向上につなげていくことが期待できる。

⑵ 　児童が幼稚園児の発達の段階や思いを理解し、活動計画を立てることができるようにする。幼
稚園児との交流の楽しさや難しさを話し合い、共感したり、友だちとの対話からヒントを得たり
できるように、教師は調整役となることを心がける。また、他教科との関連を図り、話合いでは、
司会等を輪番制にし、どの児童にも経験を積むことができるようにする。

⑶　評価に基づく改善のポイント
　 　教師は、児童が思考しやすいように、また、特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童へ

の困り感を減らすために、ＩＣＴの活用、活動の流れや話合い仕方の提示、ワークシートの工夫
をしていく必要がある。ワークシートに関しては、児童の思考を明確にするため、また、発表す
る際の手立てにもなるように工夫をしていく。単元開始前、終了の際に、学年間でワークシート
の活用方法や修正等を話し合い、評価につなげていくことが大切である。

８ 板書計画 

めあて  

 

 

９ 本時における指導と評価の実際 

⑴ 三角ロジックの活用 

児童の主張（結論）を裏付けるための理由 

（推論・解釈）や、根拠（事実・データ）に 

ついて、ワークシートを用いて児童の思考を 

視覚化したり、整理したりすることができる 

ようにする。また、机間指導を通して、児童 

の主張に対し、「どうしてそう考えたのか。」 

「どこからそのように考えたのか。」と問い 

返すことで自分の主張がより深まり、相手が

納得する主張となる。 

三角ロジックの活用で言語活動の充実を図

るとともに児童の論理的思考力を高め、学力

向上につなげていくことが期待できる。 

 

⑵ 児童が幼稚園児の発達の段階や思いを理解し、活動計画を立てることができるようする。幼

稚園児との交流の楽しさや難しさを話し合い、共感したり、友だちとの対話からヒントを得た

りできるように、教師は調整役となることを心がける。また、他教科との関連を図り、話合い

では、司会等を輪番制にし、どの児童にも経験を積むことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

前回の交流会を振り返り、幼稚園児の実態や時間配分などを考え、自分の主張について理由

や根拠を明確にして話し合っていることを評価する。 

 

⑶ 評価に基づく改善のポイント 

  教師は、児童が思考しやすいように、また、特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童へ

の困り感を減らすために、ＩＣＴの活用、活動の流れや話合い仕方の提示、ワークシートの工夫

をしていく必要がある。ワークシートに関しては、児童の思考を明確にするため、また、発表す

る際の手立てにもなるように工夫をしていく。単元開始前、終了の際に、学年間でワークシート

の活用方法や修正等を話し合い、評価につなげていくことが大切である。 

学習の流れ 

幼稚園児ともっと楽しく活動できる⼯夫を考えよう。 

話合いの仕⽅ 

交流体験 

よかった点 

 

 

 

困った点 

おにごっこ 
・遊びが簡単でよい。 
・体を動かすことが好きな

⼦が多い。 

紙芝居 
・役割分担できる。 
・集中して話を聞くこ

とができる。 

ボーリング 
・遊びが簡単でよい。 
・レベルを上げる。 

ばばぬき 
・絵や数字を合わせる。数字

の勉強になる。 

折り紙 
・⼀緒にできる。 
・作品に仕上がる。プ

レゼントになる。 

ドッジボール 
・体⼒向上につながる。 
・柔らかいボールがよい。 

 
遊び⽅が分かりやすい 

体⼒向上！ 
 

ボーリングは、遊び

方が簡単だし、全部

倒すととても喜んで

いたよ。レベルを高

くしてみる？ 

前回はトランプで

神経衰弱をしたけ

れど、全部終わる

までに時間がかか

ったね。 

⼩学校で⽣かせる 

８ 板書計画 

めあて  

 

 

９ 本時における指導と評価の実際 

⑴ 三角ロジックの活用 

児童の主張（結論）を裏付けるための理由 

（推論・解釈）や、根拠（事実・データ）に 

ついて、ワークシートを用いて児童の思考を 

視覚化したり、整理したりすることができる 

ようにする。また、机間指導を通して、児童 

の主張に対し、「どうしてそう考えたのか。」 

「どこからそのように考えたのか。」と問い 

返すことで自分の主張がより深まり、相手が

納得する主張となる。 

三角ロジックの活用で言語活動の充実を図

るとともに児童の論理的思考力を高め、学力

向上につなげていくことが期待できる。 

 

⑵ 児童が幼稚園児の発達の段階や思いを理解し、活動計画を立てることができるようする。幼

稚園児との交流の楽しさや難しさを話し合い、共感したり、友だちとの対話からヒントを得た

りできるように、教師は調整役となることを心がける。また、他教科との関連を図り、話合い

では、司会等を輪番制にし、どの児童にも経験を積むことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

前回の交流会を振り返り、幼稚園児の実態や時間配分などを考え、自分の主張について理由

や根拠を明確にして話し合っていることを評価する。 

 

⑶ 評価に基づく改善のポイント 

  教師は、児童が思考しやすいように、また、特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童へ

の困り感を減らすために、ＩＣＴの活用、活動の流れや話合い仕方の提示、ワークシートの工夫

をしていく必要がある。ワークシートに関しては、児童の思考を明確にするため、また、発表す

る際の手立てにもなるように工夫をしていく。単元開始前、終了の際に、学年間でワークシート

の活用方法や修正等を話し合い、評価につなげていくことが大切である。 

学習の流れ 

幼稚園児ともっと楽しく活動できる⼯夫を考えよう。 

話合いの仕⽅ 

交流体験 

よかった点 

 

 

 

困った点 

おにごっこ 
・遊びが簡単でよい。 
・体を動かすことが好きな

⼦が多い。 

紙芝居 
・役割分担できる。 
・集中して話を聞くこ

とができる。 

ボーリング 
・遊びが簡単でよい。 
・レベルを上げる。 

ばばぬき 
・絵や数字を合わせる。数字

の勉強になる。 

折り紙 
・⼀緒にできる。 
・作品に仕上がる。プ

レゼントになる。 

ドッジボール 
・体⼒向上につながる。 
・柔らかいボールがよい。 

 
遊び⽅が分かりやすい 

体⼒向上！ 
 

ボーリングは、遊び

方が簡単だし、全部

倒すととても喜んで

いたよ。レベルを高

くしてみる？ 

前回はトランプで

神経衰弱をしたけ

れど、全部終わる

までに時間がかか

ったね。 

⼩学校で⽣かせる 
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７　本時の学習指導（本時12／35時）
⑴　目標
　 　幼稚園児が楽しむことのできる交流会について話し合う活動を通して、自分の主張を明確にし

たり、友達の主張のよさを認めたりしながら、よりよい交流の仕方を考えている。
⑵　展開

７ 本時の学習指導（本時 12／35時） 

⑴ 目標 

幼稚園児が楽しむことのできる交流会について話し合う活動を通して、自分の主張を明確にし

たり、友達の主張のよさを認めたりしながら、よりよい交流の仕方を考えている。           

⑵ 展開 

 ）法方価評（価評〇 点意留の上導指・ 動活習学

１ 前時の確認をす

る。 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを

確認する。 

 

 

３ 学習の流れを知

り見通しをもつ。 

 

 

４ 活動内容を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ グループでの話

合いを全体に発表

する。 

 

 

 

６ 発表を聞いて、

自分たちの活動内

容について再考す

る。 

 

７ 本時の学習のま

とめと振り返りを

する。 

 

 

・ＩＣＴを使い、第 1回交流体験の動画を視聴する。 

 

 

 

・視聴後、交流体験でよかった点や困った点を発表し、共感できるように

する。 

 

 

 

 

・学習の流れを掲示したり、話合いの仕方や視点を説明したりして、どの

児童も活動の見通しをもち、主体的に活動できるようにする。 

・前時の交流体験で困った点や難しかった点について振り返り、それらを

どう改善していくか考えられるようにする。 
・三角ロジック（自分の主張、理由、根拠）を使い、前回の交流体験を生

かして、園児の思いに合う遊びを考えることができるようにする。 

・室内遊び、外遊びを考える。なぜ、その遊びを選んだのかその理由や根

拠を考えることで、よりよい遊びを選定できるようにする。 

・個人の考えをグループで共有し、理由や根拠に着目して園児に合った活

動を考えることができるように話し合う。 

 

 

 

・自分の考えの根拠がまとまらない児童には、前回の交流会での様子を確

認することができるように、意図的に話合いの場を設定する。（「Ｃを

Ｂ」にする手立て） 

・グループでの話合いを全体に発表する際、前時の交流体験の反省点を踏

まえて考えたことや座標軸を使って考えた理由も発表するようにする。 

・各グループの理由や根拠の共通点を分類・整理しながら板書し、児童の

思考の一助とする。 

 

 

・他のグループの考えのよい所を自分たちのグループでも採用できるかど

うか考えるようにする。 

 

 

 

・めあてについて、どんな視点で考えたか振り返りながらまとめられるよ

うにする。 

 

 

〇幼稚園児の興味・関心や今までの経験を基に話合い、さらによりよい交

流の仕方を考えている。（ワークシート、観察、発言） 

・幼稚園児の興味・関心や発達段階、前回の交流体験の反省を考慮して、

次回の交流計画を考えていることを称賛し、まとめられるようにする。 

幼稚園児ともっと楽しく活動できる工夫を考えよう。 

楽しかったことや困ったことなどが想起できるように、動画で確認する。 

Ｐ284指導計画作成の留意事項⑴ 

・幼稚園児の好きな遊び ・頭や体を使う遊び ・やさしくて楽しい遊び ・時間配分 

他のグループの根拠と比較して、自分たちの活動内容をさらによくして

いこうと考えている姿を評価するようにする。 

国語科や社会科等の学習を生かし、根拠を基に自分たちの考えを発表できるようにする。 

国語科や特別活動の

学習を生かし、各グ

ループで司会を立て

て班の考えをまとめ

られるようにする。 思考ツールを使って、幼稚園児の興味・関心を比較したり、分類したりし

て改善点とともに遊びを考えている姿を評価するようにする。 

８　板書計画

９　本時における指導と評価の実際
⑴　三角ロジックの活用
　 　児童の主張（結論）を裏付けるための理由

（推論・解釈）や、根拠（事実・データ）に
ついて、ワークシートを用いて児童の思考を
視覚化したり、整理したりすることができる
ようにする。また、机間指導を通して、児童
の主張に対し、「どうしてそう考えたのか。」
「どこからそのように考えたのか。」と問い
返すことで自分の主張がより深まり、相手が
納得する主張となる。

　 　三角ロジックの活用で言語活動の充実を図
るとともに児童の論理的思考力を高め、学力
向上につなげていくことが期待できる。

⑵ 　児童が幼稚園児の発達の段階や思いを理解し、活動計画を立てることができるようにする。幼
稚園児との交流の楽しさや難しさを話し合い、共感したり、友だちとの対話からヒントを得たり
できるように、教師は調整役となることを心がける。また、他教科との関連を図り、話合いでは、
司会等を輪番制にし、どの児童にも経験を積むことができるようにする。

⑶　評価に基づく改善のポイント
　 　教師は、児童が思考しやすいように、また、特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童へ

の困り感を減らすために、ＩＣＴの活用、活動の流れや話合い仕方の提示、ワークシートの工夫
をしていく必要がある。ワークシートに関しては、児童の思考を明確にするため、また、発表す
る際の手立てにもなるように工夫をしていく。単元開始前、終了の際に、学年間でワークシート
の活用方法や修正等を話し合い、評価につなげていくことが大切である。

８ 板書計画 

めあて  

 

 

９ 本時における指導と評価の実際 

⑴ 三角ロジックの活用 

児童の主張（結論）を裏付けるための理由 

（推論・解釈）や、根拠（事実・データ）に 

ついて、ワークシートを用いて児童の思考を 

視覚化したり、整理したりすることができる 

ようにする。また、机間指導を通して、児童 

の主張に対し、「どうしてそう考えたのか。」 

「どこからそのように考えたのか。」と問い 

返すことで自分の主張がより深まり、相手が

納得する主張となる。 

三角ロジックの活用で言語活動の充実を図

るとともに児童の論理的思考力を高め、学力

向上につなげていくことが期待できる。 

 

⑵ 児童が幼稚園児の発達の段階や思いを理解し、活動計画を立てることができるようする。幼

稚園児との交流の楽しさや難しさを話し合い、共感したり、友だちとの対話からヒントを得た

りできるように、教師は調整役となることを心がける。また、他教科との関連を図り、話合い

では、司会等を輪番制にし、どの児童にも経験を積むことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

前回の交流会を振り返り、幼稚園児の実態や時間配分などを考え、自分の主張について理由

や根拠を明確にして話し合っていることを評価する。 

 

⑶ 評価に基づく改善のポイント 

  教師は、児童が思考しやすいように、また、特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童へ

の困り感を減らすために、ＩＣＴの活用、活動の流れや話合い仕方の提示、ワークシートの工夫

をしていく必要がある。ワークシートに関しては、児童の思考を明確にするため、また、発表す

る際の手立てにもなるように工夫をしていく。単元開始前、終了の際に、学年間でワークシート

の活用方法や修正等を話し合い、評価につなげていくことが大切である。 

学習の流れ 

幼稚園児ともっと楽しく活動できる⼯夫を考えよう。 

話合いの仕⽅ 

交流体験 

よかった点 

 

 

 

困った点 

おにごっこ 
・遊びが簡単でよい。 
・体を動かすことが好きな

⼦が多い。 

紙芝居 
・役割分担できる。 
・集中して話を聞くこ

とができる。 

ボーリング 
・遊びが簡単でよい。 
・レベルを上げる。 

ばばぬき 
・絵や数字を合わせる。数字

の勉強になる。 

折り紙 
・⼀緒にできる。 
・作品に仕上がる。プ

レゼントになる。 

ドッジボール 
・体⼒向上につながる。 
・柔らかいボールがよい。 

 
遊び⽅が分かりやすい 

体⼒向上！ 
 

ボーリングは、遊び

方が簡単だし、全部

倒すととても喜んで

いたよ。レベルを高

くしてみる？ 

前回はトランプで

神経衰弱をしたけ

れど、全部終わる

までに時間がかか

ったね。 

⼩学校で⽣かせる 

８ 板書計画 

めあて  

 

 

９ 本時における指導と評価の実際 

⑴ 三角ロジックの活用 

児童の主張（結論）を裏付けるための理由 

（推論・解釈）や、根拠（事実・データ）に 

ついて、ワークシートを用いて児童の思考を 

視覚化したり、整理したりすることができる 

ようにする。また、机間指導を通して、児童 

の主張に対し、「どうしてそう考えたのか。」 

「どこからそのように考えたのか。」と問い 

返すことで自分の主張がより深まり、相手が

納得する主張となる。 

三角ロジックの活用で言語活動の充実を図

るとともに児童の論理的思考力を高め、学力

向上につなげていくことが期待できる。 

 

⑵ 児童が幼稚園児の発達の段階や思いを理解し、活動計画を立てることができるようする。幼

稚園児との交流の楽しさや難しさを話し合い、共感したり、友だちとの対話からヒントを得た

りできるように、教師は調整役となることを心がける。また、他教科との関連を図り、話合い

では、司会等を輪番制にし、どの児童にも経験を積むことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

前回の交流会を振り返り、幼稚園児の実態や時間配分などを考え、自分の主張について理由

や根拠を明確にして話し合っていることを評価する。 

 

⑶ 評価に基づく改善のポイント 

  教師は、児童が思考しやすいように、また、特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童へ

の困り感を減らすために、ＩＣＴの活用、活動の流れや話合い仕方の提示、ワークシートの工夫

をしていく必要がある。ワークシートに関しては、児童の思考を明確にするため、また、発表す

る際の手立てにもなるように工夫をしていく。単元開始前、終了の際に、学年間でワークシート

の活用方法や修正等を話し合い、評価につなげていくことが大切である。 

学習の流れ 

幼稚園児ともっと楽しく活動できる⼯夫を考えよう。 

話合いの仕⽅ 

交流体験 

よかった点 

 

 

 

困った点 

おにごっこ 
・遊びが簡単でよい。 
・体を動かすことが好きな

⼦が多い。 

紙芝居 
・役割分担できる。 
・集中して話を聞くこ

とができる。 

ボーリング 
・遊びが簡単でよい。 
・レベルを上げる。 

ばばぬき 
・絵や数字を合わせる。数字

の勉強になる。 

折り紙 
・⼀緒にできる。 
・作品に仕上がる。プ

レゼントになる。 

ドッジボール 
・体⼒向上につながる。 
・柔らかいボールがよい。 

 
遊び⽅が分かりやすい 

体⼒向上！ 
 

ボーリングは、遊び

方が簡単だし、全部

倒すととても喜んで

いたよ。レベルを高

くしてみる？ 

前回はトランプで

神経衰弱をしたけ

れど、全部終わる

までに時間がかか

ったね。 

⼩学校で⽣かせる 
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７　本時の学習指導（本時12／35時）
⑴　目標
　 　幼稚園児が楽しむことのできる交流会について話し合う活動を通して、自分の主張を明確にし

たり、友達の主張のよさを認めたりしながら、よりよい交流の仕方を考えている。
⑵　展開

７ 本時の学習指導（本時 12／35時） 

⑴ 目標 

幼稚園児が楽しむことのできる交流会について話し合う活動を通して、自分の主張を明確にし

たり、友達の主張のよさを認めたりしながら、よりよい交流の仕方を考えている。           

⑵ 展開 

 ）法方価評（価評〇 点意留の上導指・ 動活習学

１ 前時の確認をす

る。 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを

確認する。 

 

 

３ 学習の流れを知

り見通しをもつ。 

 

 

４ 活動内容を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ グループでの話

合いを全体に発表

する。 

 

 

 

６ 発表を聞いて、

自分たちの活動内

容について再考す

る。 

 

７ 本時の学習のま

とめと振り返りを

する。 

 

 

・ＩＣＴを使い、第 1回交流体験の動画を視聴する。 

 

 

 

・視聴後、交流体験でよかった点や困った点を発表し、共感できるように

する。 

 

 

 

 

・学習の流れを掲示したり、話合いの仕方や視点を説明したりして、どの

児童も活動の見通しをもち、主体的に活動できるようにする。 

・前時の交流体験で困った点や難しかった点について振り返り、それらを

どう改善していくか考えられるようにする。 
・三角ロジック（自分の主張、理由、根拠）を使い、前回の交流体験を生

かして、園児の思いに合う遊びを考えることができるようにする。 

・室内遊び、外遊びを考える。なぜ、その遊びを選んだのかその理由や根

拠を考えることで、よりよい遊びを選定できるようにする。 

・個人の考えをグループで共有し、理由や根拠に着目して園児に合った活

動を考えることができるように話し合う。 

 

 

 

・自分の考えの根拠がまとまらない児童には、前回の交流会での様子を確

認することができるように、意図的に話合いの場を設定する。（「Ｃを

Ｂ」にする手立て） 

・グループでの話合いを全体に発表する際、前時の交流体験の反省点を踏

まえて考えたことや座標軸を使って考えた理由も発表するようにする。 

・各グループの理由や根拠の共通点を分類・整理しながら板書し、児童の

思考の一助とする。 

 

 

・他のグループの考えのよい所を自分たちのグループでも採用できるかど

うか考えるようにする。 

 

 

 

・めあてについて、どんな視点で考えたか振り返りながらまとめられるよ

うにする。 

 

 

〇幼稚園児の興味・関心や今までの経験を基に話合い、さらによりよい交

流の仕方を考えている。（ワークシート、観察、発言） 

・幼稚園児の興味・関心や発達段階、前回の交流体験の反省を考慮して、

次回の交流計画を考えていることを称賛し、まとめられるようにする。 

幼稚園児ともっと楽しく活動できる工夫を考えよう。 

楽しかったことや困ったことなどが想起できるように、動画で確認する。 

Ｐ284指導計画作成の留意事項⑴ 

・幼稚園児の好きな遊び ・頭や体を使う遊び ・やさしくて楽しい遊び ・時間配分 

他のグループの根拠と比較して、自分たちの活動内容をさらによくして

いこうと考えている姿を評価するようにする。 

国語科や社会科等の学習を生かし、根拠を基に自分たちの考えを発表できるようにする。 

国語科や特別活動の

学習を生かし、各グ

ループで司会を立て

て班の考えをまとめ

られるようにする。 思考ツールを使って、幼稚園児の興味・関心を比較したり、分類したりし

て改善点とともに遊びを考えている姿を評価するようにする。 

８　板書計画

９　本時における指導と評価の実際
⑴　三角ロジックの活用
　 　児童の主張（結論）を裏付けるための理由

（推論・解釈）や、根拠（事実・データ）に
ついて、ワークシートを用いて児童の思考を
視覚化したり、整理したりすることができる
ようにする。また、机間指導を通して、児童
の主張に対し、「どうしてそう考えたのか。」
「どこからそのように考えたのか。」と問い
返すことで自分の主張がより深まり、相手が
納得する主張となる。

　 　三角ロジックの活用で言語活動の充実を図
るとともに児童の論理的思考力を高め、学力
向上につなげていくことが期待できる。

⑵ 　児童が幼稚園児の発達の段階や思いを理解し、活動計画を立てることができるようにする。幼
稚園児との交流の楽しさや難しさを話し合い、共感したり、友だちとの対話からヒントを得たり
できるように、教師は調整役となることを心がける。また、他教科との関連を図り、話合いでは、
司会等を輪番制にし、どの児童にも経験を積むことができるようにする。

⑶　評価に基づく改善のポイント
　 　教師は、児童が思考しやすいように、また、特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童へ

の困り感を減らすために、ＩＣＴの活用、活動の流れや話合い仕方の提示、ワークシートの工夫
をしていく必要がある。ワークシートに関しては、児童の思考を明確にするため、また、発表す
る際の手立てにもなるように工夫をしていく。単元開始前、終了の際に、学年間でワークシート
の活用方法や修正等を話し合い、評価につなげていくことが大切である。

８ 板書計画 

めあて  

 

 

９ 本時における指導と評価の実際 

⑴ 三角ロジックの活用 

児童の主張（結論）を裏付けるための理由 

（推論・解釈）や、根拠（事実・データ）に 

ついて、ワークシートを用いて児童の思考を 

視覚化したり、整理したりすることができる 

ようにする。また、机間指導を通して、児童 

の主張に対し、「どうしてそう考えたのか。」 

「どこからそのように考えたのか。」と問い 

返すことで自分の主張がより深まり、相手が

納得する主張となる。 

三角ロジックの活用で言語活動の充実を図

るとともに児童の論理的思考力を高め、学力

向上につなげていくことが期待できる。 

 

⑵ 児童が幼稚園児の発達の段階や思いを理解し、活動計画を立てることができるようする。幼

稚園児との交流の楽しさや難しさを話し合い、共感したり、友だちとの対話からヒントを得た

りできるように、教師は調整役となることを心がける。また、他教科との関連を図り、話合い

では、司会等を輪番制にし、どの児童にも経験を積むことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

前回の交流会を振り返り、幼稚園児の実態や時間配分などを考え、自分の主張について理由

や根拠を明確にして話し合っていることを評価する。 

 

⑶ 評価に基づく改善のポイント 

  教師は、児童が思考しやすいように、また、特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童へ

の困り感を減らすために、ＩＣＴの活用、活動の流れや話合い仕方の提示、ワークシートの工夫

をしていく必要がある。ワークシートに関しては、児童の思考を明確にするため、また、発表す

る際の手立てにもなるように工夫をしていく。単元開始前、終了の際に、学年間でワークシート

の活用方法や修正等を話し合い、評価につなげていくことが大切である。 

学習の流れ 

幼稚園児ともっと楽しく活動できる⼯夫を考えよう。 

話合いの仕⽅ 

交流体験 

よかった点 

 

 

 

困った点 

おにごっこ 
・遊びが簡単でよい。 
・体を動かすことが好きな

⼦が多い。 

紙芝居 
・役割分担できる。 
・集中して話を聞くこ

とができる。 

ボーリング 
・遊びが簡単でよい。 
・レベルを上げる。 

ばばぬき 
・絵や数字を合わせる。数字

の勉強になる。 

折り紙 
・⼀緒にできる。 
・作品に仕上がる。プ

レゼントになる。 

ドッジボール 
・体⼒向上につながる。 
・柔らかいボールがよい。 

 
遊び⽅が分かりやすい 

体⼒向上！ 
 

ボーリングは、遊び

方が簡単だし、全部

倒すととても喜んで

いたよ。レベルを高

くしてみる？ 

前回はトランプで

神経衰弱をしたけ

れど、全部終わる

までに時間がかか

ったね。 

⼩学校で⽣かせる 

８ 板書計画 

めあて  
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前回の交流会を振り返り、幼稚園児の実態や時間配分などを考え、自分の主張について理由

や根拠を明確にして話し合っていることを評価する。 

 

学習の流れ 

幼稚園児ともっと楽しく活動できる工夫を考えよう。 

話合いの仕方 

交流体験 

よかった点 

 

 

 

困った点 

おにごっこ 
・遊びが簡単でよい。 
・体を動かすことが好きな

子が多い。 

紙芝居 
・役割分担できる。 
・集中して話を聞くこ

とができる。 

ボーリング 
・遊びが簡単でよい。 
・レベルを上げる。 

ばばぬき 
・絵や数字を合わせる。数字

の勉強になる。 

折り紙 
・一緒にできる。 
・作品に仕上がる。プ

レゼントになる。 

ドッジボール 
・体力向上につながる。 
・柔らかいボールがよい。 

 
遊び方が分かりやすい 

体力向上！ 
 

ボーリングは、遊び

方が簡単だし、全部

倒すととても喜んで

いたよ。レベルを高

くしてみる？ 

前回はトランプで

神経衰弱をしたけ

れど、全部終わる

までに時間がかか

ったね。 

小学校で生かせる 


